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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章







　俺おれこと瀬せ能のうナツルは、このところずっと頭が痛かった。

　別に頭痛持ちってわけじゃない。身体からだは健康な方で、学校もあまり休まない。小さいころにおたふく風邪をやったが、むしろ通過儀礼みたいなもんだ。夜もよく眠れる方。朝起きるのは面倒くさいが、これも高校生ならありがちだろう。

　頭痛の原因は別にある。それは俺がケンプファーという戦うための存在で、しかも女の姿に変身してしまうことだ。なんだか知らないがとにかく敵を倒さなきゃいけないらしい。平凡な高校生になにを求めているのか分からないが、そう告げられた。災難とはこのことだ。

　実はこれ、頭痛の原因の一つだが主な原因ではない。もちろん俺はケンプファーになった我が身を嘆いているのだが、最近はもっと別なことでも頭を痛めている。

　それは戦闘ではなく、なんというかもっと個人的なことだった。

　いや待てよ、えーとどうしよう。ケンプファーのことから語った方がいいか、これも悩んでるんだから。

　俺は青いケンプファーだ。これは右みぎ腕うでにはまっている誓約の腕輪によって規定されている。こいつが青く光るから青。ちなみに誓約の腕輪はどうあっても外すことができず、顔を洗うときの障害になっている。邪魔でかなわん。

　青の他ほかには赤がいる。青と赤は敵対していた。この理屈は分かる。信号だって青と赤じゃ正反対だもんな。

　この二つで戦う……はずだったのだが、なんと別のケンプファー集団が登場した。色は白。純白とか汚れがないとかの象徴、なんてことを言うと俺が薄汚れているような感じだが。

　この白が俺の前に立ち塞ふさがった。正確には俺と他大勢のケンプファーの前。どうも白との間で決着をつけねばならないとのこと。なんてやっかいな話だ。俺の平凡で静かな人生に、どうしてこんなもんが割り込んでくるんだろう。

　ようするに白の連中と勝負したり戦ったりしなければならないらしい。全部同じ意味だな。単なる青赤のドンパチだと思っていたら、予想外の展開になりつつある。

　で、このことを大きな悩み事だとしよう。たとえて言うなら、地球温暖化と同じレベル。

　俺にはもう一つ、スケールの小さい悩みがある。この場合の「小さい」は身近なだけで、深刻さは温暖化なんてもんじゃない。

　はっきり言ってこのことを考え出すと、俺おれは手が震えてくる。まるでアル中の症状である。出口の見えない暗くら闇やみが、呼びもしないのにやってきて身体からだを包んでくれるのだ。ここまでいくと病気である。医者はどこだ。

　いやちょっと待とう。深呼吸をしようじゃないか。吸って吐いて吸って吐いて。やりすぎると過呼吸になるらしいけどな。

　今の俺には平常心が必要だった。でないと心臓がお亡くなりになってあの世に旅立ってしまう。まだ酒の飲める年齢に達していないのに、死ぬのはお断りだった。

　よし落ち着いてきた。これなら停電と近所の火事くらいならなんとか冷静に対処できる。殺人鬼がチェーンソー持って殴り込んできたら無理だが。

　そもそもどうして慌てなきゃならんのか。理由はいくつかある。あまり思い出したくないが、振り返ってみようじゃないか。

　まずはあれだ。白いケンプファーが襲ってきた。青でもなければ赤でもない、なんか俺たちを狙ねらって動き出したらしい。実に迷惑な連中である。

　が、今はちょっと置いておこう。これはこれで深刻なんだが、差し迫った問題が俺を悩ましている。

　それは俺の人間関係についてだ。学校でいじめられているとか、そういうのじゃない。通っている星せい鐵てつ学院はどいつもこいつも馬ば鹿かな情熱があるわりには吞のん気きなので、そんな問題が起こったためしがない。

　それはいいや。ようするに、俺と、俺の周りにいる女の子たちのことである。

　……いや、それだけだと実に羨うらやましいって思うだろうが、呆あきれないで聞いてくれ。本当に大変なんだ。

　俺が沙さ倉くら楓かえでさんを好きなのは周知のことだと思う。あの人は天使で女神でなんていうか男の理想をぎゅっと濃縮した女性だ。俺だけではなく全校生徒憧あこがれの的。

　あの人のことで悩むなら、俺はいくらだって悩んでやる。ロダンが造ったあの彫刻あるだろ。一晩中だってああしている。

　だけどそのことじゃなかった。もっと別な女の子のことで俺は頭を痛めている。

　まずあれだ。近こん堂どう水み琴こと。俺の幼なじみで遺跡荒らし。小さいころから中東と中南米で暴れ回っている。こんなこと本人に言うと腹を立てるが、そうとしか思えん。女版インディ・ジョーンズだ。

　こいつがいきなりエロがどうのこうのと言いだした。エロかっこいいだったかな。まあいい。とにかくあいつはエロに興味があるってことだ。実に健全な女子……なのかな？

　問題は残り二人だ。三さん郷ごう雫しずくと美み嶋しま紅あか音ね。ここが悩みの種だった。

　特に生徒会長の雫しずくが癌がん。癌といったら、彼女の狂信的なファンである「三さん郷ごう雫様に罵ののしられる会」に袋だたきになるだろうが、そうとしか考えられない。

　ちょっと前の話だ。雫は俺おれを連れ出した。しかもそれがデートだという。

　常識的に考えて、これは信じられない話である。雫ときたら清せい廉れん潔けつ白ぱく、というか冷徹に近く、男の噂うわさなんて聞いたことがない。密ひそかに狙ねらっている男はいるだろうが、恐ろしくて手を出す気になれないのだ。ちなみに俺は「美人だな」と感じてもそれ以上の感情が湧わいてこない。美術品見て「ほー」と思うのと同じ。

　そんな女が俺をデートに誘うなんて、あなた信じられますか？　クラスメートの東ひがし田だが「会長がお前に関心持つはずがない」と言っていたが、まったく同感だ。あいつと意見が一緒ってのもしゃくに障るが。

　だから俺はてっきり、白のケンプファーを退治にでも行くのだと思っていたのだ。普通そうだろ。他ほかに理由があったら聞いてみたいもんだ。なのに、あの女はデートなどと言いやがった。

　いくらなんでも噓うそだろう。実際に敵は襲ってこなくて水族館見て手作り弁当を食べさせられて終わったけど、デートじゃないんだ。きっとそうだ。そうと言ったらそう。

　だけどそのことを真に受けるやつがいる。それが紅あか音ねである。半泣きになりながら電話をしてきた。しかも俺をなじるなじる。なんでですか。それがしがなにをしたとおっしゃるのか。

　しかもあの娘こは、図書館で勉強中に俺に銃ゲヴエアーを突きつけ、なんか色々やっかいな誓いを俺に立てさせた。これがまた面倒くさいんだけど、いずれ説明するから今はこんなところで。

　長々と説明してなにが言いたかったかというと、俺は女運が悪いってことだ。

　でまあ、この理不尽から来るストレスを少しでも解消しようと思って、文句を言いに行ったわけですよ。雫の所へ。

　そうしたらこの元凶は、俺の話を聞くなり言いやがった。

「だから？」

　小こ綺ぎ麗れいな生徒会長室、彼女は机を前にしてなにかの書き物をしていた。やけに細かい数字が並んでいたから、予算かなにかだろう。そんなことはいいや。

「私にどうしろというの？」

　雫はえらく綺き麗れいな瞳ひとみをしている。透明度の高い湖みたいだ。「あの目で一日中見られていたい」と公言しているマゾ野郎も多い。

「どうもこうも、こうなったのはあんたのせいだろう」

「そうかしら」

「会長がデートとかなんかいうから、水み琴ことは怒り出すわ紅あか音ねは泣き出すわ……」

「だってデートだったからねえ。仕方ないわ」

　俺おれは仕方あるんだ。騙だましたじゃないか。敵のケンプファーと戦うといって俺を連れ出して……あれ？　そうじゃなかったな。最初からデートと言ってたような。

「現実を見なさい」

　と雫しずくは言った。

「瀬せ能のう君は私とデートしちゃったのよ」

　うわあああああ。

　この噓うそつきめ、と断言できないところが悲しい。

　俺にとっては、青春時代初のデートだ。幼稚園のころ、水琴に散々あちこち引っ張り回されたが、あれはデートとは言わない。隣町まで二人で歩いただけだ。

　この女は俺のファーストキスを奪っている。つまり強ごう姦かん魔ま、犯罪者だ。俺の初デートまで奪うなんて、人間のやることだろうか。最低なやつだ。映画「羊たちの沈黙」に出てくるレクター博士を上回る鬼畜である。

「楽しかったわね」

「……」

「瀬能君も楽しんでくれたようで、嬉うれしいわ」

　どこをどう解釈したら、そうなる。

　雫は俺を苦しめるのが楽しいんだろうか。確かに普通の男子生徒なら歓喜のあまり心臓発作を起こすだろうが、俺は純潔を沙さ倉くらさんに捧ささげたいのである。相手が違う。

「私の手作りを食べられるなんて、そうないわよ」

「そりゃそうだろうけどな」

「次はいつにする？」

「なにが」

「デートよ」

　またそれか。

　ここで吞のん気きに行くなんて言ったら、またますみか水琴に嗅かぎつけられる。しかも紅音に伝わって、電話でなじられるのだ。こんなにリスクが大きいデートもねえぞ。株の取り引きか。

　とりあえず俺は、雫を注意することにした。

「デートなんかしてる場合なのかよ」

「高校生らしくていいと思わない？」

「らしいとかそういうんじゃなくて、俺おれと会長は……普通の関係だろ」

「あら」

　意外、という顔をした。

「あんなにキスしたのに」

　はいはい。確かにしましたよね……って、あんなにってなんだ？

　雫しずくは平然としている。おい、気になることを喋しやべっておいて、だんまり決め込むな。

「キスってなあ……」

「ここでもしましょうか」

「学校じゃねえか！」

　しちゃいけないって法律はないと思うけど、学校で生徒会室なんだぞ。バレたらどんな騒ぎになるか分からん。

「私と瀬せ能のう君が黙っていればバレないわ」

「そういう問題じゃねえ！」

「喋りたいの？　噂うわさになっても構わないっていうなら、いいわよ」

「違う……！」

「ねえナツル、キスしない？」

　雫はにこりとして、甘えるような声を出した。

　俺は言葉に詰まった。甘い言葉なんて、彼女から発せられるとは思いもしなかったのだ。アナウンサーみたいに流麗で機械的な口調がぴったりなのだ。可愛く思えてしまったところが、ますますたちが悪い。

　なんか言い返さないと。またこいつの手のひらの上で踊らされてしまう。口では太刀打ちできないけど、なんかごまかすくらいは。えーと、えーと。

「あ、あのさ、会長」

「雫って呼ぶの」

「それよりも、敵のケンプファーはどうするんだ。白い連中」

「また勘違いしてるの？」

「そうじゃなくって、この学校にいるんだろ。ほら、一年にも二年にも」

　白いケンプファーも星せい鐵てつ学院在籍なのだ。しかも女子部。ケンプファーは引き合うことが多いっていうから、半分偶然半分作為だろうと思う。

「いるわね」

「そいつらと戦った方がいいんじゃないか」

　雫の顔がほんの少し変わった。見慣れない人間にはいつもと同じに感じるだろうが、俺は最近こいつとかかわることが多くて、見分けがつくようになってしまった。

「心配するのも無理はないけど」

　と雫しずく。

「でも今はいいわ。放っておきましょう。問題ないはずよ」

「問題はあるだろう。襲ってくるんだから」

「襲ってこないでしょう。だから問題なし」

　そりゃそうかもしれないが。

　確かに、あのイタリアンの店で戦って以来、白い連中はなにもしてこなかった。おかげで雫とデートとかする羽目になってしまったんだが。

「向こうも機会をうかがっているんでしょう。モデレーターからまだ動くなって言われているのかもねえ」

「じゃあ、逆にチャンスじゃないのか」

　俺おれは思わず前のめりになった。

「こっちからしかければ、勝てるかもしれねえぞ」

「それはよくないわね」

「なんでだよ。さっさと決着つけた方がよくないか」












「相手にチャンスを与えちゃうわよ」

　生徒会長様はあくまで冷静だった。なんか俺おれが一方的に興奮していた。

「そうかあ？」

「私たちがここで戦って勝利を得ても、また新しいケンプファーが出現して同じことになるだけよ。こっちが疲れている分、不利になるわね」

「……なるほど」

「だからタイミングが大事なの。一気にたたみかけて一気に勝たないと」

　ふーむ。さすがは雫しずくだ。ちゃんと考えてやがる。この立体的というか、ちょっと先まで見通す能力は俺にはない。冷静ってのもあるだろうけど、経験とセンスが上手い具合に融合してるんだろうなあ。これでデートとか言わなきゃ、尊敬できるのに。

「めんどくせえなあ」

「ここで状況を見極められるかどうかが鍵かぎよ」

「高校二年生には難しいんだよ」

「私だって高校三年生よ」

　あんたは特別なんだよ。

「私たちが勝つには、慎重になるくらいがちょうどいいの」

「ふーん……おい、俺ってあんたの仲間になるのか？」

　よくよく考えてみたら、それっておかしくないか。色は違うし。

「そうよ」

　なにを当たり前のことを、と言いたげな口調。

「その方が瀬せ能のう君にも得」

「白の連中でもいいような気がしてきた」

「私の側にいなさい」

　なんかいろんな意味が含まれている感じもするんだが、突っ込まないようにしよう。

「じゃあこのままでいいのか」

「そう。好きなだけデートできるってこと」

「いやそれは……」

　どうも話をそらさせてくれない。雫はなんか不敵な感じだ。こいつにかかっては、俺なんかカタツムリより動きがのろいだろうな。

　俺は生徒会室から逃げ出すことにした。また変な約束させられたらことだ。

「じゃあな。白と戦うことになったら教えてくれ」

「デートは？」

「聞こえない聞こえない」

　わざとらしく耳を塞ふさぐ。背中を向けて立ち去ろうとした。

「ねえ瀬せ能のう君」

　雫しずくの声が飛んでくる。

「私は狙ねらったものを手放すのが、とても嫌なの。欲だって強いわ」

「……」

「よく覚えておいてね」

　背中に台詞せりふが突き刺さる。ひいい、怖い。牙きばを剝むいて、喰くい殺されそうだ。

　俺おれは生徒会室を退出した。雫を刺激しないよう、扉はそっと閉めた。





　　○






　しかしあれだ、雫の言葉は重くのしかかる。翌々日になってから、俺はあの女から聞いたことで怒りが沸々と湧わいてきた。いないところで腹を立てるってところが、またみっともないんだが。

　両親のいない家で遠慮なく叫ぶ。近所迷惑だが、一回くらいならいいだろ。

「最悪だ！」

　俺は絶叫すると、畳に転がっていたクッションを摑つかんでパンチを入れた。クッションにとってはとんだ災難だが、幸いこいつは人間ではない。

「水み琴ことの馬ば鹿か！　雫の馬鹿！　紅あか音ねちゃん……は、頭いいけどほどほどに！」

　目にもとまらぬ速さ（俺主観）で拳こぶしを入れる。これが核戦争後の地球だったら、北ほく斗と神しん拳けんの伝承者になっただろう。

「もっと平穏無事な青春が送れますように！」

「あはは。そりゃ無理ってもんでしょう」

　笑い声がした。

　机の上のぬいぐるみである。片目にアイパッチをして、腹から内臓を出しているグログッズ。臓物アニマルシリーズのハラキリトラだ。

　何度も説明しているが、臓物アニマルというのは「ファンシーグッズで一山当てれば会社がうはうは」という資本主義魂で作られたシリーズ物のグッズである。デザイナーが酔っぱらっていたのか知らないが、全ての動物がひどい死に方をしているという、破滅的なコンセプトで成り立っている。首尾一貫して気持ちが悪いので、本社にはクレーマーすら寄りつかないそうだ。

　で、このぬいぐるみは喋しやべる。別にボイス機能が搭載されているわけではなく、なんでか言語を解するのだ。そして俺おれのことをケンプファーにした元凶がこいつ。

　ハラキリトラはまだ笑っていた。

「あはははは」

「うるせえ野郎だ。なに笑ってんだ」

「最近ナツルさん、独り言が増えましたねえ」

　それは自覚している。どうも災難が降りかかるのに比例して、ぶつぶつ呟つぶやく時間が長くなっているのだ。この前なんかコンビニで買い物している最中に、こないだの雫しずくのことを思い出して「くわーっ」とか叫んでしまい、店内の注目を集めた。もうあの店行けねえな。

「俺のことなんかいいだろ」

「いいっちゃいいんですが、一応ほら、メッセンジャーですから」

　ハラキリトラは調停者モデレーターなる存在の代理として、俺のことをケンプファーに仕立て上げた。モデレーターがなにものかは知らん。

「そのメッセンジャー様がなんだ。俺はお前のたわごとなんか聞いている精神的な余裕はないぞ」

「ようするに、会長にデートに誘われて、紅あか音ねさんに文句言われたってことですよね」

「なんで知ってんだ」

　こいつには喋ってないんだが。

「だから、独り言が増えてるって言ったでしょう。あれだけぶつぶつ言ってるんだから、つなぎ合わせれば輪郭くらい見えてきますって」

　とハラキリトラは言った。ぬう、そういうことだったか。気をつけないと。

「まー、あれですね。会長とデートしたんだから、喜ぶといいんじゃないですか？」

「だからデートじゃねえんだよ。偶然だろ」

「そんな偶然ないですよ」

「いや、ある。俺が経験した」

「ナツルさん、本当は認めたくないんでしょう」

「……」

　この化学繊維。しずかちゃん（先代）みたいな声をして、痛いところを。

　こいつに言われるまでもない。なんというか、雫は最初からデートを狙ねらっていたんじゃないかと思いはじめているのだ。デートのふりをしつつ敵をおびき寄せるふりをして実はデート。つまりそれってデートじゃん。

　あらゆる可能性を慎重に検討して（たいしたことはしてねーけど）この灰色の頭脳を適当に回転させた結果、「でえと」なる文字が、原子力潜水艦みたいに浮上してきたのだった。

　だがそれは、俺おれにとってどうにも認めがたい。雫しずくは大変な陰謀家である。女子高生のくせにまるで女実業家みたいな容よう貌ぼうをしていて、頭は抜群に切れる。そんな女が、俺なんかにデートを申し込むわけないじゃないかね、君。

「……でも俺は、会長の計画だと思うぞ」

「ほう、どんな」

「えーと、デートをして、その」

「その、なんです？」

「……」

　思いつかん。雫なんだから宇宙征服あたりが妥当だろう。いや、ちょっと控えめに世界征服くらいか。だけど俺とのデートから世界征服に、どう結びつくってんだ。

「だけど会長が俺に好意を持つとか、あり得ないだろう」

「そこは同感です」

　ハラキリトラが、でかい頭を前後に揺する。

「でもまあ、蓼たで食くう虫も好き好きって言いますからねえ」

　相変わらずこのぬいぐるみは、人の神経を逆なでするようなことばかり口にしやがる。これで相手が雫ではなく沙さ倉くらさんのことだったら、奇声を上げながらカッターでずたずたにしているところだ。

「別に好かれなくてもいいんだけどな」

「いいじゃないですか。あの人、美人ですよ」

「俺は顔で女を選ばない男だ」

「顔っていうか、迫力で態度変えてるでしょ。怖いか怖くないかで選ばれてもねえ」

「いいんだよ。優しくておしとやかで、話をしてるとこっちまでほんわかしてくる女性が好みなの。俺は沙倉さん一筋だ」

「沙倉さんはそんな一筋いらないと思います」

　言いやがったな。

　これが当たらずといえども遠からずだから腹が立つ。沙倉さんは全ての男に距離を置いており、俺も例外ではない。優しくて分け隔てなく接してくれるけど、ある一定の距離からは絶対近づけなかった。

　実は例外があって、ケンプファーに変身した俺、つまり女の俺なら対応が全然変わるんだけど、それについては今は考えない。そこまで悩んでいると脳みそがオーバーヒートしてしまう。

「いずれ俺おれは沙さ倉くらさんと付き合うことになるから、いいっちゃいいんだが……」

「よくそこまで図々しい発想が生まれますね」

「まあ聞けよ。仮にだ、仮に会長が俺と付き合う気があるとするよな」

「仮ですかねえ」

「黙れ。だけどな、沙倉さんと付き合うまでの繫つなぎで、会長と付き合うわけにはいかないだろ」

「……」

「それは不誠実だ」

　そのあたりは、いくらあの機械女が相手とはいえ、考慮せねばならぬ。やはり失礼な行為だろう。沙倉さんは（多分）真面目まじめな男が好きなので、日ひ頃ごろから襟えりを正しておかなければ。

　ハラキリトラは、呆あきれとも感心ともつかないような声を上げた。

「凄すごいですね。控えめなんだか厚顔なんだか分からないところが驚きです」

「なあ、さりげなく馬ば鹿かにしてるだろ」

「でもそれって、沙倉さんと付き合うのを前提にしてますよね」

「当然だろう。夢見る権利は誰だれにでもある」

「夢ってのは、寝てるときに見るもんですよ？」

　こいつ、名言のつもりか。

　しかしこう切り返されてはぐうの音も出ない。俺は元々喋しやべりが上手い方じゃない。水み琴ことならこの手の機転が非常に利くから、もっと気の利いた台詞せりふを言うんだろうが、こっちは平凡な高校生である。

「でも夢はともかく、会長のことはどうするんですか」

「そうだなあ」

　俺は畳に座り、腕うでを組んで考えた。無論、すぐに解決策なんか飛びだしてこない。

「……無視してたら、なかったことになんねえかな」

「さあて」

「そもそも、俺と沙倉さんの間をあいつは邪魔するつもりなんだろうか」

「結果的にはそうでしょうね」

「生徒会長のくせに性格悪いな」

「ナツルさんの鈍さも負けてませんよ」

「悪い薬でも飲んでるんじゃないのか」

「ナツルさんにも飲ませたいでしょうね」

「……なあ、お前、俺おれのことが嫌いなの？」

　なんでぬいぐるみのくせに、皮肉ばっか言うんだろうか。性格よくないぞ。飼い主（俺）に似たってことは断じてない。だって俺は素直で純な心の持ち主だから。

「別に嫌いってことはないですけどね」

「嫌いでなけりゃ憎いだろ」

「違いますって。ただ立場がありますから。ぬいぐるみですし」

　都合のいいときだけおもちゃかよ。

　しかし、こいつは確かにそうなのだ。俺を勝手にケンプファーにしたやつで、メッセンジャーとか言ってるが監視みたいなものだろう。最近あんま戦ってないけど、こいつ的にはいいんだろうか。

「まあ、会長が俺の予想外なことばかりすんのは確定だよな」

「それはそうでしょうね」

「やっぱり赤いケンプファーってのは、青の敵なのか」

「どうなんでしょう。そもそも赤と青が手を組むってこと自体が、状況的に変なんですが」

　その台詞せりふを聞き、俺の頭にふと疑問が湧わいた。

「なあ、お前はいいの？」

「なにがですか」

「この状況だよ。自分で変だって言ったじゃねえか。会長が独断で青と赤を組ませるようにして、白が出てきちゃったんだろ。まずくねえの？」

　ハラキリトラは短い前足で、アイパッチをこりこり搔かいた。

「そういえばそうですね」

「吞のん気きだな」

　こいつには、前に白のケンプファーが出たことも教えたんだが、やっぱり同じような反応だった。

「別にモデレーターから連絡が来るわけじゃないんですよ。ああしろこうしろとか」

「お前は報告送ってないの？」

「自分からは送ってません。でも、なんていうんでしょうか、多分頭の中は覗のぞいているんだと思います」

「エスパーみたいだな……おい、今まで考えたことなかったけど、モデレーターってのはどこにいるんだ？」

「さあ」

　でかい頭がかしげられる。

「知りません。もしかしたら、この世界の人間じゃないのかも」

「死んでんの？」

「ではなくて、もっと別次元の人というか」

　なんかいきなりＳＦじみてきたな。ケンプファーになること自体、ＳＦどころかたわごとの世界なんだけどさ。

「その別次元の人さんは、青赤になったことで、腹を立てたりしてないのか」

「してるでしょう。でなきゃ白なんて出てきませんよ」

「お前の立場はどうなるんだ」

「別に。このままですね」

　さらりと言った。

「元々、ナツルさんの手助けをするためにいるんですよ。白のケンプファーがナツルさんの敵ってことになったら、白を倒すために頑張るだけです」

「頑張るって、今までもなにかしたことあったか」

「やだなあ、ぬいぐるみに期待しないでくださいよ」

　また笑いやがんの。頼りになる味方だこと。

　こいつに期待したってしょうがないことは分かっている。今までも適当に話し相手になるだけだったんだから。返事をする地蔵みたいなもんだ。

　やはり己おのが身で解決しなきゃならんことは多い。ケンプファーとは戦う存在なのだ。いずれ白のやつらとは派手な戦闘になるだろう。そうなってからはじめて、分かることもあるに違いない。

　戦いに赴くための準備とか、しといた方がいいんだろうな。遺書……はやだから、決め台詞ぜりふでも用意しようか。

　とりあえず登場場面だよな。なんか格好いい言い回しを使えないだろうか。俺おれはしばし考えた。

「うーむ……」

「あのー、ナツルさん」

　ハラキリトラが、俺の聖なる思考の邪魔をする。

「うるせえな。口出すなよ」

「考え中のところ悪いんですが」

「悪いなら……」

「会長のこと、どうするんですか」

「あ……」

　いかん。そうだったんだ。雫しずくにどう接するかで悩んでいたのに、いつの間にか他ほかの話題に入れ替わっていた。

　雫だけじゃないな。紅あか音ねも、水み琴ことのことも考えなきゃならんかもしれない。あー、頭痛がしてきた。結局解決策なんかありゃしないのだ。

「余計なこと思い出させやがって。忘れていたかったのに」

「そうはいかないでしょう。明日学校なんですから」

「いく。つーか、いかせてくれ。忘れていれば、現実でもなかったことになるかもしれない」

「無理です。むしろ、忘れても追ってきます。現実ってそういうものでしょ」

　ぬいぐるみに説教されるとは。忌々しいがその通りだ。

　現実は厳しい。女まみれの悩みのどこが現実だと憤られる方もいらっしゃるとは思うが、きついんですよこれ。

　俺おれは頭を切り換えて、人間関係について思い巡らせた。当然のようにいい案は浮かばない。

　結局この日は、こんなことで夜更かしする羽目になった。





　　○






　翌日は快晴だった。いつも思うんだが、俺の気分が沈んでるときに限って晴れてないか。気象庁の罠わなだろこれ。

　罠には罠で対抗。学校を休んでやろうかと考えたが、今までの出欠と照らし合わせて断念した。元々男子部と女子部の両方に出なきゃならないので、書類上は欠席魔になっているのだ。俺はこんなに真面目まじめなのに。

　それにしても暑い。もう夏と言っても差し支えないだろう。夏といえば夏休みで学生にとっての天国が訪れる。その前には期末テストという地獄が待ちかまえているわけで、獄卒みたいなものだ。

　星せい鐵てつ学院男子部に着く。二年四組のボンクラ共も、一様に「暑くて死ぬ」と言いたげだった。男の熱気と湿気で息が詰まる。窓は全開だが、風が吹かないので不快感を増すのに貢献しているだけだ。これであと二度ほど気温が上がれば、全裸になって絶叫するやつが現れるだろう。

「うおーい、瀬せ能のう」

　いつでも頭が真夏日の東ひがし田だがやってきた。

「今日はちゃんと出てきたな。暑いから休むかと思った」

「うるせえな」

　と言ったものの、それほど間違ってないところが悲しい。

　東田は俺おれの前の席にどっかりと座った。

「あちーな、お前夏休み、どこ行く？」

「気の早い野郎だな」

　前にも同じこと言ってたぞ。悩みがなくて羨うらやましいね。

「考えてねーよ」

「つまらないやつだ。やることたくさんあるだろうが」

「お前のやることなんて、アイドルのイベントで写真撮るか、なんかのコンベンションでコンパニオンの写真撮るかだろ」

「海とか遊園地で写真を撮るってのもある」

「警察に突き出されそうだな」

「誠意があれば平気だ」

　個人情報云うん々ぬんは大げさとしても、海辺や遊園地内で観光客をばしばし撮っていたら、不審者扱いされて当然だ。水着とは基本的に泳ぐためにある。

「そこでだ、瀬せ能のう」

　馬ば鹿かが大仰な口調になった。

「夏に向けて我が美少女研究会は強化合宿を予定している」

「狂ったのか？」

「まだ見ぬ美少女のために、自分を鍛えるんだ。特別顧問として参加して欲しい」

　こいつは頭がおかしい。俺はしみじみと東田のアホ面を観察してしまった。美少女研究会なんて、いかにも自己鍛錬とは縁がなさそうな集まりが合宿なんておかしいだろ。コンパでもまだきつすぎるくらいだ。

「なにすんだよ合宿って。山ごもりか」

「おいおい。山奥に美少女が生えてたりするのかよ。どうかしてるのか」

　お前に言われたくねえよ。

「どっかに泊まって、海にでも繰り出して写真を撮る。安く上げたいから、海辺のバンガローを借りるつもりだ」

　それのどこが合宿なんだ。

　でも確かに、その方が美少女研究会らしいっちゃあらしい。てっきり滝にでも打たれて「心頭を滅却すればスカートが透すける」とかやり出すんだと思った。

「普通だな」

「だろ。だから参加頼む」

「俺おれ、カメラの使い方なんてよく知らねえぞ」

「お前の存在は高く評価されている。一年の中には『僕たちは瀬せ能のうさんを手本にすべきです』との意見も根強いんだ。そいつらを裏切るつもりか」

　なんだそれは。俺はなにかやったのか。女子部のネタを教えて、写真集に口出しして、委員長さんの家に行って……結構やってるな。

「そういうわけだ」

「やらねえって」

「お前がいないと、泣くやつが多くなるぞ」

　勝手に泣かせておけ。

　東ひがし田だはなおも俺に参加させようと喋しやべっていたが、無視無視。つきあっているとどんどん頭が悪くなっていく。

　途中から聞いてなかったんだが、こいつは一方的に語っている。オタク的だよな。

「お、そうだ思い出した」

　口調が変わったので俺の注意を引いた。

「なんだよ」

「さっき、女子部の娘こがお前を訪ねてきたぞ」

「沙さ倉くらさんがついに俺に告白か」

「それしか能がないのか。そうじゃなくて、前にも来た娘だよ。ほら、ええっと、なんつったっけ……」

　東田は目をつぶって唸うなりはじめた。

「あれだ。なんか特徴ない娘」

「水み琴ことか」

「水琴ちゃんは特徴あるだろ。今度写真撮らせろよ……あの、あれだよ。ああくそ、星せい鐵てつ学院美少女データベースと言われたこの俺が、名前をど忘れするとは」

「よっぽど特徴ないんだな」

「お前に似てるよ……確か図書委員の……思い出した、美み嶋しま紅あか音ねだ！」

　あー、紅音か。確かに変身前は地味だもんな。どうでもいいが、なんで「俺に似てる」で思い出したんだ。

「なんの用だって？」

「そこまでは分からんが、まだ来てないって言ったら、図書館にいるって伝言していった。なんか嬉うれしそうだったぞ」

「嬉しそうってなんだ」

「さあな。おまえがいなくてよかったんじゃないのか」

　こいつも意外と口が減らない。

　まあ呼ばれたんだから、行くのが筋だろう。それにしても嬉しそうとは。朝食にワライダケでも食べたのか。

　休み時間になるのを待って、図書館へと向かう。

　何度か説明しているが、収容所のごとく男女間の交流が規制されている星せい鐵てつ学院の中で、ここだけはどちらも使用できる自由エリアとなっている。そのためか、息抜きに利用する生徒も結構いる。余談だが、紅あか音ねが男子部に来たのは図書委員としての立場を利用したから。

　どうせ男女交流を厳しくするなら、ここも規制してしまえと言う乱暴な意見もあるらしいが、歴代生徒会長と一部良識派が防いでいるんだそうな。雫しずくも生徒側なんだよな。

　紅音はカウンターにいた。

「ナツルさん」

　俺おれを見て顔を明るくした。はて、俺の髪型に変なところでもあったのか。

「待っていてください。すぐに行きます」

　たいして待たされなかった。本当にすぐに、彼女は出てきた。

　俺たちは図書館内の端はしの、ちょっと目立たない机に陣取った。向かい合わせになって座る。

　東ひがし田だの言っていた通り、確かに彼女は笑顔だった。不自然じゃなかったからワライダケではなさそうだ。宝くじでも当たったのか。いいなあ。

「ナツルさん。勉強はうまくいってます？」

　と彼女が訊きく。例のデートだなんだの騒ぎ後、近所の図書館で補習代わりの宿題を見てもらったのだ。

「んー、まあまあ」

　曖あい昧まいな返事をする。誰だれしも経験あるはずだが、成果を訊かれて具体的な数字が出てこないときは、まず「ゼロ」だと思って間違いない。もちろん俺もあれきり勉強していなかった。

「駄目ですよ。毎日少しずつでもやることが重要なんです」

　彼女は笑顔のままたしなめた。なんかやけに機嫌がいいな。

「もうすぐテストですよね」

「気が重いけどね」

「ナツルさんなら絶対大丈夫ですよ。頑張ってください」

　落ち込んでいる人に頑張っては禁句なんだぞ。別に落ち込んでないけど。

「それで、テストの後なんですけど……」

　急に彼女はもじもじしはじめた。なんだろう。どっかかゆいのか。俺おれも背中の、手が届きにくいところがかゆくなることがよくあって、いつも苦労する。柱に背中つけて上下運動しているところは、あまり他人には見られたくないものだ。

「どこか、遊びに行きませんか？」

「へ？」

　つい聞き返してしまった。なんだって？

「遊びです。暇になるじゃないですか。どこか、行けたらいいかなって……」

　いやそれはいいんですが、なんか妙に明るくないか。

　東ひがし田だの意見を待つまでもなく、紅あか音ねは地味な女の子だ。口に出したらさすがに失礼だけど、やっぱり分類したらそうなる。しかもちょっとしたことで、落ち込んだり、暗くなったりする。特に雫しずくみたいな強烈なのを相手にすると、ずぶずぶ沈み込んで浮上しない。自分で手足に重りをつけたようになる。隅っこで座っているととてもよく似合うぞ。

　これが変身後になるとレールを外れた蒸気機関車みたいになるが、普段は内気そのものだ。女子部でもどこにいるのか分からないことがある。

　なのにこれはどうしたことか。俺は思わず訊きいた。

「どうして、また」

「だって、せっかく休みになるじゃないですか」

「そりゃそうだけど、相手は俺なの？」

　俺の言葉に、紅音はちょっと口を尖とがらせる。

「ナツルさん、会長とデートしたじゃないですか」

「いやだからあれはデートじゃなくて……」

　自分でも半分くらいしか信じていないので、当然のように紅音には無視された。

「だから今度はあたしの番です」

　そして紅音は、頰ほおを赤らめた。

「それに……ナツルさん……あたしが好みのタイプだって……言ってくれたじゃないですか……」

　そういえば、そんなことを口走った気が。

　もちろん俺おれの理想のタイプのトップには沙さ倉くらさんが君臨しており、鉄壁の防御を誇っている。「生まれながらにして国王」って歴史の授業で習った気がするが、まさに「生まれながらにして理想のタイプ」だ。

　ただあえて沙倉さん以外で好きなタイプはと言うと、実はあんまり思いつかない。紅あか音ねというのは、そこから導き出された答えだ。いやまあ、わりと好みではあるんですよ。

「んー、そうだけど」

「だ、だから……あたしが誘ったっていいじゃないですか……」

　そういう理屈なの？

　彼女は赤くなりながらうつむいていた。

「あ、あたし、会長や近こん堂どうさんより、リードしてますよ……ね……」

　リードというのがなにをさすか分からん。紅音は紅音だと思うんだが。

　それにしても遊びに行くのか。まあ構わないけど。雫しずくみたいに変な陰謀を企たくらんだりはしないだろうから、そういう意味では気楽だ。あいつと水族館に行ったときは、緊張で肩がこったぞ。

「えーっと、じゃあどこに行く？」

「えっ、い、いいんですか!?」

　ちょっと、図書館なのに声が大きいですよ。

「いいもなにも、紅音ちゃんが誘ったんじゃん」

「そうなんですけど」

「じゃあ行くの止やめる？」

「や、止めちゃ駄目です！」

　紅音は涙ぐんだ。おや、前の性格に戻りつつある。

「ナ、ナツルさんはあたしが好みのタイプだって言ったんですから、断らないでください……！」

　意味分からない理屈だ。そういうものなのか。

「うん。じゃあ断らない」

「あ……ありがとうございます」

　心底ほっとしたような表情をしていた。忙しい女の子である。

「で、どこに行きたいの」

「あの……ですね」

　彼女は恐る恐るといった感じで口を開いた。

「あたし……水着を買ったんです……」

「へー」

　とりあえず合いの手を入れた。女の子はそう言うところにも金をかけるよな。俺おれなんか、よほどのことがない限り買わねえよ。

　紅あか音ねの頰ほおが、ちょっと膨れた。

「……水着です」

「うん」

「喜ばないんですか？」

「水着で……どこに行くの？」

　まさかレース場でパラソル持つってことはないよなあ。ありゃグラビアモデルの仕事だ。

　なにやら紅音の機嫌が悪くなってくる。

「海です。それかプール」

「海？」

　東ひがし田だもそんなこと言ってたぞ。海がブームなのか。

　そこまで考えて、俺の方がおかしいことに気づく。夏なんだから海は当然だ。スキーに行きたいと言い出したら頭の中を疑うべき。ただし南半球旅行を除く。

「海かあ」

「一緒に泳ぎましょう」

　まあ、いいか。俺は別に泳げないわけじゃない。小さい頃ころ、田舎の川で溺おぼれて流されたんだが、親によると助かったあとずっとぼんやりしてたらしい。あまりのことに脳が働きを停止していたと見える。トラウマになってなかった。

「えーっと、じゃあいつにする？……」

　といった途端、俺は背中を力一杯叩たたかれた。

「いえーい！　ナツル！」

　この脳天気な声の持ち主は、振り返らなくても分かる。水み琴ことだ。

「こら、あたしに隠れてなにやってんだ！」

　相変わらずの声量だ。ここが図書館だってことを、まったく考慮していない。

「別に隠れてねえだろ」

「紅音ちゃんと二人きりじゃん。絶対隠れてたね」

　いやそう断言されても。

　図書館で二人っきりってなんだよ。確かによからぬことをする男女もいるらしいが、俺と紅音は断じて違う。

　そう思って紅音を見ると、何な故ぜか視線が定まらず、きょときょとしていた。これ、しっかりしろ。

　とりあえず上半身を捻ひねって水み琴ことに言う。

「なんか用か」

「用？　もちろん」

　どういうわけか威張っている。こいつはいつも態度がでかいのではあるが。

「あんたさ、テスト終わったらどうする」

「幸せな気分になる」

「馬ば鹿かたれ。アフリカでダイヤモンド鉱山探すか、中東で石油掘るか、シベリアでウラン鉱採さい掘くつするつもりかって聞いてるの」

「どれもやらねえよ」

　それ山師のやることだろ。俺おれは高校生なんだよ。

　水琴はうむうむとうなずいていた。

「じゃあ暇だね」

「基本的にはな」

「よし。だったらあたしと遊びに行こう」

「え？」

　おい、お前もかよ。今年の夏は外出がブームなのか。ファッション雑誌にでも載っているのか。

　水琴の眉み間けんに皺しわが寄った。

「なにその嫌そうな声」

「嫌じゃねえけど」

「ちっちゃいころは、あたしと遠くまで出かけたじゃん」

　幼稚園のときだろ。しかも俺は嫌だったのに、お前が無理矢理手を引っ張って、トラックの荷台に隠れたんじゃねえか。心細くて泣きそうになってたのに、ずっとけらけら笑いやがって。高速道路に乗ったときは絶望感で死にかけたぞ。

「今は小さくねえよ」

「ならあたしと遊ぼう」

　どういうことだ。「遊ぶ」ってのが頭にあって、あとの理由は後付なんだろうけど。

「遊ぶのかあ」

「だからその嫌そうな声はなんなのよ」

「嫌じゃないって言ってるだろ。あのさ」

　先約があって、と言いそうになったら、いきなり紅あか音ねが喋しやべり出した。

「あのっ、あのっ。ナツルさんは外に出たくないって言ってました」

「ほへ？」

　水み琴ことが変な声を出す。いきなり紅あか音ねが言い出したんで、驚いたんだな。

「ナツルさんは、テストが終わったら引きこもりたいって……ケンプファーになってからずっと戦ってばかりで、もう疲れたんです」

「なんであんな楽しいことで疲れるのよ」

　楽しいのは多分お前だけだと思うぞ。

　それにしても、何な故ぜ紅音がこんなことを言い出すのか。そもそも俺おれはひきこもる予定がなかった。

「だっ、だから……ナツルさんは……近こん堂どうさんと……出かけられない……かも……」

　語尾がごにょごにょしていたが、言ってることは分かる。つまり俺の外出は制限されたらしい。他人の手によって。

「ほんとそれ？」

「本当……のはずです……」

「ふーん」

　水琴が横目で俺を見つめる。

「なにあんた、あたしと出かけたくないから引きこもるの？」

「どうしてそうなる」

「そうとしか受け取れないんだけど」

「あのな、俺は試験が終わったら……」

　説明しようとしたら、また紅音に遮られた。

「引きこもるんですよね……！」

　俺と水琴の二人の視線が、彼女に集中する。紅音は一瞬たじろいだものの、続けて言った。

「引きこもるから、水琴さんは、えっと……諦あきらめた方がいいと思います……」

「諦めって」

「あ、鐘が鳴りました。もう教室に戻らないと。お先に失礼します……！」

　言われて気づいたが、確かにチャイムが響いていた。俺も戻らないと。

　紅音ちゃんはさっさと行ってしまった。俺も席を立つ。

「ちょっとナツル。紅音ちゃんが言ってたこと本当？」

「あんま本当じゃねえな」

「なにそれ」

「ま、いずれ」

　そう返事をして、俺おれも男子部の校舎に向かった。あいまいに答えたのはなんとなく。一応紅あか音ねの台詞せりふに合わせてみた。

　特に理由があるわけじゃないんだけどね。





　　○






　水み琴ことは腰に手を当てていた。いきなり眼前から二人がいなくなったのだ。実に怪しい。あのやりとりで疑わない人間がいたら、そいつは頭にペルーの高山植物が生えている。

　授業なのは確かなので、彼女も戻らなければならない。あとで問いつめてやろうと思いつつ、図書館から出ようとする。

「のんびりなのね」

　いきなり声が降ってきた。

　階段の上から、生徒会長の雫しずくが降りてくるところだった。水琴はつい言い返す。

「会長こそ、授業に遅れるんじゃない？」

「今ならギリギリ間に合うわね」












　なんてことを言っている。精密機械みたいな女性が言うんだから、きっと本当だろう。

　水み琴ことは一年女子の校舎へ向かう。なんとなく雫しずくと一緒になった。方向は同じである。

　雫が前を見たまま言った。

「近こん堂どうさんが図書館なんて珍しい」

「そう？」

「なにかあったの？」

「あったっていうか……」

　言いかけて、水琴は口をつぐむ。明らかに雫の手である。なにか感づいて訊きいてきたに違いない。およそこの生徒会長は行動に無駄がない。一緒に戻ることになったのも、偶然ではないだろう。多分、階段の上でこっちを見つけてから狙ねらいを定めていたのだ。

「黙らないでくれる？　時間ないの」

「……あたしをどう利用するつもり？」

「利用じゃないわよ。訊きたいだけ」

「……図書館にナツルがいたの」

　水琴はあっさりと、黙秘を諦あきらめた。無言の行を貫いても、放課後に追及されるだけだ。

「一人だけ？」

「紅あか音ねちゃんもいた」

「二人なのね。それはちょっと」

「んー、あたしもそう思ったんだけどね。そもそもあたしがなんでナツルに会ったかって言うと、テストが終わったら遊びに行く約束したかったのよ」

「あら。抜け駆けするの」

「抜け駆けって……会長、ナツルとデートしてたじゃん！」

　水琴は不意に思い出して、声を上げる。

　雫は顔色を変えたりしない。いつもと同じ。

「したわよ。それが？」

「う……ま、まあ、そしたらナツルじゃなくて紅音ちゃんが、答えたの。なんかナツルは引きこもるから外に出ないって」

　授業のこともあるので、水琴は簡潔に説明した。

　雫は一を聞いて十を知るタイプである。どういうことかすぐ把握していた。

「あの二人でどこか行くんでしょうね」

「やっぱそうだよねえ。まったく、紅音ちゃんったら」

　憤慨する水琴。

「なに隠してんだろ。そんなに二人きりでいたいのか」

「瀬せ能のう君じゃないでしょう。美み嶋しまさんが誘ったんじゃないかしら」

「むむ、積極的な」

「ちょっと面白くないわね」

　お、と水み琴ことは思った。「面白くない」とはまた雫しずくらしくない物言いである。評判と違い、感情らしきものも表に現れるのだろうか。

「なに、邪魔するの？」

「しないわよ」

　あっさり彼女は否定。

「えー、じゃあ二人にデートさせちゃうの!?」

「近こん堂どうさんはそれでもいいの？」

「いいわけないじゃん。あたしに黙ってこそこそしてるってのが、気にくわない」

「そうねえ」

　なにか人ごとだった。本気で焼きもち焼いているのかどうか、判然としない。さきほどちらりとうかがえた感情らしきものは、幻だったのだろうか。

「あ、でもいつ行くつもりだろ」

「そこは調べれば分かるわ」

「どうやって」

　と聞いたが、雫のことだから、見当をつけるのは容易なのだろう。

「やっぱり邪魔する？」

「しないって言った通りよ。でも……そうね、偶然ってあるでしょう」

「そりゃあるでしょうよ」

「偶然が特定の日にちで起こるってことも、あるわよね」

　それは偶然って言わないんじゃ。水琴は言いかけたが、雫は聞いてくれなかった。彼女は三年生の校舎へと向かっていった。












第二章







　テストは無事終わった。この場合の「無事」とは地震とか火事にならなかったという意味で、俺おれの成績を示しているのではない。そっちは聞かないでくれ。

　テスト期間中、紅あか音ねはやたらと元気だった。変身前の元気なのでマイナス五十が四十になったくらいだが、それでもいつもにこにこしている。なんだろうと思っていたら、「ナツルさん、忘れないでくださいね」と何度も念を押しに来た。はあ、外出のことですか。

　どうやらよほど楽しみらしい。結構なことだ。俺は俺で水着を買わないと。

　話をテストに戻すが、これが大変だった。だって俺は男女双方に籍があるのだ。どっちも出なきゃまずい。

　いくらなんでも不可能だと思っていたんだが、どうしたことか、今回から男女で試験の日程がずれていた。学校に相当な負担がかかりそうなものだが、どうも雫しずくがなんとかしてしまったらしい。

　というわけで、俺はどっちにも出られることになった。これを口実にサボることを考えていたが、おかげでパー。頭を二倍使ったよ。

　女子部二年四組。最後のテストが終わり、精も根も使い果たして机に突っ伏している俺を、委員長さんが突いた。

「ねえ瀬せ能のうさん」

　俺はどんよりとした眼めで彼女を見た。この人は眼鏡着用の結構な美人さんなのだが、性格にちょっとというか、かなり難がある。

「……なに？」

「ずいぶんお疲れのようですね」

「それは……まあ」

「しっかりしてください。うちのクラスには、瀬能さんを才色兼備のスーパー女性として売り出す計画があります。テストくらいでバテられては困ります」

　そんなこと言われたって、こっちが困るわい。お前らは一人で二人分のテストとかこなしたことはないだろう。

「なんか……用なの？」

「二つほど用件があります。いい話と、どうでもいい話です」

　ひでえ分類だ。

「……どうでもいい方から」

「二年生の、山やま川かわさんが瀬せ能のうさんを訪ねてきました」

「いつ？」

「瀬能さんが席を外しているときです」

　とすると、トイレに行ってるときか。トイレの場合、俺おれは絶対男の姿に戻るようにしている。だから他人よりも長い時間個室にこもっていた。

　しかし山川って、どっかで聞いたことのある名前だな。えーと。

「あ……山川涼りよう花か？」

「そんな名前です」

　すぐに思い出した。白のケンプファーじゃないか。いったい俺にどんな用件だったんだ。

「なにか……言っていた？」

「いえ。いないと伝えたら、じゃあいいですと」

　むむむ。謎なぞだ。おっかないから、こっちから尋ねるのは止やめよう。

「いい話は……？」

「それです。お得情報です」

　俺はつい身を引いて警戒した。前もこんなことでメイドの格好をさせられたのだ。緊張するのも当然というもの。

「そう怯おびえないでください。普通の話です」

　委員長さんの普通ほど信用できないものはない。あんな体験は二度と御免である。

「……普通って？」

「実はですね」

　そこまで彼女が言いかけたら、別の女の子たちが割り込んできた。

「なになに。ナツルたん、またエロイことすんの」

「お触りならきちんと料金を徴収するべきです」

　前者が副委員長さん。後者が会計さんである。副委員長さんは元気というか得体の知れない明るさを持っており、会計さんは物静かと不気味が同居している守銭奴である。どちらも俺には災厄しかもたらさない。

「ナツルたんならさー、援助交際でいくらでも金を巻き上げられると思うんだよねー」

「マネジメントならあがりの二割で手を打ちますが」

　どうして俺が中年親父に青春の一部を割かねばならんのだ。付き合っていられないので無視した。

「実はですね、私の姉は事業をやっているのですが」

「知ってる」

　連れて行かれて酷ひどい目にあったもん。

「取引先からテーマパークのチケットをもらったんだそうです。私は使いませんので、よろしければ瀬せ能のうさんに」

　彼女はチケットの束を出した。ああ、これ知ってる。

　関東地方の某所にできた、海をコンセプトにしたテーマパークである。ようするに水に関するアトラクションがたくさん設置されているのだ。

　ここの特徴は宿泊施設が隣接してるということと、水着で行動できるということだった。一部アトラクションは直接水に浸つかるようになっていて、贅ぜい沢たくなプールみたいになっている。存分に泳いで楽しむことができた。しかも温泉まで付随していて、心もすっきりする。しかし冬はどうするんだここ。

「宿泊券もセットなので、大変お得ですよ。いりませんか？」

「引き取り手がいないなら……」

「待った待った。そういうことは、こっちに話を通してもらおーか」

　副委員長さんが口を挟んだ。

「ナツルたんはクラスの共有財産、勝手な真ま似ねは許されないでしょー」

「まずチケットを私たちが買い取る。そして瀬能さんに転売する。これで全員幸せになります」

　会計さんがどうしようもないことを言い出した。なんで俺おれが幸せになるんだ。マージン上乗せする気だろ。

　副委員長さんと会計さんは、委員長さんと話をはじめた。この三人が揉もめるとは珍しいなと感じていたら、すぐに「いくらで売ったら全員の利益になるか」という会話になった。やっぱりそれか。

　俺は馬ば鹿からしくなったので、話をスルーすることにした。へたに関かかわると財布の中身をムシられて終わる。

「あ、あの……」

　おや、弱々しい声が。

「それ……あたしに譲ってもらえませんか……？」

　紅あか音ねだった。どこで聞いていたのか、いつの間にか三人の真後ろにいた。

　委員長さんの視線が、伏し目がちの紅音に注そそがれる。どちらも眼鏡少女だが、受ける印象は全く違っていた。

「美み嶋しまさん、珍しいですね」

「え、ええ……。必要……興味があって……」

「誰だれかと行くんですか」

「はい……えと、とっ、友達、です……」

　声が裏返っている。あんなんで信じる人間がいるのだろうか。

「おや、そうですか」

　委員長さんは、そこらにはあまり興味がないようでもあった。チケットを差し出す。

「じゃあどうぞ」

「え……いいんですか？」

「構いません」

「あの、お金は……」

「いりません。ただでどうぞ」

　なんだかあっさりしてんな。聞いていた俺おれは「なにかの陰謀か」と思ったが、本当に無料だったようで、金の請求をしなかった。

「まー、ナツルたん以外からお金はもらえないもんねー」

「クラスメートに負担はかけられません」

　委員長さんと会計さんも納得して、自分の席に戻る。なあ、俺はクラスメートじゃなかったのか。

　チケットを受け取った紅あか音ねは、弱々しく俺に微笑ほほえんでいた。あー、そこに行くつもりなのか。

　まあいいか。俺だって興味あるし。前に駅前のスパに行ったときは、水み琴ことのせいで温泉に入れなかった。今度は楽しめそうだ。

　俺はそう考えて、机の上の筆記用具を鞄かばんの中に放り込んだ。




　試験も終わったんで、ここで学校とおさらばといきたいが、あえて食堂へ向かう。

　なにか食べるつもりでいた。家に帰ったってカレーしかないのだ。こういうときは一人暮らしが身に染みる。

　試験が終わった直後だってのに、結構人がいた。いや、終わった直後だからなのか。友達同士連れだってだべっている生徒が多い。女子部だからってこともあるだろうな。男子部だったらそもそもこんな場所がない。あの食堂は陰気すぎる。

　俺は飲み物とサンドイッチだけ買って隅のテーブルに着いた。また俺のファンとやらがやってくるかと警戒したが、幸いそんなことはない。あとで聞いたところによると、「試験前後はナツルさんに迷惑をかけないようにしよう」という協定ができたらしい。その代わり盗撮する人間が激増して、土管みたいなレンズをつけたカメラで、遠距離からばしばし撮ってるんだそうだ。

　サンドイッチはなんか薄いハムが挟まってるやつ。別にまずくはない。男子部の食堂が酷ひどすぎるのだ。以前はカツ丼どんの取り合いで暴動が起りかけたこともあるというのに、最近はすっかり寂れている。

「ナ……ナツルさん」

　誰だれかと思ったらトレーを持った紅あか音ねだった。おや、こっちに来たのか。

　彼女はアイスティーを買っていた。

「座っていいですか……？」

「うん」

　紅音は俺おれの真正面に着席した。なんかこういうスタイルが多いな。

　しばらく彼女はアイスティーを飲み、俺はサンドイッチを食べる動作が続く。

「さっきはすみません……」

　と紅音。

「え、なに？」

「その、チケットのこと……あたしが余計な口出ししてしまったかも……」

「別にそんなことないよ」

　あの三人組と会話をすると疲れるのだ。悪い娘こたちじゃないんだけど、テンションが独特すぎる。

「どうしてもナツルさんと行きたかったんです。あ、あたしから誘ったんですから、やっぱりチケットも用意した方がいいかなって……」

　うーむ。親切だ。東ひがし田だどころか俺にだってない気配りである。チケットなんか各人で用意すりゃいいんだよ、で終わるからなあ。買えなかったやつはみんなで罵ば倒とう。

「でもこれで、一緒に遊びに行けるところも決まりました」

　顔を明るくする。最近の彼女は、最後のところで気持ちを持ち直すんだけど、なにか心の支えでもあるんだろうか。宗教か。

「日にち、いつがいいですか……？」

「んー、晴れの日がいい」

　プールだもんな。

「そうですね」

「あと、水着も買わないと。学校で使うものしかないから」

「じゃあ、ちょっと行く前に……あ、あの、よければ……」

　どうしてか紅音が唾つばを飲み込んでいた。

「水着を買いに行くの、お手伝いしましょうか……？」

　俺おれはちょっとだけ考えて言った。

「いやあ、自分で買うよ」

　さすがにそれくらいは、他人の手を借りずにやらねば。俺はおよそ服飾にうといので、服を買うときに誰だれかアドバイザーがいると助かる。そう言う意味ではありがたいんだけど、水着はさすがに違うよな。

　紅あか音ねは「はあ……」と言って下を向いた。残念そうというか、予想通りといった雰囲気。

　すぐに顔を上げた。

「じゃあ、行く日ですけど……」

　彼女は生徒手帳のカレンダーをチェックしていた。なんか綺き麗れいな文字で、書き込みがしてある。俺のは身分証明以外に使わないわりには、しわくちゃになって見るにたえない。間違って洗濯してしまったのだ。

「あまり混んでない日……は無理ですよね。せめて台風とか来ない日がいいんですが……」

　日付は二週間後と決まった。決定したのは紅音で、俺はただうなずいただけ。

「楽しみですね」

「うん」

　さすがの俺も「そうかな」とは言いません。機械的な返事ではあるんだけどね。

　紅音はにこにこしていた。俺も空腹が収まったので、一応笑う。

　いきなり、彼女が暗い表情になった。

「どうしたの？」

「あ……」

「ナツルさん！」

　おおこれは天使の歌声。

　誰ですかと聞き返すまでもない。俺の憧あこがれの人、沙さ倉くらさんに決まっていた。

　沙倉さんは俺の背後から、トレーを手に近づいてくるところだった。

「こっちにいたんですね」

　正体がばれないよう、急いで声を細くする。

「うん……」

「ご一緒させてください」

　彼女は紅音にもぺこりと頭を下げて、座る。いやさすが、このあたりの品のよさが素晴らしい。

　一瞬だが紅音の顔が曇った。こら、沙倉さんが隣にいるだけで幸運だというのに。

「テスト、大変でしたね」

「うん……」

「わたし、あまり勉強してなかったから、たくさん間違えちゃいました。もっと勉強しなきゃ駄目ですよね」

　彼女は「えへへ」と笑い、ちろっと舌を出した。ああ、可愛らしいなあ。こういうマンガみたいな仕草が、実によく似合う。そこらの女がやったら暴動が起きそうなことでも、沙さ倉くらさんがやれば癒いやしの極致だ。

「雫しずくちゃんみたいに、勉強できればいいんですけど」

　沙倉さんは決して成績が悪くないはずだが、雫が圧倒的すぎる。あの女は満点を平気で連発するのだ。難しい問題に対するアプローチも非常に正確らしい。

　らしい、というのは想像だからで、俺おれはちょっと前に成績が上がるコツを訊きいたことがある。そしたら、

「努力」

　と返ってきた。面白味がないが正解なんだろう。なんつーか俺としては、手を抜いて努力がしたいんですが。

　沙倉さんはにこにこしながら俺に喋しやべっていた。

「ナツルさんはどうだったんですか」

「まあまあ……」

　突然紅あか音ねが口を開いた。

「あ、あたしと一緒に勉強しましたから、ナツルさんはいい成績です」

　そして沙倉さんを見る。

　む、なにか睨にらんでいるようにも受け取れる。なんの対抗意識を持っているんだ。

「あら、そうなんですか」

　沙倉さんの口調もなんだか固い。

「でしたら次はわたしも誘ってください。美み嶋しまさんやナツルさんと一緒にお勉強したいですから」

　それは俺も歓迎です。でも、紅音が面白くなさそうにしています。何な故ぜなんでしょう。

　沙倉さんの笑顔は変わらなかった。この人は常に微笑ほほえみを振りまいているのだ。俺たち男子生徒はいつも幸せな気分になる。これで独占できたら言うことなしなんだが。

　彼女はホットココアを飲んでいた。暑いのにと思わないでもないが、両手で抱える赤ちゃん飲みが可愛いから問題なし。

「それでですね、あの」

　改まって、沙さ倉くらさんが言った。

「ちょうどお休みになるじゃないですか、ナツルさんとどこか遊びに行ければなって、考えたんですけど」

　おおっ、沙倉さんまでお誘いか。なんか多いな。

　もちろん俺おれは大歓迎だ。沙倉さんのためなら「一緒に炭坑の地下千メートルに入りましょう。ナツルさんはマスクとヘルメットなしです」と言われたって従う。問題は沙倉さんが炭坑に興味がなさそうだということだ。

　いや他ほかにも問題がある。女の俺を誘っていること。むしろこっちの方がより重大。

　そして紅あか音ねの顔色に変化が生じたことだった。

「だっ、駄目です……！」

　紅音は弱々しい声音ながら、明確な否定を繰り出した。

「ナツルさんは用事があるんです。引きこもるとか、色々……」

「どうして美み嶋しまさんがご存じなんですか？」

　きょとんとしながら、沙倉さんが訊きく。

「な……なんでもです。ナツルさんは忙しいんです……」

「家にいるなら暇ですよね。遊びに行きませんか」

「だから駄目です……！」

　俺、答えてないよー。

　沙倉さんがなにか言うたびに、紅音が否定していた。

　この二人は前から仲が悪い。俺の予想だが、天使のような沙倉さんの性格に、紅音がどうしても圧倒されてしまうからじゃないだろうか。沙倉さんみたいな人はこの世に一人しかいないんだから、対抗する必要はどこにもないのに。

　なにもこんなところで性格の違いをむき出しにすることはない。どうにかして仲裁しないと。

　しかしこの二人はまだやりあっていた。

「駄目なんてことはありません。ナツルさんはきっとわたしの誘いを受けてくれます」

「誰だれが決めたんですか、そんなこと……」

「素敵な方は、心まで優しいんです」

「自己中心的すぎます……！」

　おいおい、喧けん嘩かは止やめたまえよ。

　なんか俺が置き去り気味になっていた。女の姿で、しかも沙倉さんの前なので、あまり喋しやべれないってこともある。

　ついに紅あか音ねが言い出した。

「ナ、ナツルさんは……あたしと遊びに行くんです……！」

　一瞬、ぽかんとする沙さ倉くらさん。すぐに言った。

「いつの間に決めたんですか」

「前から決まってました……。常識です」

「そんな常識、はじめて聞きました。だったら、わたしと遊びに行ってもいいですよね」

「よくありません。ナツルさんの予約席は埋まってます……！」

　いやいやそうでもないぞ。俺おれは俺で、この口論を解決する策を用意している。

「だったら……」

　俺はなるべく地の声を出さないよう気を遣つかいながら喋しやべった。

「沙倉さん……男のナツルさんは？」

「はい？」

「男のナツルさんを誘うのは……」

　沙倉さんは驚いた顔をしていた。我ながら会心の一撃である。女の俺は紅音との約束で忙しい。だったら、男の俺を誘ってくれればいいのだ。一分の隙すきもない計画だな。暇なんかいくらでも作る。金なら日払いのバイトでもなんでもして手に入れる。

　しかし沙倉さんは、ちょっと渋い表情になった。

「……いくらなんでも、名前が同じなだけですから」

「でも俺……彼なら……」

「悪い人じゃないんですけど、中学の時に一緒だっただけです。それ以上のことはないですから」

「いや、これからそれ以上に……」

「男のナツルさんって、あまり特徴がないんですよ。別にいいんですけど、一緒にいるとわたしも話題を探すのに疲れちゃいます」

「……」

「男のナツルさんも、もう少し気を遣ってくれると嬉うれしいんですけど」

「……」

「あら、どうしたんですか？　男のナツルさんの話です」

　それは分かってます。でも俺は男女兼任なんです。首を吊つりたくなったんで、ロープがあったら貸してください。

　沙倉さんはにこりとした。

「やっぱりわたしは、女のナツルさんがいいですから」

「でも……」

　俺おれは一いち縷るの望みをかけた。

「男のナツルから誘われたら……」

「お断りするつもりです。同じナツルさんでも、女のナツルさんとは比べものになりません。それにあの人はライバルなんですから」

「……」

　うえーん。カミソリないかカミソリ。頸けい動どう脈みやくが確実なんだっけ。

「ですからナツルさん、遊びに行きましょう」

「うん。まあ……」

　半端な返事になった。これでも頑張って答えた方なんだよ。ほんとに。

　沙さ倉くらさんが少し声を小さくした。

「……ナツルさん、わたしとじゃ嫌なんですか？」

「嫌じゃない……けど……」

「ですから、ナツルさんは用事があるんです……」

　助け船（の一種）を出してくれたのは紅あか音ねだった。

「忙しいんです」

「わたしと遊ぶ暇くらい、ありますよね」

　俺は無言、というか紅音が返事をしてくれた。

「またの機会にしたらいいと思います……」

「……美み嶋しまさんは、わたしが邪魔なんですか？」

「そうは言いません……でも、もうチケットもあります……テーマパークの」

「ナツルさんはそんな子供っぽいところ行きません。もっと大人の女性なんですから」

「行きます。水着だって買うって言ってました。行く気満々です……」

　満々、というとちょっと違うとは思うんだが。

　沙倉さんの綺き麗れいな顔が、若干こわばった。ああ、これは俺のせいだろうか。男の俺を誘ったらなんて言ったばかりに。

　無言の時間帯はそれほど続かなかった。

「……分かりました」

　沙倉さんが立ち上がる。

「今日はこれで失礼します。またお誘いします」

　そしてやっぱり頭を下げると、行ってしまった。

「……ふう」

　ため息をついたのは俺おれではなく紅あか音ね。

「ようやく帰ってくれました……」

　もうちょっといてくれてもよかったんだけど。あ、でも俺も沈んでるしな。こんな雰囲気の中、沙さ倉くらさんにいてもらうわけにはいかないか。

　なにやら慎重に、紅音は喋しやべっていた。

「ナツルさんは……あたしと……デ、デートするのがいいと思うんです。沙倉さんじゃなくて……」

　でも男の俺は、沙倉さんとデートしたいなあ。

　もちろんというかなんというか、今のやりとりでそんな機会が遠のいたことは自覚していた。俺みたいな非モテは夢見ることすら許されないのだろうか。

「あ、あたし、沙倉さんの代理にはならないですけど、一生懸命お相手します……」

　なんかダンスパートナーのトラブルみたいだ。

「だっ、だから、ナツルさんも楽しんでもらえると、嬉うれしいです……」

「……ありがとう」

　一応お礼を言う。気を遣つかってくれているのは、よく理解できた。

　しかし沙倉さんに拒絶された事実は残ってしまった。これは少し、冷却期間を置かなきゃならんのか。ホットだったときなんかないけど。

　そんな俺を紅音は、実に複雑な目つきで眺めていた。





　　○






　水み琴ことは本当なら、さっさと帰宅するつもりであった。彼女は成績こそ悪くないものの、テストは嫌いである。終わったら帰るに限る。発掘と場違いな工芸品オーパーツが大好きだが、こういうところは普通の高校生となんら変わるところはない。

　それが今日に限ってうろうろしていたのは、ナツルを見かけたからだ。

　ナツルは女の姿でテストを受けたらしく、敷地内をぼんやり歩いていた。凛り々りしい姿とはちょっと言えない。

　いつもぼーっとしている幼なじみなので、自分にも気づいていない。いっちょ脅かしてやっかと考え、こっそりついていくと、食堂に入っていった。食事をするつもりらしい。

　せっかくナツルの家でカレーを作っといてあげたのに、食べないのか。憤慨すると、水琴は少し遅れて食堂に足を踏み入れた。食事しているところを捕まえて、「カレーを食べろ」と説教するつもりであった。

　ふと見ると、ナツルのテーブルには紅あか音ねがいた。おやま、と思って見ていたら、続いて沙さ倉くら楓かえでが。

　モテモテの幼なじみに、水み琴ことは向かっ腹が立つのを抑えきれない。こうなったら真横に荒っぽく腰を下ろしてやると考えた。

　するといきなり、肩を叩たたかれた。

　そこに雫しずくがいた。彼女は水琴が動かないよう、巧みに肩を押さえていた。

「会長」

「よく会うわね」

　それはこっちの台詞せりふだと言いかける。実に神出鬼没な女性だった。

　雫も食堂の隅に注目していた。

「瀬せ能のう君と美み嶋しまさんね」

「あの馬ば鹿か、いっつもへらへらしてばっかり。どうせならあたしにへらへらしろっての！」

「落ち着きなさい」

「沙倉さんまでいるのが気に入らないわ。あの人はあの人で、女のナツルにしか興味ないんだし」

「楓の嗜し好こうはともかく、今はいいチャンスよ」

「なにが。ナツルをぶっ飛ばすの？」

「まさか」

　雫は「外に出ましょうか」と水琴に言った。拒絶は許さないような口調であった。

　二人はしばらく、食堂の外の壁に寄りかかっていた。

「……ねえ会長」

「なあに」

「なんであたしの邪魔すんの？」

「あら。邪魔なんかしたかしら」

　いつもの冷静な顔つきに変化はない。むしろ「どうしてそんな思考になったのか興味深い」と言いたげでもあった。

「したわよ。せっかくナツルを問いつめようとしたのに。あたしのカレーがそんなに嫌いかって」

「嫌いじゃないでしょうけど、食べ飽きたのはあるかもね」

「カレーを飽きるなんて日本人じゃない！」

「近こん堂どうさんが極端なの。それより、カレーのことは問いつめたって、この場で終わるような話題でしょう」

「え？　なに言ってんの？　この場で終わるかもしんないけど、あいつに言わなきゃ意味ないじゃん」

　なに奇妙なことを。水み琴ことはあからさまに疑問を口にした。彼女は感情の回路がほぼ一直線なので、思いついたらすぐ実行しないことには気が済まない。

「ねえ近こん堂どうさん」

　雫しずくは年下（実際水琴は年下なのだが）をたしなめるように言った。

「瀬せ能のう君が美み嶋しまさんとデートするんじゃないかって、言ってたわよね」

「うん。会長だって疑っているんでしょ」

「疑うっていうのは、ちょっと言葉がよくないわね」

「でも疑ってんでしょ」

「否定はしないわよ。だからここで待つ必要があるの」

　雫はそう告げた。

　水琴にはなんのことか理解できない。どうやら雫は雫なりに、思い巡らしているらしい。こうなるとナツルが口癖のように言っている「会長はとんでもない陰謀家」というのが、現実味を帯びてくる。

　壁に背をつけている時間は、それほど長くなかった。

　食堂から女の子が出てきた、と思ったら雫が動き出したのである。

「あら、楓かえで」

「雫ちゃん」

　なんだ沙さ倉くらさんかと水琴は心の中で呟つぶやいた。てっきりナツルが出てきたのかと思ったのである。

　二人はあたりさわりのない日常会話をしていた、と思っていたら違った。雫は一瞬だけ食堂内に目をやった。

「ちらっと見たけど、瀬能さんがいたわね」

「いたわよ……あれ、雫ちゃん中に入らなかったの？」

「ええ」

　しれっと答える。いやいや噓うそだろうと水琴は呟く。

「瀬能さんと楓のことを邪魔するほど、無粋じゃないわよ」

「やだ……わたしとナツルさんが、危ない関係みたいじゃない」

　楓が顔を赤らめている。十分危ないでしょう、と水琴。

「でも雫ちゃんがわたしを食堂に呼んだんだから、中に入ればよかったのに」

　雫は少しだけ笑ったまま答えない。代わりに別のことを言っていた。

「美み嶋しまさんもいたでしょう」

「ええ。……雫しずくちゃん、なんでもお見通しなのね」

「どこかに遊びに行くようなこと言ってなかった？」

「言ってた。雫ちゃんが教えてくれたとおりだったわ。ナツルさんと遊びに行くつもりなんですって。驚いちゃった。いつの間にあんなに仲良くなったのかしら」

「どこに行くつもりなのかしらね」

「分かんないけど……チケットはあるって言ってたわ。あと……水着がどうとかって……」

「そうなの」

　雫の口調が、質問から納得に変化した。どうやら材料は集め終わったらしい。頭の中でも、ほぼ答えが固まったのだろう。

　端はたで聞いていて水み琴ことは感心した。この女は楓かえでの親友のはずだが、情報源として利用するのに躊ちゆう躇ちよしていない。食堂にも、わざわざ呼んだというより送り込んだに近い。この割り切り方は恐ろしい。

　楓はもちろんそのことに、全く気づいていない。

「もしかして、ナツルさんの水着姿を見るのかしら。ああん、うらやましい」

「……ねえ楓、あなたも一緒に来る？」

「え、どこに？」

「テーマパークよ。ほら、水着で入れるところがあるでしょう。私と近こん堂どうさんは遊びに行くつもりだったの」

「そうだったの」

　楓が言った。水琴も「そうだったんだ」と思った。あたかも前から決まっていたことのように、平然と喋しやべっている。度胸が据わっているというか、詐欺師の才能が備わっていた。

「楓も来れば」

「行きたいけど……」

「瀬せ能のうさんもきっと来るわよ」

「そうなの!?」

　驚いて返事をする楓。もっとも、驚いたのは水琴も同じ。雫はなおも言う。

「現地で合流する予定なの。話は通ってるわ」

「なあんだ。だったらあんなこと、美嶋さんに言うことなかったわ。謝らないと……誘ってくれてありがとう、雫ちゃん」

「どういたしまして」

「でも、どうして、わたしまで？」

「ちょっとしたお詫わびよ」

　と雫しずく。

「食堂に呼んだのに一人にさせちゃったから」

　それはまるで、偶然そうなったのだと言いたげな語り口であった。





　　○






　家に帰った俺おれは、まず録画しておいたお笑い番組と海外サッカーを堪たん能のうした。ささやかな趣味である。この荒波にも似た人生の中で、心の安定に一役買っているのだ。

　見終わると、サンドイッチも胃から消えて空腹になったので、夕食にした。

　例によってカレーである。ここ数日、水み琴ことは作りに来ていないのだが、それでもまだまだ消費しきれないくらいあった。最近は冷蔵庫をもう一台買うべきかどうか、真剣に検討している。

　凍らせたカレーをレンジでチンしてご飯にかける。さっさと食べた。いい加減苦行に近い行為だ。どんなカレー好きでも悲鳴を上げるんじゃないのか。

　そして今日のできごとを語った。誰だれにかって？　ハラキリトラにである。

　別に言わなくてもいいのだが、たまにはこんな感じで、話し相手が欲しくなることがあるのだ。神社で手を合わせて祈るのと、本質的に違いはないはずである。

「ほーお」

　このトラは相変わらずのしずかちゃん声だ。たまには出で来き杉すぎ君にならないんだろうか。

「結局、美み嶋しまさんと遊びには行くんですか」

「そういうことになるんだろうな」

「いいじゃないですか。行ってくれば」

「お前、人ごとだな」

「人ごとですよ」

　そういやそうだな。

「二人きりなんですか」

「どうだろうな」

「いやー、興味深いですね。美嶋さんは大人しい性格だと思っていたんですが」

「今でも大人しいっていうか、内気だ」

「変身してないのに、遊びに誘ったんですよね」

「うん」

　またハラキリトラは、「それは凄すごい」と感心した。なにが凄いんだろうね。皆さん分かります？

　俺おれはぬいぐるみとの会話を中断して、部屋の隅から雑誌を引っ張り出した。

　日本のテーマパークを特集している、観光ガイドみたいな本である。買ったわけではなく、東ひがし田だがくれたのだ。

　料金の高いところが多いので、合宿候補地を探すのに使ったのではない。案内役として写っているタレントに興味があったんだと。「この娘こは絶対ブレイクするね」と力説していた。そこらの勘は実に鋭い男だから、きっと人気者になるのだろう。

　ぱらぱらめくる。あったあった。やっぱり載っていた。

　綺き麗れいなカラー写真が何枚もあって、見ているだけで眩まぶしく、陽ひに焼けそうであった。プロの技術は凄いな。

　ハラキリトラも、机の上から覗のぞき込こんでいた。

「そこに行くんですか」

「そうだよ」

「離れたところにありますよね。日帰りなんですか？」

「あー……どうなんだろう。そういえば宿泊券とセットだったような」

「ほー、泊まりとは美み嶋しまさんも積極的ですねえ」

　なんか化学繊維の塊が言うと、妙に淫いん靡びに聞こえるぞ。

「民宿とかじゃないですよねえ」

「ホテルじゃねーかな。コテージ……じゃないと思う」

　この手の宿泊施設付随にありがちだが、金さえ積めばいくらだっていいところに泊まれる。でも俺たちは高校生ですからね。

　ハラキリトラは興奮したように、アイパッチを引ひっ搔かいていた。

「わくわくしてきましたね」

　なんでお前が興奮するんだよ。

「なんか行きたくなってきました」

「お前泳げないだろ」

　偏見かもしれないが、その短い手足じゃ無理だ。短い手足で有名といえばドラえもんだが、あの青いやつだって泳いでいないはずだ。

「人間観察っていうか、ぶっちゃけナツルさんの観察を」

「臓物アニマルのくせに、ずいぶんと上から目線じゃないか」

「別にいいでしょう」

　よかねえよ。

　せっかくテストが終わったってのに、またややこしいことになってきたぞ。

　しかし考えてみるに、男女二人で宿泊ってのはちょいと微妙だ。なにもないとは思うが、言いふらすのは止やめよう。特に女子部二年四組。男子部もやばいな。

　なにしろ相手が紅あか音ねだ。彼女に文句があるわけではなく、変身されるとまずい。あのトリガーハッピーを野放しにしたら、水が全部赤くなるんじゃないのか。

　万が一変身したらどーすんだ。止めるしかない。誰だれが？　俺おれ……だろうな。確かぶん殴って気絶させて直す方法があるんだが、猛犬相手にそんなことできるわけがない。こっちが穴だらけにされてしまう。

　悩みながら雑誌をめくると、「カップルでどうぞ」と大々的に宣伝している。沙さ倉くらさんと行けるんなら文句なしなんだが。

「どうすっか……」

「行けばいいじゃないすか」

　当たり前のようにハラキリトラが返事をする。そりゃそうですけどね。

　連れて行ってくださいよと言うぬいぐるみを、普通に無視しながら雑誌を読んだ。

　いいアイディアは、もちろん思い浮かばない。俺は寝てるときだろうとトイレだろうと、解決策が出てきたことなんかないのだ。作家でトイレでひらめくなんて言う人がいるが、噓うそに決まっている。

　結局俺は最後まで雑誌を読んだ。綺き麗れいな写真以上に有益な情報はなにもなく、明日の朝ちり紙交換に出そうと決めた。












第三章







　そして夏休み。一年で一番嬉うれしい時期である。休みなんかいくらあったって困らないのだ。ゆとり教育万歳。

　最初の数日、俺おれは休みを堪たん能のうすべく目覚まし時計を解雇し、惰眠をむさぼった。ああ、太陽が高くなっても寝ていられるって、気持ちいいなあ。

　しかもその間、電話線を抜いて携帯電話もスイッチを切っていた。世間からの束縛を逃れるのだ。食事だけはカレーだったが、こっちはもう諦あきらめる以外に手はない。

　せっかくの休みなので両親に会いに行くかとも思ったが、なんか向こうも来いとか言わないのでそのまま。あの夫婦はいい年して新婚気分っぽい。

　そんで久しぶりに携帯のスイッチを入れたところ、さっそく電話がかかってきた。

（ナツルさん……また電波の届かないところでした）

　若干恨みがましいのは、明らかに紅あか音ねである。もう名乗らなくたって分かる。

「ああ、ごめん。寝てたから」

（ずっと寝ていたんですか……？）

「うん」

　完全な真実である。

（そうですか……バイオリズムが狂っちゃいますよ）

「もう狂ってるから大丈夫。夜中になっても全然眠くなくなった」

　これもまた事実である。むしろ夜が更ければ更けるほど目が冴さえてきて、外が明るくなってようやく眠くなる体たらくである。

（身体からだに悪いですから……。水着、買いました？）

「買ったよ」

　思えば外出はこの一回だけだった。あとは引きこもりである。久しぶりに外を歩いたら、世間がまぶしかったな。

（そうですか……一緒に買い物してもよかったんですけど）

　いや、俺がちょっと。

　やはり一人で買ったから、さっさと決められたのだ。それに紅音のセンスもちょっとどうかと思うものがあり、シースルーとか冗談みたいなのを選ばれると困る。

（じゃあ、遊びに行くのは大丈夫ですね）

　なんか声に張りが出てきましたな。弱気じゃなくなっている。

「うん。あー、そうだ。訊きくことが」

（はい？）

「遊びに行くのってさ、もしかして泊まり？」

（え……）

　電話の向こうなのに、紅あか音ねが赤面するのが手に取るように分かった。

（な……なんでですか……）

「チケット、宿泊込みだったような気がしたから」

（そ……そうです……けど。いけませんか……？）

「いけないってことは」

（じゃあいいんですね。よかった……ほっとしました）

　なんでまた。

　まあ、安心するのはいいことだ。俺おれと紅音はそのあと、待ち合わせその他のことを打ち合わせて、電話を終えた。彼女はまだ話したがっていたみたいだが、俺はテレビが見たかった。

「お楽しみですね」

　またしずかちゃん声がした。ハラキリトラである。

「楽しみっちゃ、楽しみだな。行ったことねーから」

「わたしも楽しみなんですよ」

　なんでだ。ぬいぐるみなのに。水に濡ぬらしちゃまずくないか。

「いやあ、ナツルさんと紅音さんがどうするか、想像するだけでわくわくしますね」

「こら。お前を連れて行くとは言ってないぞ」

「おや、そうでしたか」

「なんで臓物アニマルを持ち込まなきゃならんのだ。苦情が出たらどうする」

　実際、臓物アニマルは持っているだけで不審者と思われることが多いらしい。発売してすぐに、頭のおかしい親父が臓物アニマルを振り回しながら小学生を追いかけた事件が発生している。供述では「ぬいぐるみを見ているうちに、そうしなきゃいけないように思えてきた」と語ったそうな。普段は真面目まじめなサラリーマンなんだって。

　俺はもちろん、逮捕される気はなかった。

「お前は留守番」

「それはつまらない」

「向こうに行ったってつまんねえよ。おとなしくしてろ」

　ハラキリトラはしずかちゃん声で文句を言っていたが、俺はさっさと階下に降りた。人間以外の苦情を聞く耳なんか持っていない。

　そして当日まで、いっそうだらだらした時間をすごした。
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　そして遊びに行く当日。

　天気はやはり晴れ。今日は俺おれの精神状態も悪くないので、気分がいい。雨に祟たたられたら外出する気がなくなるところだった。

　電車で行くつもりだったので、駅前で紅あか音ねと待ち合わせ。バッグを肩に担いでいくと、彼女はもう待っていた。

　紅音は俺に気づくと、手を振った。

「ごめん。待たせた？」

「いえ。あたしも来たばかりでしたから」

　照れたように笑っている。白の半はん袖そで姿がまぶしい。夏っぽいな。

　彼女は俺の肩から下がっているバッグを眺めていた。

「大きいですね」

「ちょうどいい大きさがなかったんだ」

　中学の修学旅行で使ったものである。見かけはくたびれているが、まだまだ使用可能だ。ちょっとくらい手荒に扱っても破れないところがいい。

「じゃ、行きましょう」

「もう？」

「はい。だって……ずっと楽しみにしていたんです」

　それから紅音は「楽しみで、昨日あまり眠れなかったんです」と告白した。あれま。俺はぐーすか寝ていたぞ。なんか申し訳ない。

　切符を買ってホームに。なにやら雫しずくとのデートを思いだし……いやいや、思い出さなくていい。あれは俺の中ではデートじゃないことにする。

　家族連れでそれなりに混んでいる電車に乗り、一路目的地へ。

　途中で何度か乗り換えた。そのたびに家族連れとカップルが増えていく。

　紅音は俺に色々喋しやべっていた。いつもと違い、やけに積極的だ。学校での弱気から解放されたんだろうか。

　道中ずっと立ちっぱなしだったが、若いから平気。目的地に到着したときも、十分元気だった。

「あっ。見えますよ。あそこ」

　駅から外に出た紅あか音ねが指をさす。ひょっこりと、尖せん塔とうが顔を出していた。

「ここからだと、浦うら安やすのあれに似てますね」

「似せたんじゃない」

「あまり露骨にはできないと思いますから、近づいたら違う形だと思います」

　確かに写真で見たときは、まるで違う形状だった。駅前で似てると感じられるよう造ったとしたら、なかなか頭がいい。

「行きましょう」

　紅音は今にも鼻歌を歌いそうな勢いで、歩いていた。

「ナツルさんとお泊まりで遊びに行けるなんて……夢みたいです」

「ご両親とかはいいの？」

「中学の時の友達が、こっちにいるんです。アリバイ頼んじゃいました」

　頰ほおを染めている。うわあ、なんか青春だ。これで日本刀持った父親に俺おれが追いかけられたら、マンガだ。

「たっぷり遊びましょうね」

「うん」












「アトラクションに乗って、泳いで、お食事して……」

「うん」

「夜は花火が見られるみたいなんです。それも楽しみで」

「うん」

「それから一杯お話しして……なんか照れちゃいます」

「そう？」

「そうです。あ、あたし、男の人とこういうことするのはじめてですから……。今日のこと図書委員の先輩に話したら、凄すごく驚いてました。『紅あか音ねちゃんもそういうことするんだ』って」

「じゃあ初体験」

「ええ……ナ、ナツルさん。それってなんか、変な言い方……」

「だったら代わってもらえるかしら」

「代わって……え!?」

　そこで俺おれはようやく口を開くことができた。

「紅音ちゃん、話しているの俺じゃないよ……」

　彼女は驚いてきょろきょろする。隣にいるのは雫しずくで、俺の口を塞ふさいでいたのは水み琴ことであった。

　紅音は文字通り仰天していた。そうだよな。俺だって腰を抜かしかけたんだから。

「かっ、会長に近こん堂どうさん……！　どうして……！」

「それはこっちの台詞せりふ」

　水琴がむすっとした顔つきで言う。

「なーんか怪しいと思ったら、やっぱり抜け駆けー？」

「抜け駆けなんて、そんな……意味が……ここに……なんで……待ってください……」

　驚きよう愕がくが抜けてなく、言葉が支離滅裂だ。俺でもそうなるだろうな。

　水琴はさらりと答えた。

「会長に調べてもらったの」

「かっ、会長が!?」

「そうよ」

　雫が答える。

「ちょっと手を回して」

「手を回してって……秘密にしてたのに……」

「あなたのクラスの委員長さんは、ちょっとお喋しやべりが過ぎるわね。あと、図書委員長にいつ休むか教えたでしょう」

「あ……」

　紅あか音ねが青ざめる。そうか、雫しずくはそれだけ情報があれば十分なのか。すげーなおい。

「ま、そういうこと」

　なんか悪魔が笑ったみたいだ。俺おれと紅音は二人して「会長に逆らうのは無理なのでは」という気になっていた。

「そう落ち込まないで。楽しめばいいのよ」

　慰めのつもりなんだろうか。俺はいいんだが、紅音の落胆が凄すごい。

「近こん堂どうさん……」

「ん？」

「泊まるんですか……？」

「もちろん。支度してきたよ」

　女性の持ち物にしてはかなり小さなバッグを掲げる。雫は車輪のついた旅行用鞄かばんを引っ張っていた。

「やっぱり……」

　と紅音。

「いいじゃん。抜け駆けのことは、もう怒ってないからさ」

　水み琴ことが紅音の背中をばんばん叩たたく。ということは、今まで怒っていたのか。

「泳ごうよ。天気いいし、暑いし。アマゾンでピラニアに注意しながら水浴びしたのを思い出すね」

　そんな経験した高校生はお前だけだ。

　紅音は、大きなため息をついて、「分かりました」と言った。人間あきらめが肝心である。色々な意味で。

　四人でぞろぞろとテーマパークの入り口へ。家族連れとカップルが、いかにも楽しそうにしているのが目につく。こっちは、俺はともかく紅音がどんより。

「あの……会長」

　紅音が恐る恐る切り出した。

「なにかしら」

「泊まるところはどこですか……？」

「あなたたちと同じところ」

　なんて返答だ。でも、そうなんだろうな。下手したら部屋も隣かもしれない。

「はあ……」

「あ、そうだ」

　水み琴ことが手を叩たたいた。

「特別ゲストがいるんだ」

「ゲスト？」

　つい俺おれは声を出した。こいつのゲストにろくなものはない。だいたい人間でないことが多く、クモとかサソリとかばかりだ。検疫に何な故ぜ引っかからないのか、いつも不思議に思う。

「あ、ナツル。またあたしを馬ば鹿かにするつもりだな」

「お前が馬鹿をやるんだろうが」

「今度はちゃんと人間だよ。今までと違ってまともなゲスト」

　マトモじゃないと自覚していたんだな。

　それから水琴はこほんと咳せき払ばらい。歌番組の司会みたいに腕うでを振った。

「この人です！　どうぞー」

　ゲストの顔を見て俺は歓喜。紅あか音ねはますますどんよりとした。

　入り口でにこやかな顔をしていたのは、沙さ倉くらさんであった。




　沙倉さんはいつもの天使のような笑みで、俺たちに近づいてきた。

「おはようございます」

「お、おはようございます」

　このうわずった声はももちろん俺。食堂で拒絶されたし、夏休みだから当分会えることはないと思っていたのだ。ここで遭遇するなんて、なんと幸運なことだ。

「ナツルさん、お久しぶりです」

　ちゃんと俺に返事をしてくれる。わあ、素晴らしい。食堂のことなんて忘れましたよ、ええ。

「ま、まさか来るとは」

「雫しずくちゃんと近こん堂どうさんに誘われたんです」

「前にマンションに泊めてもらったから、お返しのつもり」

　雫が説明した。えらいぞ会長。はじめてあんたのことが尊敬できたぜ。

「泊まりで遊ぶなんて楽しそうですね。迷惑かけちゃうかもしれませんけど、よろしくお願いします」

　いえいえとんでもない。俺こそ空気の読めない行動をしそうですが、どうか寛大な心で受け止めてください。

「あの……」

　沙さ倉くらさんは控えめに、俺おれたちのことを眺めていた。

「ナツルさん……女のナツルさんは……？」

「え……」

「あとで来るわよ」

　俺より先に雫しずくが答えた。

「ちょっと遅れるって、さっき連絡があったから」

「そうなの」

　残念そうになる沙倉さん。しょげていた。うう、美人にこんな顔をさせるなんて。というか、やっぱり女の俺が目当てだったのか。

　俺も紅あか音ねみたいに落胆しそうになるが、からくも持ち直した。なに、これを機会にもっと仲よくなればいいのだ。

　沙倉さんは俺の方を向いた。

「ナツルさん」

「は、はい」

「ライバルとして、負けませんからね」

「……はい」

　やはりこれか。俺の心の奥底からやってくる、この複雑としか言い様のない感情はどうにかならないだろうか。

　しかし沙倉さんにとってターゲットは女の俺。男の俺は今のところ眼中にないのだ。今日もそのつもりで来たのである。

　沙倉さんはなんだか可愛くガッツポーズまでしている。俺はやっぱりへこみ気味になり、紅音の精神状態は低空飛行。雫は変わらず、水み琴ことは馬ば鹿かみたいに気合いを入れていた。

「よっしゃー、それじゃあレッツゴー！」

　水琴のでかい声を先頭にして、俺たちはテーマパーク内に入っていった。
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　ここのテーマパークは、内部からも直接ホテルに入ることができる。というより、テーマパークにホテルが隣接していると言った方がよく、一体感を高めるようになっていた。もちろん普通に別玄関から出入りすることも可能。

　俺たちは、いったんテーマパーク内に入り、それからホテルに荷物を置くことにした。

「うお、でかい！」

　テーマパーク内に入るなり、水み琴ことが頭の悪い感想を漏らした。このテーマパークは水のアトラクションが多いため、施設がいちいち巨大なのだ。プールもたくさんあるので、スペースが必要なんだろう。

　パークの敷地は二つに分かれていて、片方は水に関係したアトラクションがあるが、服を着て行動するところ。

　もう片方にアトラクションとプールがあって、水着を着て行動するところだ。こっちは普通の服で歩き回ってはいけない。Ｔシャツくらいはいいらしいが。

「ここって温泉もあんでしょ」

「はい。あそこの湯気が出ているところが、そうだと思います……」

　紅あか音ねが左側を示す。確かに水蒸気が立ちのぼっていた。

「よし。あそこも入ろう」

「プールはどうすんだ」

　俺おれが口を挟む。

「もちろん行くわよ。こういうのは全部体験しないとね。あー、忙しい忙しい」

　まだなにもしていないのに、水琴の声が弾んでいた。最初の、紅音を追及するような雰囲気は綺き麗れいさっぱりなくなっていて、いかにテーマパークを楽しむかに気持ちが切り替わっている。こういうところは強いよな。

「よし、ホテルだ」

　ひときわ背の高いホテルに向かった。

　玄関ロビーでチェックイン。フロントのお姉さんによると、ここのホテルは更衣室も付随しているので、直接着替えてテーマパークに行くことができるらしい。

「ねえ、水着でホテルの中を歩いていいの？」

　目を輝かせる水琴に、フロントのお姉さんは柔らかい口調で返事をした。

「それはご遠慮ください」

「なーんだ。あたしのセクシーでダイナマイツでエロかっこいい姿を披露しようと思ったのに」

　つまらなさそうな水琴。なに考えてんだお前。

　お姉さんは笑顔のままだ。きっと同じ質問をする人が多いんだろう。

　カードキーを受け取る。ホテルマンに部屋まで荷物を運んでもらった。

「こちらでございます」

　ホテルマンが部屋の扉を開けた。

「う……」

　とうなったのは俺おれ。隣の紅あか音ねはうつむいている。

　俺と彼女は同じ部屋なのだ。元々二人で来るはずだったので、部屋は一緒なのである。そういや委員長さんがくれたチケット、ペア専用だったな。

　雫しずくたちの部屋は本当に隣だった。

「あー、なによ。やっぱ二人で泊まるのね」

　水み琴ことが言う。こいつのところは水琴、雫、沙さ倉くらさんの三人部屋。

「紅音ちゃーん。いくらなんでもやりすぎじゃないー？」

　テーマパークに来たというテンションのせいで、非難がましい言葉遣づかいにはなってないが、なんというかいじめっ子っぽくはある。

「え……そんな……偶然……です……」

「偶然かなあー」

　俺は会話を聞きながら沙倉さんの方を見た。もしかしたら、このことで深く悲しませているかもしれないと思ったのだ。

　そしたら、特になんの感想も持っていない模様。あ、男の俺だからか。

「でもなー、男女が同じ部屋っていうのはなー」












「そ、そういうプランなんだから仕方ないです。別の部屋にしたら料金が発生しちゃうし、もったいないじゃないですか……」

「じゃああたしが代ろうか」

「だっ、駄目です……！」

　紅あか音ねは必死だった。多分必死なんだと思う。なんで曖あい昧まいかというと、俺おれはずっと雫しずくに見つめられていたからだ。

「瀬せ能のう君」

「は、はい……」

「あなたのやることにどうこう言うつもりはないけれど。節度のある態度をとってくださいね。生徒会長として、それだけは言っておきます」

　生徒会長として、ですか。なんかそこだけ強調されたけど、意味でもあるんだろうか。

　まあいい。あの恐ろしい視線から解放されるなら、なんでもよかった。

　とりあえず室内へと避難した。

　ホテルの部屋からは、外にあるテーマパークがよく見えた。これも売りの一つなのだろう。

　ベッドは二つ。ちょっと離れて設置されていた。

「あの……えと……ナツルさん……」

　紅音が控えめに喋しやべる。

「や、やっぱりまずかったですか。同じ部屋は……」

「いや、いいよ」

　今さら悪かったなどとは言えない。

　荷物を置いて、さて次はと思ったら、さっそく電話がかかってきた。俺が受話器を取り上げる。

（ナツル？　泳ぐから早く来なさい）

　水み琴ことだ。なんと気の早いやつ。

（下の更衣室を出たところで集合よ。ぼやぼやしてると、あんたが幼稚園のときにお漏らししたことをバラすわよ）

　こら。でけえ声で言ってんじゃねえよ。沙さ倉くらさんにまで聞こえたらどうすんだ。

　俺は「アホ、馬ば鹿か、すぐ行く」と言って切った。やつを放置していたらなにをしでかすか分からん。ホテル中に俺の恥ずかしいことを言いふらすことなんて朝飯前だ。

　とりあえず水着を出さねば。俺はバッグのチャックを開けた。

「どーも」

「わー！」

　思わず大声を上げた。中にいたのは、内臓を露出させたぬいぐるみ、ハラキリトラだったのだ。

「なんで中に入ってるんだ!?」

「連れて行ってくれそうになかったから、自分で入ったんです」

「お……お前、歩けたのか」

「短距離なら」

　そういや時々向きが変わっていることがある。あれは動き回ったあとだったのか。

「あの……ナツルさん……」

　紅あか音ねが不安げな顔をしていた。

「あ……いや、ごめん。ほら、俺おれのメッセンジャーにハラキリトラっているだろ。あいつがバッグに入ってたんだ。驚いて……」

「いえ、その……あたしのバッグにも」

　彼女が申し訳なさそうに取り出したのは、セップククロウサギであった。

「よー、ハラキリ」

「これはセップクさん。ご無ぶ沙さ汰たです」

「元気そうじゃねえか」

　二つのぬいぐるみは、顔を見合わせてからから笑っていた。なに楽しそうにしてんだ。

「なんでウサギまでいんだ」

「えと……あの……。どうしても来たいって言うから……」

　紅音が身体からだを縮めつつ答えた。

「喋しやべるぬいぐるみが二つもあんのか」

「そうかてえこと言うなって」

　セップククロウサギが笑いながら言う。

「いや、紅音の態度が不審だから問いつめたらよ、おめえさんと泊まりだって言うじゃねえか。こりゃ行かねえとな」

「アトラクションとプールだぞ」

「楽しそうじゃねえか」

「だから泳げるのかよ」

「ぬいぐるみが泳げるわけねえだろ。頭いかれたか」

　哀れんだ眼め（多分）で俺のことを見た。おのれ。

　そういや水に浮くんだろうか。軽いから浮くかもしれない。

　……どうでもいいや。それよりもこの状況をどうしよう。

「どうすんだよおい。喋しやべるぬいぐるみなんて、沙さ倉くらさんが知ったら卒倒するぞ」

「おや、あの人も来ているんですか」

「のんびりすんな」

「バレないようにしますから、大丈夫です」

　なにが大丈夫なんだ。沙倉さんだけじゃなくて、ホテルのボーイにもバレたらえらいことだ。

　なんか嫌な汗が出てきそうだなー、と感じていたらまた電話が鳴った。反射的に取る。

（ちょっと、早く来なさいよ。そんなにトラウマをバラされたいわけ？）

「うるせえ、すぐ行く」

　それだけ言って切る。水み琴ことのアホは俺おれの苦労なんかかけらも考慮してくれない。

「あー、紅あか音ねちゃん、とりあえず行こう」

「……そうですね」

　俺たちはぬいぐるみをバッグに押し込んだ。「わあ、なにをするんです」「祟たたるぞこの野郎」と罵ののしるのは努めて無視。

　水着の入った袋を持って階下へ。

　一階の、ロビーとは離れたところに更衣室があった。近いとそれこそ裸でうろつき回られたりするもんな。

　まずチケットを渡し、濡ぬれても大丈夫な一日フリーパス券に換えてもらい、それから中に入る。意外と面倒くさい。

　当たり前だが更衣室は男と女で分かれていた。つい自分自身を確認していたが、ちゃんと男。時々性別が分からなくなるのは一種の職業病だろうか。

　更衣室は綺き麗れいで立派。ところどころにテーマパークのマスコットキャラがあしらってあるのは、子供ではなくても気分を高揚させる。

　さっと着替えて外に出た。

　刺すような日光に巨大なプールとなんか山から流れる滝。おお、別世界に来たみたいだ。思わず両手を腰に当て、高笑いとかしたくなってくる。

「ナツル、遅いぞ！」

　水琴の馬ば鹿か声ごえが俺の高揚感に水を差した。空気の読めない女だ。

　うるせえなと感じながら声のする方向を向いて──びっくりした。

　並んでいるのは水琴、雫しずく、沙倉さん。当たり前だが全員水着姿だ。

　手を振ってる水琴は赤系のビキニを着用、腰にはパレオを巻いている。上がハーフトップなんだが、こいつこんなに胸がでかかったか？　偽物じゃないだろうな。

　雫しずくはまあ、なんというか、よくデパートで、背が高くてスタイルのいいマネキンが流行の水着を着て立ってるだろ。あれ。胸があるくせにすらっとしてるもんだから、目立つ目立つ。なんか紫を基調にしたビキニ。こいつもビキニか。

　そして沙さ倉くらさん。オレンジと黄色でまとめたワンピースの水着をまとって、ちょっとはにかんでいる。出るとこは出て引っ込むところは引っ込んでて、もう素晴らしいです。美の化身というか、グラビアアイドルにも負けてねえぜ。カメラがないことを激しく後悔した。

　ああ、もちろん俺おれがびっくりして見とれているのは沙倉さんの水着姿だよ。他ほかに誰だれがいるというのかね。

　もっぱら沙倉さんにぼけーっとしていると、水み琴ことが寄ってきた。こら、邪魔だ。沙倉さんが見えん。

「あんた、なにやっても遅いね」

「うるせえな。事情があったんだよ」

「なんの」

「あー……あとで話す」

　さすがに沙倉さんが近くにいるしな。

「ふーん。ま、いいや。それより泳ごう」

　水琴の頭の中は遊びでいっぱいらしい。異存はないのでうなずいたところに、紅あか音ねがやってきた。

「す……すみません……。遅くなっちゃって」

　例によってうつむき加減に歩いている。ここで彼女の水着姿も描写するのが礼儀だよな。薄いピンク色のワンピースで、スタイルが……えー、頑張ってる。俺は好きだよこういう女の子。

「なーにやってんのよ紅音ちゃん。もっと堂々としなさいよ」

「えっ……えっ……」

　紅音はバスタオルを両手で抱えておろおろしていた。確かに弱気すぎるとは思うが、水琴はおっさんみたいだ。

「可愛いんだから、ほら」

　強引にバスタオルを取り上げている。紅音は「きゃあ」とか言いながら赤くなった。

「おー、なかなか可愛いじゃん。スタイルも悪くないって。ねえ、ナツル」

　コメントに困るので、俺は無言を貫いた。

「で、どうよ」

「なにが」

「あたしと紅あか音ねちゃんを比べて」

「どうって……」

　なにがどうなんだ。

　評価しろ、ということらしい。腰に手を当てて挑発的に胸を突き出しているから、聞かなくても分かる。しかしだな、お前は俺おれにじろじろ見比べろと言うのか。

　純粋に比較しろと言うなら、メジャーと体脂肪計付体重計持ってくるのが確実だと思うが、さすが言うわけにはいかんよな。

「どうでもいいじゃねえか」

「うわ、最悪。どっちも綺き麗れいとかスタイル最高とか興奮したとか言って、褒めなさいよ」

「興奮したはねえだろ」

「なに、あんたその年で枯れたの」

　まあ、変身するようになってから、そこらの欲求が減衰したのは事実なんだが。

「ほら、褒めなさいよ」

「強制すんなよ」

「せっつかないと褒めないでしょあんたは。それよりなによ、あたしたちより他ほかにお目当てがいるんじゃないでしょうね」

　いるよ。分かってんだろ。

「会長？　会長なのね」

　なんで俺があんな人食いワニを目当てにしなきゃならないんだ。

　いやまあ、スタイルがいいのはよく分かるよ。雫しずくは今、日差しがきついらしくサングラスをしたんだが、雰囲気がまるで映画女優だ。高校生にはとても見えん。

　また紅音が絶望的な顔をする。

「うう……ふ、不公平です……」

「ほんと、爆弾テロでもしたくなるわね」

　これは水み琴こと。そういう物騒なことを、平気で口にするんじゃない。

　そんなことより、俺はこちらの方が大変気になるのだ。

　さりげなさを装い、俺は沙さ倉くらさんの方へと寄っていく。

「さ……沙倉さん」

　いかん、自分でも緊張しているのが分かる。だって一緒に泳ぎに来たのははじめてなのだ。

「そ、その水着、よく似合ってますね」

「ありがとうございます」

　にこりとする沙さ倉くらさん。いやもうテーマパークに大輪の花が咲いたみたいでって、どうも俺おれは表現が古いな。

「沙倉さんと一緒に泳げるなんて、幸せですよ」

「でもわたし、あまり泳ぐの得意じゃありませんから……」

「あ、だったら俺が教えますけど」

「いえ」

　沙倉さんは笑ったまま拒絶した。

「迷惑かけちゃいます。雫しずくちゃんに教えてもらうつもりですから。気を遣つかわないでください」

　えー、俺が教えたいのに。しかし、こうやって男と必ず距離を取るのはさすがだ。これを乗り越えようとして撃墜された男は数限りないとかなんとか。

　背後からは「やーい、振られた」「あの、ナツルさん、あたしたちと……」と声がしてる。どっちが誰だれだかは、説明しなくていいよな。

　沙倉さんはしきりに首を動かしている。

「まだナツルさんは……女のナツルさんはいらっしゃらないんでしょうか」

「そろそろじゃないかしら」

　映画女優風の生徒会長が答える。もしもし、俺はここにいますよ。

「ねえ瀬せ能のう君。彼女、遅れているみたいね」

　何な故ぜ俺に聞く。しかたないんで返事をした。

「しばらくしたら着くんじゃないかな」

「あとで迎えに行きましょう」

　どうやって迎えればいいんだか不明だが、とにかく雫はそう言った。

「それより遊ぶか、泳ぐかしましょう。立っていてもしょうがないわ」

「いえーい、泳ごう！」

　水み琴ことが真っ先に賛成する。止める間もなく、「うおお」とか叫びながら走っていった。準備体操とかしないのか。しないんだろうな。

　アトラクションで遊ぶってのもあるんだが、泳ぐことになった。

　園内には直線五十メートルのやたら長いプールと、ウォータースライダーがついた奴やつと、円周百メートルもある流れるプールと、えーとあとたくさんある。混むことなんかない気がするんだが、一番暑い盛りには入場制限するというんだから驚く。

　今日はそれほど混雑していなかった。自由に遊ぶにはちょうどいい。

　沙さ倉くらさんは雫しずくと一緒に、プールの端はしっこでなにかしていた。泳ぎ方を教わっている。雫って泳げるのかと疑問を持つのは愚問。こいつはなんでもできる。

「ナーツールー！」

　水み琴ことがぶんぶん手を振っていた。

「こっちに砂浜があるよー。おいでー！」

　俺おれは子供か。行くけどさ。

　紅あか音ねと一緒に向かった。そこだけ屋根のあるエリアで、中では南の国の海岸が再現されていた。椰や子しの木まであって本格的。

「遠くまで泳ごう」

「一人で泳いでろ」

「なによ冷たいな。どこまで行けるか試さない？」

「目で見えるところに壁があるじゃねえか」

　俺は水琴に言った。どう考えてもあそこで行き止まりだろう。

「ふんだ。ばーか。いいよ一人で行ってくるから」

　水琴は「とう！」と叫んで飛び込んだ。つくづく元気な女だ。

　ばしゃばしゃ派手に水を跳ね飛ばしながら泳いでいく。前に聞いたことがあるんだが、こいつは南米のワニがいるような川でも平気で泳ぐらしい。「いやー、寄生虫が怖くて怖くて」なんて言ってたが、怖いのはワニだろ。

　紅音がどっかに行った、と思ったら戻ってきた。レンタルのビート板を抱えている。

「あれ？　泳げなかった？」

「少しは泳げるんですけど、不安なんです……」

　なんて言っている。少しでも泳げるなら、あとは体力と自信の問題である。フォームは数をこなしているうちに矯正されていくはずだ。

「じゃあ、行こうか」

「はい」

「ただいまー！」

「わあ！」

　俺と紅音は二人して驚いた。水琴が水滴を垂らしたまま砂浜に上がってきたところだった。

「お前、もう泳いできたの!?」

「うん。楽しかったよ」

「はええな……」

「逃げ足と泳ぎは速いのが一番よ。麻薬組織の護衛に追われたとき、目の前に川があったりすることがよくあんのよ。泳げないなんて言ってる場合じゃないわよ」

「そんな経験、したことないから分からん」

「駄目ねー」

　いいよ駄目で。

　水み琴ことはなおも、「じゃああたしと一緒に中米行こう。一番危ないところ」なんて言っている。冗談じゃねえ。リアルで殺される危険が増すだろうが。

　俺おれと紅あか音ねは砂浜から水の中へ。当然だが海水ではない。水琴も「もう一度泳ぐ！」といいながらついてきた。

　しばし水泳を楽しむ。足の下も砂で気持ちがいい。いかにもメンテナンスが大変そうではあるが。

　紅音はビート板に摑つかまりながらぷかぷか。水琴は相変わらず絶叫しながら泳いでいる。魚の群れにモーターボートが突っ込んだみたいだ。

　俺が紅音のビート板を引っ張っていると、水琴がターンして戻ってきた。

「ねえナツル」

「なんだ」

「今ナンパされた」

「ふーん」

　そんな返事をしたら、いきなり怒られた。

「こら。他ほかに言うことはないのか」

「ねえよ。実在するのかそのナンパ師たちは」

「あっちの人たちだよ」

　見ると、確かに大学生らしき連中がいた。でも女連れじゃねえか。楽しそうに話してるぞ。

「物好きがいるもんだな」

「なんだとー」

「だって女連れてるぞ」

「ありゃ、本当だ」

　水琴は手でひさしを作って、男たちを眺めていた。

「あたしのあと、もうナンパしたのか。失礼なやつら」

「その選択は正しい。向こうもお前に声をかけてがっかりしたんだろう」

「いやー、あれはあたしの美しさに目がくらんで諦あきらめたんだよ。身の丈にあった娘こたちをナンパしたんだね」

　ずいぶんなポジティブシンキングである。これは見習うべきかもしれない。

　紅あか音ねはまだビート板に摑つかまったまま、時計回りに円を描いて泳いでいる。

「まっすぐ泳がないの？」

「なんか曲がっちゃうんです……」

　謎なぞの推進力である。「えいっ」と言いながら身体からだを傾けたが、今度は反時計回りに進み出した。どんなコントだ。

　水み琴ことはナンパのことをもう忘れたらしく、仰あお向むけになって浮いていた。クラゲか。

「ねーえ、ナツル」

「なんだよ」

「ここで水着が取れちゃってさ、きゃーやだーとか期待してない？」

「なに言ってんだ」

「でも残念でした。これ実はホック式だし、その上から結んでるから期待しても無駄だよ」

　頭おかしいのか。

　沙さ倉くらさんなら期待どころか夢想もするが、お前のことはまるで考えてない。というか、そういうのをでかい声で喋しやべるのを止やめろ。

「あー、紅音ちゃんのも無理っぽいな。その水着じゃ」

　水琴は器用にも、仰向けに浮いたまま横を向いた。

　紅音が顔を赤くして、ビート板で身体を隠す。

「近こん堂どうさん……下品です……」

「そーお？　可愛い女の子のポロリなんて、あたしでも『おっ』とか思ったりするけどね」

　こいつの前世はおっさんだな。誰だれか特定個人ではなく、おっさん。

「あたし……そういうのは……あまり……」

「やだなあ。あたしだって脱げるのはやだよ。でも他人のが脱げるのは嬉うれしくない？」

「あからさま……」

　まったく同感だ。オープンすぎる。こういう発想は生まれつきのものなのだろうか。幼稚園のころから一貫して変わってないから、そうなんだろうな。

「やっぱナツルはさあ、沙倉さんの水着が脱げないと嬉しくないわけ？」

「否定はしない」

「んー、でもあの人、ガード固くない？」

「水着のガードってなんだよ。鎧よろい着てるわけじゃねえんだから」

「いや性格的なこと。なんつーか、あんまりポロリとかやるように見えないわよ」

　ふむ。それはそうかもしれない。どことなく天然っぽくはあるんだが、押さえるところは押さえるというか。でなきゃあそこまで男との距離を保てないだろう。でも臓物アニマル大好きなところは天然……か？

「会長もあんまりやるように見えねえよな」

「あの人がポロリなんて考えもつかない……ん？」

　水み琴ことは仰あお向むけになるのを止やめて、砂に足をつけた。

「……あんたから会長の話をするなんて珍しいね」

「そうか？」

「……会長のことを気にしてんじゃないの？」

「するわけねーだろ」

　地球が軌道から外れたってあり得ないことだ。美人で頭もいい女性だが、俺おれが気にするなんてことはもう絶対……って、何度も説明くどいですね。

「ふーん。ならいいんだけど、あんた黙って、会長とデートしたりするからなあ」

「人聞きの悪いことを」

「したじゃん」

「あれは偶然だ」

「そんな偶然あるわけないでしょ。デートってのはね、どっちかが誘わないと成り立たないのよ」

「誘ってないし誘われてもねえぞ」

「噓うそね」

　はい、噓です。

　いかん、旗色が悪い。こいつの理屈からいけばデートになってしまう。あれは罰ゲームの一種だということに気づいてくれないものか。

「あんたみたいな地味人間が、会長と仲いいってこと自体がおかしいのよ」

「仲なんかよくねえよ」

「あんた、会長を引きつける変な電波とか出してるんじゃない？　違法ＦＭ局みたいに」

「お前は俺をなにものにしたいんだ。むしろ会長を遠ざける電波を出しているくらいだぞ」

「また噓ね」

「人をなんだと思ってる」

「じゃあなんで、あんたの後ろに会長がいるのよ」

　振り返り、俺は思わず「ひい」と声を上げた。

　本当に真後ろに雫しずくがいた。例のマゾにはお薦めの目つきで見つめている。暑いのに背筋が凍るかと思った。その隣に沙さ倉くらさんがいなければ、心臓麻ま痺ひで死んでいたかもしれん。

「私の話？」

　雫が訊きいてくる。

「いや……別に……」

「会長の話、してたよ」

　水み琴ことが余計なことを言う。

「あら、私のことを気にかけてくれるの。嬉うれしいわね」

「普通に会話していただけだ。会長には……関係ない訳じゃないけど関係ない」

　なに言ってるんだ俺おれは。言い訳にしても理由になっていない。

「その動揺が怪しいのよ」

　と水琴。くそ、こういうところは勘が鋭いよな。

「確かに、私と瀬せ能のう君は前に比べて仲よくなってるわね」

「いや、待て」

　動揺する俺。なんでこの女は、こういうことをさらっと口にするんだ。なんか旋回を止やめた紅あか音ねが、「うう……」とか言って沈みはじめたぞ。

「雫ちゃんとナツルさん、仲いいんですか」

　沙倉さんが無邪気に言ってくる。いえ、そんなことは。

　だが俺が否定する前に、雫が先に言った。

「仲いいわよ」

「やっぱり。そうじゃないかと思ってた。でも雫ちゃんが男友達なんて珍しいね」

「そうね。珍しいかも」

「ナツルさん、雫ちゃんとたくさん遊んでくださいね」

　ああ、そんな笑顔で言われると、なにも反論できなくなる。俺は雫なんかどうでもよくて、沙倉さんともっともっと仲よくなりたいのに。

　なんか俺の意思が考慮されていない。水琴は「むー」とか唸うなっていて、紅音はぶくぶく泡を出しながら沈んでいる。沙倉さんはにこにこしていて、雫は薄ら笑い。どんな地獄ですか、ここは。

　雫がちらりと時計を眺める。椰や子しの葉っぱを模したでかい時計が据えつけられているのだ。

「瀬能君、行きましょうか」

「へ？」

「迎えに行くのよ」

　誰だれをだよ。

　雫しずくは俺おれの返事を待たずに、さっさと水から上がっていく。沙さ倉くらさんが「いってらっしゃーい」と手を振っていた。

　仕方ないのであとを追う。

「おい会長。誰を迎えに行くんだって？」

「瀬せ能のうナツル」

「ここにいるだろうが」

「女の瀬能さんよ」

　あ、そうか。

　一応あとから、女の俺が来ることになっていたんだった。沙倉さんが楽しそうに手を振っていたのもそのためか。いちいち変身して戻ってくるのかよ、めんどうくせえなあ。

「なあ。女の俺は腹を壊して休んだことにしないか」

「そうもいかないわよ。あの娘こ、楽しみにしてるんだから」

「だってさ」

「それとも瀬能君は、楓かえでの気持ちがどうなってもいいって言うつもり？」

　そう言われるとなあ。従わざるを得ないじゃないか。

「それにね……振り向かないで、後ろを見て」

　どうやんだよ。

「そこの鏡を使いなさい」

　目の前に海の家に似た売店がある。メニューが鏡に直接書いてあった。

　じっと眺める。鏡の部分に人影が映っていた。

　なんだ、さっきの大学生じゃねえか。まだ女の子たちと話をしている。テーマパークを満喫しているようで結構なこった。

「相手の女の子たちよ」

「よく分かんねえ」

「中なか尾おさんや山やま川かわさんたちよ」

「……って、白のケンプファーか!?」

　雫は黙って唇に指を当てた。

　これはたまげた。敵がすぐ近くにいるなんて。今日俺たちがここにいるなんて、どうして知ったんだろう。

「ああやって私たちにつかず離れずしているのよ。監視なのかしらね」

「いつの間に」

「私たちがここに来てすぐぐらいね」

　お前もその時から気づいていたのか。

　なんで攻撃してこないのかは不明だが、どうやら敵と一緒になって遊んでいるってことらしい。呉越同舟だ。この使い方であってたっけ。

「だから瀬せ能のう君には変身してもらわなきゃ困るの」

「いざとなったらでよくないか」

「男物の水着着たまま？　楓かえでがなんて思うかしらね」

　確かに。悪趣味とかそういうレベルではない。

　俺おれと雫しずくはホテルの更衣室まで来る。さて、ここからどうやって着替えたものか。水着なんてこれ一着しかないぞ。

「とりあえず、女性更衣室に来なさい」

「分かった……おい!?」

　抗議するが、雫は眉まゆを顰しかめた。

「男性用で女に変わるつもり？　恥がないの？」

「男の姿で女性更衣室に入らなきゃなんないだろうが！」

「入ればいいじゃない」

　お前は簡単に言うけどな。一いつ旦たん男性更衣室からホテル側に出て、それから女性更衣室に入るんだぞ。ホテルの人間に見られたら警けい察さつ沙ざ汰ただろうし、女性更衣室の中に人がいたらやっぱり警察沙汰だ。捕まったらお前弁護してくれるんだろうな。

「楓ががっかりするといけないから、早くしなさい」

　そう言い残すと、女性更衣室に入っていく。こら、俺を置き去りにするな。

　迷ったが仕方ない。一度男性更衣室に入って、着替えることに。手早く身体からだを拭ふいて服を着た。

　それからそっとホテルの廊下に出る。左右を見て誰だれかいないか確認。子供の時の横断歩道を渡る感覚だ。そして息を吸い込み、素早く女性更衣室へ。誰もいませんように。

　いなかった。雫だけがそこにいる。

「これ着て」

　安あん堵どする間もなく、水着が差し出された。女物、だよな。

「会長のか？」

「いえ。買ってきたの」

　お前、俺の変身後のサイズとか分かるのかよ。ちょっと確認したがあってるっぽい。分かったんだろうな。

　更衣室を見回す。ほほう、ここが女性用か。男性用と変わらないな。変わっていたら、ちょっと問題かもしれないが。

「早く着なさい。誰だれか来るかもしれないわよ」

「分かってるよ。どこか物陰ないか」

「どうして」

「会長に見られないところで着替えるんだよ」

「私は気にしないわ」

「俺おれは気にするの！」

　とんでもねえ女だ。俺の裸をなんだと思っている。

　ロッカーの裏手へ回った。別に物陰ではなくて単に二列目のロッカーなんだが、とにかく雫しずくの視線から逃れる。

　腕うでに力を込めて変身。とお。

　女の俺へ。脱ぐのは抵抗あったが、目をつぶって一気に脱いだ。あー、裸の女の俺を見るのは、沙さ倉くらさんの家でシャワーを浴びて以来だわ。

　渡された水着をちゃんとチェック。なんだよビキニじゃねえか。こんなの着ろっていうのかよ。

「ワンピースの着方、分からないでしょう」

　雫の声が飛んでくる。それはそうだ。だけどなんで人の心を見抜くんだよ。

　まず下から。まあこれはパンツと同じだ。腰回りはゴム製。両サイドに紐ひもで結び目が作ってあるけど、これは飾り。

　上。ブラジャーと同じだと思えば……いいのか。

　あいかわらず俺の胸はでかい。こんなのをぶら下げてんだから、つくづく女は立派だ。眺めているのも嫌なので隠すようにして水着をつける。背中を留めるのがもの凄すごく面倒。みんなどうやってんだよ。腕が痙つりそうになったぞ。あと肩紐をかけて完成。

　服を抱えて雫の所へ。生徒会長様はなにやら感心していた。

「綺き麗れいな身体からだね」

「変なこと言うな」

　気持ち悪いったらない。

「服はどうすりゃいいんだ」

「そこのロッカー使いなさい。行くわよ」

　はいはい仰せのままに。並んで女子更衣室から再びテーマパーク内へ。

　例の砂浜に戻ったら、沙さ倉くらさんが歓声を上げた。

「きゃー、ナツルさん。お待ちしてました」

「ど……どうも」

　俺おれは控えめに返事。

　水み琴ことは「けっ」とか吐き捨てており、紅あか音ねは「うう……ナツルさんスタイルいい……」とか言いつつまた沈んでいく。君たちはどうしてそういう反応ばかりするんだ。

　沙倉さんだけがにこにこである。

「ナツルさんがいなくて、寂しかったです」

　心から安心したような表情。ああ、好きな人にこんな顔をさせるなんて、俺はなんて駄目な奴やつなんだ。しょうがないんだけど。

「一緒に泳ぎましょう」

　俺の腕うでを摑つかむ。

「え……」

「ナツルさん、泳げないんですか」

「泳げるけど……」

「わたし苦手なんです。教えてください」












　男の俺おれへの対応と、えらい違いである。

「いいけど……じゃあ……」

　俺は慎重に水の中へ入った。男物に比べて圧倒的に布の面積が少ない。こんなの水に浸つけたりしたら、溶けてなくなったりするんじゃねえのか。

　なくなりはしなかったが、なんか変な感じである。

　沙さ倉くらさんはにこにこしながら手を伸ばしている。摑つかんでくれ、という意味だろう。希望通りに両手を握る。

　沙倉さんの手は細くて柔らかくて、いかにも女の子の感触だった。これで俺が男だったらどんなにか。

「じゃ、バタ足でも……」

　沙倉さんは「きゃー」とか言いながら、足をばたばたさせた。でも少しは泳げるんだろ。これまったくのカナヅチ向けじゃないのか。

　しばらく続けていると、また彼女は「きゃー」と言って、俺に抱きついてきた。

「……え!?」

「あーん。ナツルさん、溺おぼれそうになっちゃいました」

　そうだっけ。普通に泳いでいたぞ。

　沙倉さんは俺の首根っこにがっしりと摑まっていた。水の中なんで重くはないが、圧迫感は大ありだ。

　しかも身体からだ全部をぐいぐいと押しつけてくる。男の俺の時にやってくれませんでしょうか。ちょっと行って変身解除してきますんで。

「さ、沙倉さん……なにを……！」

　震えながら抗議したのは紅あか音ねであった。

「なにって、ナツルさんに泳ぎを教えてもらっているんです」

　そして俺に「ね」と言ってくる。事実なので一応うなずく。

「抱きついているだけじゃないですか……！」

「だって溺れそうになっちゃいましたから」

「そんなに泳ぎたいなら、あたしが教えますっ……」

「美み嶋しまさんビート板使ってるじゃないですか。わたしはナツルさんがいますから」

「い、いるって……」

　わーん。摑み合いや罵ののしり合いこそないが、この二人はいつも殺伐としている。俺はいっつも間に挟まっておろおろするしかない。

　助けを求めようにも、水み琴ことは「いい気味だ。ざまあみろ」みたいな顔をしているし、雫しずくは明後日の方角を向いていた。

　その雫しずくがこっちへと来る。

「ねえ楓かえで、ちょっと休まない？」

「え？　雫ちゃん、もう疲れたの？」

「お腹減ってきたわ」

　俺おれは時計を見上げた。確かに、そろそろ腹が減る頃ころ合あいではある。

　沙さ倉くらさんは自分のお腹を押えながら言った。

「じゃあ、わたしがなにか買ってこようか。ここって、中でも食べられるんでしょう」

「水の中は駄目でしょうけれどね。あそこにベンチがあったわ」

「買ってくるね」

　いくらなんでも、沙倉さんにやらせるわけにはいかない。俺が引き受けようとしたが、雫に目で制された。

　生徒会長様は俺を牽けん制せいしながら言う。

「お金は私が出すわ」

「いいわよ、雫ちゃん」

「買ってきてもらえるんだから」

　なんか優しいぞ雫。裏があるように思えるのは俺の気のせいか。

「じゃあ行ってくるね。ナツルさん、なにか食べたいものはありますか」

「あ……なんでも……」

「なんでもじゃ買ってこれません」

「だったら、たこ焼きか焼きそば……」

「分かりました。わたしもナツルさんと同じものにします」

　沙倉さんと雫は一度水から上がり、財布を取りに戻る。すぐに雫だけが帰ってきた。

「瀬せ能のう君、もうちゃんと喋しやべっていいわよ」

「なんだよいきなり」

　俺は遠慮なく普通の調子で言った。

「沙倉さんを買いに行かせやがって。俺が行こうとしたのに」

「ああ言えば、あの娘こが自分で買いに行くって言い出すことは分かってたから」

　やはりこいつは計算ずくでやったのか。でも、なんのためにだ。

「さっさと決着をつけるためよ」

「なにを」

「さっき見たら、大学生たちが帰るところだったわ……来るわよ」

　その言葉と同時に、鎖くさり鎌がまが飛んできた。

　俺おれは慌てて避よけ、雫しずくは余裕を持ってかわした。

　水中に突っ込んだ鎌かまが引き上げられる。鎖の先端を握っているのは小さい女の子、植うえ田だ理り香かであった。

「理香ちゃん登場！」

　なにが登場だ。ロリ体型のくせに妙に元気で、気合いというのは身体からだのサイズと反比例するんだろうか。

　雫の腕うで輪わが一瞬だけ光る。瞬時に赤いケンプファーへと変身していた。

「こんなところで戦って。人目ってものがあるでしょう」

「理香はあんまり気にしないタイプだから」

　雫は少しだけ顔をしかめる。

「私は気にするタイプなのよ……楓かえでがいても戦うつもりだった？」

「もちろん」

「たちが悪いわね」

　雫は振り返った。俺たちに短く、はっきりと指示する。

「走って」

　否いやも応もない。雫の後を追う形で、俺は駆け出した。

　雫の狙ねらいはすぐに分かった。他ほかの客に迷惑をかけず、かつケンプファーのことがバレないようにだ。こんな騒動が知れて、新聞沙汰ですんだら幸運だろう。

「あー、待てー！」

　背後から理香が追ってくる。よく見ると、別の水着姿もいる。中なか尾お沙さ也や香かだろうか。俺は走りながら自然と雫と並んだ。

「分かれるわ」

「付き合ってもいないのに？」

「馬ば鹿か。別々に逃げるってことよ。テーマパークに迷惑がかからないようにしないと」

「どこに行けばいいんだよ」

「人気のないところに行けばいいわ」

　雫は右に曲がり、売店の裏へと駆け込んでいく。別れ際「しっかりね、ナツル」と言ってきたのは、激励なのか皮肉なのか。

　とりあえず俺は、背の高さくらいある滝の裏側に走った。立ち入り禁止の看板は無視した。小さい女の子が「あー、いけないんだー」とか言っている。その通り、これはいけない行為です。お嬢さんは大きくなったら、俺のようになっちゃだめだぞ。

　裏はごちゃごちゃ入り組んだバックヤードになっていた。スタッフがあちこち行けるように通路が四方八方に伸びており、メンテナンス用らしきハッチもある。床にはダンボーが置かれているが、火事になったら危なくないか。

「みーっけ！」

　声と共に鎖くさり鎌がま。俺おれは振り向きざま、手に力を込めた。

　火の玉が飛んでいく。鎌かまに命中して四散した。

「あ、瀬せ能のうナツルだ」

　と理り香か。お前は知らずに追ってきたのか。

「えーっと、殺していいんだっけか？」

　鎖鎌の少女は首を捻ひねっていた。なんだその悩みは。洒落しやれにならねえぞ。とりあえず抗議。

「いいわけねえだろ！」

「そう？」

「当たり前だよ！」

「うーん……ま、いいや、うりゃー！」

　止やめてくれるのかと思ったら、そうではなかった。俺を倒すと決めたらしい。宍しし戸ど梅ばい軒けん女は、狭い通路にも拘かかわらず鎌を振り回した。

「たあ！」

　ひゅっ。刃物が俺の髪をかすめる。ひい。喉のどに命中したら、クビから上がなくなるじゃねえか。

　俺は数発の火炎を放つ。剣シユヴエアトと魔法ツアウバーならこっちが有利のはずなんだが、理香は平気なツラをしてやがった。

「甘い甘い！」

　鎌を振り回しながら突進してくる。眼めはぎらぎらしていて、口の端はしからは犬歯らしきものまでのぞいている。ぎゃー、八やつ墓はか村むらで連続殺人鬼を演じた山やま崎ざき努つとむよりこええ。

　たまらず俺は背を向けた。いくら年下の少女とはいえ、こんなやつを相手にしていたらこっちもただではすまない。せっかくの夏休みを入院してすごすのは御免だ。

　奥へ逃げるか。そっちになにがあるか分からないが、きっとここよりはましだろう。少なくとも鎌持ってやってくる少女はいないはず。

　廊下はばかに長い。幸か不幸かスタッフには出会わない。逃げ切れそうだ。

　甘い考えだった。正面に誰だれか来た、と思ったら、そいつの腕うでがいきなり光ったのだ。

　真っ白な光弾がすっ飛んでくる。ケンプファーの習性というやつで、俺は反射的に自分の手から火の玉を飛ばした。

　二人の中心で光と炎がぶつかって砕ける。俺おれには相手が誰だれだか分かっていた。

　煙が薄れると同時に、相手はにやっとした。水着を着た女性だった。

「皆みな川がわ瞳ひと美み……」

　俺は喉のどの奥から唸うなるように、言葉を発する。

「覚えていてくれて恐悦至極」

「なんだおい。色っぽいな」

「褒めてくれてありがと」

「なんの用だよ……って聞くのは野暮なのか」

「そうねえ。前にも言ったけど、あなたを迎えに来たの」

　俺は黙った。

　確かにイタリア料理店で戦ったときにそう言われた。こいつらは俺自身に用があるらしい。変身前が男で変身後が女になる俺が、なんだか知らないが鍵かぎになるというのだ。

「……迎えに来るには、鎌かま振り回してんのがいるぜ」

「あれくらい荒っぽい方が話を聞いてくれるでしょ」

　そうでもないんだが。話をしなきゃならない態勢に持ってこられたのは事実だった。

「わざわざそのために、テーマパークまできたのかよ」

「あなたたちがここで遊ぶって聞いたから、いいチャンスだと思って」

「ずっと遊んでいたらどうだ。俺もそうする」

「もちろん遊びもするわよ。でも大学生のナンパに応じるふりをしなきゃなんなかったのは、ちょっと面倒だった」

　彼女の手はうっすらと光っている。いざとなったら撃ってくるつもりだ。説得しつつ脅迫か。恐ろしい女。

　どこか逃げる場所とかねえかな。ちょうど頭の上に、点検用のハッチがある。開けて逃げればいいが難しかった。両手を上げても届かないし、ジャンプしてどうこうやっても、瞳美の光弾の方が速い。へたすると、真後ろの鎌までやってくる。

　だけど場所としては瞳美より俺が有利なはず。相手も魔法ツアウバーで飛び道具。俺が避よけたりしたら、後ろの理り香かに当たってしまう。そのことが分からないほど馬ば鹿かじゃないだろう。

「……俺がそっちに行って、どんないいことがあるんだ」

「教えたと思うけど。沙さ倉くらさんがいるわ」

「いる、のか？」

「じきに来るっていう方が正しいわね」

「じゃあまだ仲間じゃないってことだ。沙倉さんがいないんじゃ意味ねえぞ」

「あの人はモデレーターと繫つながっているの。だから時間がどれだけかかったって、私たちのところに来るわ」

「モデレーターと……なんだって？」

「こっから先は、仲間になったら教えてあげる」

　俺おれは少し考え、唇を舌で湿らせた。

「……なんだよ、それじゃまだ、俺にはメリットって言えるほどでもねえぞ」

「そうとも言えるわね。でも……」

　目つきが悪くなった。

「だからといって、あなたを諦あきらめるほど愚かじゃないわ」

　瞳ひと美みが腕うでを振った。光弾が飛んでくる。俺も対抗しようとしたが、相手の方が速い。

「うわっ!!」

　眼前で光が炸さく裂れつした。あまりのまぶしさに目を閉じる。衝撃はないから音と光だけだが、まぶたの奥がちかちかして涙がにじんできた。

「理り香か、捕まえて」

「いいよー」

　背後から足音。駄目だ、俺はまだ眼めが開けられない。同士討ちを避けるはずだから、派手な攻撃はないと思っていたんだが、こんな手があったのか。












　くそっ、涙が流れてきた。捕まるのかと思った次の瞬間。

「大馬ば鹿か野郎。ぼさっとしてんじゃねえ!!」

　怒鳴り声と同時にハッチが開く音。誰だれかが飛び降りてくる気配。

「間抜けの相棒、もう少し役に立つところを見せやがれ」

　この乱暴な口調は、紛れもなく紅あか音ねだった。




　紅音は例によってコルトガバメント似の拳けん銃じゆうを構えていた。こいつの銃ゲヴエアーは役に立つんだが、使ってるやつがいけない。なんとかに刃物である。今も頭に銃口が突きつけられたところだ。しかも俺おれの頭ね。

「ああ、上で聞いていたら、てめえこいつらの仲間になるんだって？　よっぽど死にてえようだな」

　俺はようやく視界がうっすら見えてきたところで、まだこいつが銃を突きつけていることくらいしか分からなかった。もちろん耳は聞こえるので、罵ば声せいは全て届いていた。

「馬鹿、やめろ。仲間になるなんて承諾した覚えはねえぞ」

「いいや、おめえの眼めは仲間になりたくってしょうがないって眼だ。この裏切りクソ野郎が。脳天に穴を開けて吊つるしてやるぞ」

「勝手なことすんな。お前俺のことが嫌いなのか」

「なんかムカつくんだ！」

　うわっ、引き金に指がかかってる。まずい死ぬ。

　と、紅音は銃口を動かした。俺の背後に向かって発砲二回。キンキンと音が響き、鎌かまが床に落ちた。

　理り香かはそのまま引き寄せた。

「人の口くち喧げん嘩かを邪魔すんじゃねえよ」

「ふんだ。理香を無視する方が許せないの。獰どう猛もうなお犬さんは理香がしつけてあげるわ」

　紅音は目を吊つり上あげ、怒りをむき出しにした。

「おいナツル。おめえの脳天に穴を開けて、風鈴みてえに吊すのは後にしてやる。そっちのクソ女の相手しろ」

「そっちってどっちだ」

「魔法ツアウバーのクソ女に決まってるだろうが！　それくらい察しろ。あたしはロリ体型のクソ女をぶっ殺す」

　どうやって察するんだ。どっちも同じじゃねえか。

　でもまあ、これで数は二対二。ずっと楽になった。俺おれは瞳ひと美みと対たい峙じした。

　瞳美はどこか憮ぶ然ぜんとしていた。

「女の子の助けを借りるなんて、恥ずかしくないの？」

「今は俺も女なんでね」

「もう一度聞くけど、私たちの方に来る気は？」

「ない」

　俺は即答した。

「あるなんて言ってみろ。真後ろの猛犬が俺の喉のど元もとを食いちぎる。そうでなきゃ全身穴だらけだ。俺は自分の身が可愛い」

「ケンプファーらしくないわね。でも」

　また瞳美の腕うでが輝く。

「こっちも諦あきらめられない事情があるのよ」

　光弾が飛んできた。これは予想していたので、自分の魔法ツアウバーで迎え撃った。

　背後では紅あか音ねと理り香かが戦っている。「死ね、死にやがれ！」と叫んでいるのが紅音。理香もなにか喋しやべっているみたいだが、紅音の叫び声のおかげで聞こえない。

　瞳美は接近してこない。一定の距離を保ったまま、光を放っている。

「これはどう!?」

　いきなり光弾が三つに増えた。俺も負けじと火炎を三つに伸ばし、同時に撃墜。

「どうだ……わっ!?」

　眼前に瞳美がいる。さっきの攻撃を牽けん制せい代わりにして、突っ込んできたのだ。手になにかを持っているわけじゃないが、俺を引ひっ摑つかむ。

「えっ……!?」

「たあっ！」

　視界が一回転。投げ飛ばされたのだ。この娘こ、格闘技でもやんのか。

　背中から床に落ちて、したたか腰を打ち付けた。

「間抜け、なにやってんだてめえ！」

　明らかに俺に対する罵ば声せい。同時に紅音が瞳美に向かって発砲する。

　瞳美は後ろに下がった。

「この役立たず！　やっぱりあたしが殺してやる！」

「やめろって！」

　俺は転がりながら、回転して突っ込んでくる鎌かまに火弾を当てた。こっちが紅音の役なのに、逆だ。

　後ろ手で、瞳ひと美みを指さす。

「紅あか音ね、お前あっちと戦え！」

「なんだと、てめえはロリだったのか。この変態！　二度とあたしに話しかけるんじゃねえぞ」

「できれば俺おれもそうしたいよ！」

　火弾を二発、三発と放つ。理り香かは鎖くさり鎌がまで防いでいるので、なかなか効果的な攻撃にならない。もっともそれは敵も同じことで、ちょっとした手詰まり感があった。

　俺は首を捻ひねって背後を確認。紅音が気が触れたみたいに弾をばらまいている。おかげで瞳美もうかつに手を出せないっぽい。

　と、彼女が後ろを振り返っていた。

「理香」

　瞳美が鋭い声を発する。

「そこで牽けん制せいして」

　いきなり瞳美が駆け出した。俺は背中を向けているから確認できなかったが、紅音が「うおっ」て叫んでいる。

　そして俺の目の前には鎖鎌。撃ち落とすことに集中していたので、後ろで起こったことがよく分からなかった。

　なんと彼女は通路の壁を蹴けって、宙を舞っていたのだ。こういうのなんつったっけ。三角飛び？

　そして俺たちの頭の上を越えて、理香と同じ側に着地。すぐさま光弾を撃つ。床で跳ねて、フラッシュした。

「理香、行くわよ」

「えー？　もうやめるの？」

「潮時よ」

　二人は俺たちになにも言わず後ろを向き、遠ざかっていった。

　俺は床に転がったまま見送ることになった。紅音は構えた銃ゲヴエアーを下ろしてない。

「……くそっ」

　痛っ。怒りにまかせて俺を踏んづけやがった。こら、足をどかせ。

「舐なめやがって。さっさと逃げちまった。もう少しで皆殺しにできるところだったってのに」

「そうかあ？」

「そうなんだよ！　おい、ナツルのくせにあたしに逆らおうってのか!?」

　なんだその不条理な理屈は。俺おれはお前の下僕だったのか。

　二人の姿はもう見えない。俺は床に転がったままだったので、起きあがった。

「でもなんで、あいつらいなくなったんだ」

「はん？　おめえ目玉ついてんのか。その二つあるのはガラス玉か？　そんなんじゃＣＳでアニメ見れねえぞ」

　うちにＣＳはねえよ。

「あいつが原因だよ」

　紅あか音ねが顎あごをしゃくった。

　いつの間にか、そこに雫しずくがいた。瞳ひと美みがいた側だ。これで不利を悟ったのか。

　雫は自分の武器、鎖のついた短剣を両手に持ったままだった。

「間一髪だった？」

「いいや邪魔だった」

　紅音が吐き捨てるように言った。こいつにとって味方ってのは存在しないのか。

「それはごめんなさい」

「おめえが来なきゃ皆殺しにしてやったのに」

「そのことはあとにするとして、ここから出ましょう。一応立ち入り禁止よ」

　それはそうなので、俺たちは雫の後に続いてバックヤードから外へ出た。

　まだ陽ひは高い。新しく客が来たらしく、さっきよりも人が多かった。

　俺は小声で雫に訊きいた。

「会長も敵に追われていたんじゃないのか」

「ええ。中なか尾おさんが追ってきたわ」

「どうしたんだ。殺しちまったか」

　こいつならやりかねん。下手をすると、紅音よりもためらいがなさそう。

「別になにもしてないわよ」

「戦っただけか」

「なにもしてないって言ったでしょう。逃げていただけ。撒まいた」

「あんたなら、戦ってもなんとかできるだろうが」

「場合によるわ。こんなところで戦ったら、他ほかの人やテーマパークに迷惑をかけるでしょう。だから逃げてどうにかしちゃった」

　なんとまあ。よくそこまで気が回るもんだ。俺なんてせいぜいバックヤードに行くくらいだってのに。

「中尾はなにしてんだ」

「さあ？　まだ私を捜しているんじゃない」

　走り回っていたせいか、元いた場所から結構離れていた。

「沙さ倉くらさんどうしてんだ」

「近こん堂どうさんに見てもらっているわ。押しつけたみたいになったけど。人当たりがいいから平気でしょう」

　まあな。水み琴ことはどんな人間でも友達になれるタイプだから。

「そうそう。美み嶋しまさん？」

「ああ？」

　紅あか音ねがぎろりと睨にらむ。妙に口が寂しそうだが、ポッキーがないからか。

「元に戻りなさいな。楓かえでは知らないんだから」

「なんでそんなことをおめえに指示されなきゃなんねえんだ」

　とりあえず他人に嚙かみつくってのは、こいつのデフォだ。

「話をややこしくしたくないのよ」

「だったらおめえが一人でなんとかしやがれ」

「いちいち怒らないでよ……ああ」

　雫しずくは急に、おかしそうになった。

「もしかして、もっと瀬せ能のう君と一緒にいたい？」

「なっ……」

「変身したままだと、スタイルもよくなるものねえ」

　そういえばそうだ。水着は元のままだが、色々でかくなったせいで色気が増している。ピンクの色も、アクセントとしてかなりイケる。でも俺おれに見せたいのか？

　紅音は頭から湯気を出しかねない勢いだった。

「なんだおい。会長、あたしにケンカ売ってんのか」

「あら、これくらいでケンカを売ることになるの。分かりやすいのね」

「てっ、てめえ……！」

　紅音の手の中に拳けん銃じゆうが現れた。わー、馬ば鹿か。他人の目についたらどうすんだ。

「額に穴開けて、三つ目がとおるみたいにしてやろうか」

「喉のど元もとを切られたいの？」

　雫の手からは短剣が伸びようとしている。この距離なら十分狙ねらえるし、拳銃より早いかもしれない。

「ここでやる気か？　あたしはいいぜ」

「私はよくないわ。それより元に戻りなさい」

「戻らなかったらどうすんだ」

「無理にでも戻ってもらうわ」

　たとえば気絶させると、変身前に戻ることがある。俺おれも前はハラキリトラに殴られたものだ。ここでやるには相当な度胸が必要だとは思うが、雫しずくならやりかねない。

「私としては、自分の意思で戻ってもらう方が手間がかからなくてありがたいんだけど」

「……ふん」

　紅あか音ねの拳けん銃じゆうが消える。納得はしていないが、理解はした模様。

「銃ゲヴエアーだけじゃないわ。あなたもいつもの美み嶋しまさんになりなさい」

「へっ。なんだかんだ言って、会長がこのボンクラに自分の水着を見せてえんじゃないのか」

　挑発的な紅音の台詞せりふに、雫はあっさりと返答した。

「よく分かったわね。その通りよ」

「……え？」

　ぎょっとした俺は思わず聞き返したが、会長はさっさと歩いていった。













　　○






　昼飯のたこ焼きと焼きそば（どっちもあった）は、はっきり言ってよく分からない味だった。こういうところで味を期待してはいかんとは思うが、外で食べているということでプラス一点。さっきの戦闘の余よ韻いんでマイナス一点というところだ。

　密ひそかに水み琴ことに「お前戦闘しなかったのか」と訊きいたところ、

「しなかったよ」

「なんで。白いケンプファーならお前も狙ねらうだろ」

「会長が全部連れて行った。しょうがないから沙さ倉くらさんとずっと話してたよ」

　と水琴は教えてくれた。さすがは会長、と評するしかない。

「みんなで食べるとおいしいですね」

　沙倉さんが言う。俺おれはさっきまでの感想を遠くに投げ捨て、返事をした。

「うん……。おいしい」

「ナツルさんのたこ焼き、ずっと向こうの方まで行って買ってきたんですよ。そこの方がおいしいんですって」

「……どうも」

　手間をかけさせてすみません。どうおいしいのか摑つかみきれないのが、俺が味音痴な証拠。

　まあいいや。腹に入ればなんでも同じだ。とにかく食っておこう。あとでなにが起るか分からないから、体力を付けておかないと。

　と、そこで箸はしが止まる。起るってなんだ。むむむ……俺は無意識のうちに、まだ騒動が続くと考えていたのか。まるで雫しずくだ。

　肝心の会長は無表情で焼きそばを食べている。紅ショウガが山盛りなんだが、辛くないんだろうか。

「ナツルさん、食べ終わったらまた泳ぎませんか」

　と沙倉さん。俺はうなずいた。

「いいけど……」

「中途半端になっちゃいましたから、また教えてください」

　構わないっていうか嬉うれしくはあるんだけど、俺の見たところ沙倉さんは一人で泳いでいた方が上達するぞ。

　水琴と紅あか音ねはあまり雰囲気がよろしくない。紅音は変身を解いたせいかまた小さくなっており、放っておくと地面にめり込んで沈んでいきそうだった。

「今度は……別の所に行く……？」

「そうですね。できれば二人きりになれるところで……」

　あ、水み琴ことが睨にらんだ。紅あか音ねが沈んだ。なんでこうなるんだ。

　断ろうかどうしようか悩んでいたら、別方面から聞き覚えのある馬ば鹿か声ごえが。

「やー、ナツルちゃんじゃないか！」

　とても嫌な予感がした。恐る恐る振り返ると、やっぱりあいつだった。

「こんなとこで会うなんて奇遇だね」

　東ひがし田だの馬鹿がわははと笑っていた。ぎゃー、なにしにきやがった。

「な……なんで……」

「俺おれたち、ここで合宿してるんだ」

　よく見たら、後ろの方に美少女同好会の連中が群れを成している。やいやい、合宿は海でやるとか言ってたろ。

「た……確か、海でやるんじゃ……」

「あれ、ナツルちゃんなんで知ってんの？」

　東田が不思議そうにする。いかん、つい口に出しちまった。

「え……その……男のナツルさんに聞いて……」

「あー、あいつお喋しやべりだなあ」

　東田は腕うでを組んだ。

「来ると言って来ないし。しょうがないやつだ」

　俺、来るなんて言ったか？

「確か……えと……安いところを借りるって……」

「うん。だけど、女子部の、ほら、二年四組の委員長にここのチケット売ってもらったんだ。遠く行くよりいいから」

「高かったんじゃ……」

「いい値段だったけど、それだけの価値はあるから」

　委員長さんは金になることならなんでもやるな。ていうか、チケット何枚持ってるんだ。金券ショップか。

「俺たち、泊まりだからさ。ずっと遊ぶつもりなんだ」

「そ、そう……」

　うぎゃー、最悪。こっちだって宿泊なんだから、そんなとこまで真ま似ねすんなよ。

「そうだ。ナツルちゃん、あいつに会ったら言っておいてよ。特別顧問なんだから、しっかりしろって」

「……」

　なんて返答すりゃいいんだ、こういう時は。

　東ひがし田だはそれから雫しずくや沙さ倉くらさんに、「こりゃどーも」と挨あい拶さつしていた。沙倉さんはちゃんと挨拶を返したものの、雫は素っ気なく「どうも」と言っただけだった。

　この阿あ呆ほうはなんとか俺おれたちの輪に入ろうとしている。気持ちは痛いほど分かるが、入ってもらっては困るのだよ。美少女研究会の面々は、遠巻きにしたまま。シャイなところが、なんていうからしいよな。

「さて、じゃあ行こうかしら」

　雫が立ち上がった。

「え、もう行くの？」

　沙倉さんが訊きいた。そりゃ泳ぐ気でいたからな。

「一度ホテルに帰りましょう。着いたばっかりだったでしょう、私たち」

「そうだけど……」

　雫は有無を言わせない。

「泳ぐのはまた。それじゃあ学校でね、東田君」

　彼女は皆をうながした。学校でってあたりが、「ここで遊ぶのはなし」と言ってるようでキツい。

　東田は、雫に名前を覚えていてもらっていた、というところで感激しており、ついてくる気配がなかった。そういえばこいつもマゾだったんだ。さぞかし幸せなひとときだろう。

「本当に部屋に戻るのか？」

　俺は小声で雫に質問する。

「そうよ」

「別に泳いでいてもいいんじゃないのか。あいつらは無視したって」

「また白い連中が襲ってきたら厄介でしょう。楓かえでだけでも知られないようにするのが精一杯なのに、あんなにたくさんの男子、面倒見切れないわ」

　まあ、確かに。

　放っておくのも問題が出そうに思えたが、美少女研究会の連中は引っ込み思案なせいか追ってこず、東田は幸福感に包まれている。当分は問題ないか。それにしても、絶好のチャンスなのに誰だれ一人としてカメラを持っていないのが失敗だな。

　女子更衣室に近づく。

「……あ」

「どうしたの？」

「俺おれ、着替えるのか……」

「当たり前じゃない。ホテルの中を水着で歩いちゃ駄目よ」

「いや、服が……」

　置いてあるのは男物。つまり男の俺の服なのだ。女の俺でも着られないことはないんだが、それより沙さ倉くらさんに見られている。つまり女の俺と男の俺が同じ服装でいることになるわけで、いくらのんびりした人でも変だと感じるだろう。

「ああ、確かにそうね」

　雫しずくが呟つぶやく。

「だろ。なんかいい手はないか」

「ないわね」

「おい、あっさり言うなよ」

「大声出すと楓かえでに気づかれるわよ。そうね、とぼけるのがいいんじゃない」

「なあ、俺は真剣に聞いているんだが」

「とぼければいいのよ。あの娘こ、そんなに注意深く男の瀬せ能のう君の服を見てないから。堂々としていれば大丈夫」

「本当かよ」

「なにか聞かれたら、気がつかなかったとか言っておけばいいわ。それで納得しちゃうから」

　俺は半信半疑のまま、更衣室に入った。

　着替えは（恥ずかしかったので）誰だれにも見えないところでやったのだが、あとは雫の言うとおりだった。沙倉さんは「シンプルで格好いい服ですね」と言ったが、それだけだった。












第四章







「あー、うー」

　俺おれは唸うなりながらベッドに倒れた。ちょうど男に変わったところだった。

　ぼんやり天井を眺める。なんか模様が気持ち悪い。照明の隣に人の顔が映っているように見える。その隣には赤ん坊らしき顔。あまり気にすると夜寝られなくなるから考えたくないが、手遅れかな。

「お帰りなさい……」

　と紅あか音ね。彼女の言葉通り、俺は戻ってきたばかりだった。

　着替え終わったあと、沙さ倉くらさんは服についてはなにも言わないものの、どこの部屋に泊まっているのか知りたがった。

「遊びに行きますから教えてください」

　なんてストレートな希望。

「いや……泊まっているってわけじゃ……」

「えー、でも更衣室は、ここのホテルの利用者じゃなきゃ使えないじゃないですか」

　わあ。なんでこんなとこだけ勘が働くんだ。さすが沙倉さん……いやいや、感心している場合ではない。

「その……更衣室だけの利用券で……」

　そんな券があるかどうか知らなかったが、言い訳にはなったらしい。

「そうなんですかあ……」

　一瞬がっかりしたように見えたが、彼女はすぐに気を取り直していた。

「じゃあご飯、一緒に食べましょう」

「さっき食べたんじゃ……」

「夕ご飯です。待ってますから」

　こう純な瞳ひとみで見つめられると、はっきりと断りづらい。つい俺はうなずいてしまった。

　で、俺は皆と別れ、トイレに入って男に戻ったというわけだ。

　もちろん変身を解いたのは男子トイレ。女子トイレから男が出てきたら警察を呼ばれるだろうが、男子トイレに女が入ってもそれほど酷ひどいことにならないから、という理由による。多分呼ばれない、多分。

　そんでまあ、ほとぼりを冷ましつつ、こうして部屋に戻ってきた。沙倉さんに見つからないよう（なにしろ隣の部屋だ）、えらく神経を使った。ケンプファーになってこの方、心の底からリラックスをしたことがない気がする。

「あー……紅あか音ねちゃん」

　俺おれはベッドで仰あお向むけになったまま言った。

「はい……？」

「夕飯、何時からだっけ」

「会長は、七時だって言ってました」

「うー……」

　枕まくら元もとの時計を見ると、まだ間がある。本当なら遊んでいる時間なんだから、当然だよな。なにかで暇を潰つぶした方がいいんだろうか。

　……あまり思いつかん。テレビを見るしかないのか。紅音としりとりという手もあるな。どうしよう。

「いやー、いい湯でしたね」

「まったくだな。やっぱああでなくちゃいけねえ」

　なんだ騒がしいな、と思って仰天した。なんとハラキリトラとセップククロウサギが笑いながらやってくるところであった。

　やってくると言っても、少ししか動けないもんだから、カメよりものそのそしているが、それでもバッグから出ていたことには間違いない。

「こら！　どこ行ってやがった！」

　俺は跳ね起きて問い詰めた。ハラキリトラが俺に目をやる。

「ああ、ナツルさん帰ってきたんですか」

「吞のん気きなこと言ってるんじゃない。なにしてた」

「セップクさんと一ひと風ふ呂ろ浴びてました」

「一風呂って……大浴場に行ってたんじゃないだろうな!?」

　このホテルはビジネスホテルではなくリゾートホテルに近い。そのため大浴場が完備されている。地面に無理矢理穴を掘り、温泉まで引っ張っているのだ。

　よく見ると、こいつらの頭から湯気が立ちのぼっている。これはまずい。ぬいぐるみがげらげら笑いながら風呂に入っていたなんてことになったら、新聞記者がやってくる。

「やだなあ、そこの浴室ですよ」

　とハラキリトラ。

「いくらなんでも大浴場は使いませんってば」

「おーよ。この身長じゃエレベーターのボタンに届かねえからなあ」

　セップククロウサギも言う。届いたら行ったのだろうか。

「じゃあ誰だれにも見られてないのか」

「見られてませんよ。ルームサービスを呼んだりもしてませんから。にしてもあれですね、ここの風ふ呂ろは景色がいい」

　ちょっとだけ確認したが、この部屋の浴室はトイレとは別になっており、窓も大きい。眺めもよさそうだ。俺おれもあとで入ろう。

　俺は手を伸ばして、ぬいぐるみ二体をテーブルの上に載せた。別にこんなことしなくてもよかったんだが、ゆっくりした動きを見ているとイライラしてくるのだ。

「いやー、すみませんね」

「ナツル、お前死んだら天国行けるぜ」

　どうにかならんのか、その言葉遣づかいは。

「そういえば、プールはどうだったんです。楽しかったですか」

　なんてハラキリトラが聞いてくるので、俺はざっと説明した。

「あまり楽しくなかったな。沙さ倉くらさんの手を握れたのが収穫だ」

「でも女のナツルさんとですよね」

　はっきり言うんじゃねえよ。

「へー、白いケンプファーも来てたのか」












　セップククロウサギは、腹をぼりぼりかいていた。

「まあな」

「紅あか音ね、おめえも戦ったのか」

「ええ……」

　紅音は小さくなった。どうも彼女には、戦闘中に色々叫んでいたことを思い出しては後悔する癖があるらしい。

　またハラキリトラが言う。

「白いケンプファーは全員いたんでしょうか」

「さあ。見たわけじゃないが、いたんじゃねえの」

「ふーむ」

　ハラキリトラはアイパッチをこりこりかく。時々セップククロウサギと顔を見合わせていた。

「それかもしれませんね」

「なにがだよ」

「いやね、わたしとセップクさんで風ふ呂ろに入っていたんですが」

「あ、そうだ。ドライヤーでいいから身体からだ乾かせよ。机が濡ぬれた」

「あとで乾かしますよ。それよりですね、二人で外を見ているときにぴんと来たんです」

「なんだ。裸でも見えたか。ぬいぐるみなら怪しまれることもないだろうな」

「そうじゃありません。この近くに、わたしたち以外にもメッセンジャーがいます」

　なに、と思わず聞き返した。ベッドに腰かけていた紅音も近寄ってくる。

「どういうこった」

「えーっとですね、ケンプファーが引き合うのと同じようなことだと思うんですが、わたしたちも近くに仲間がいるとぴんと来るんですよ」

「セップククロウサギのことじゃねえのか」

「いえ。離れています」

「どれくらい」

「そこまでは。でも一体じゃないですね」

「だったら会長と水み琴ことじゃねえか」

「それはあり得ます。だけどなんで連れてきたんですかね」

　まったくだ。こいつらみたいな化学繊維の塊が、他ほかにもいくつもあるのか。そりゃやっかいだ。いっぺんに喋しやべられたら、かなりうるさいに違いない。

　……いや、そうじゃない。ハラキリトラがバッグに潜り込んだのは偶然のはずだ。俺おれに連れてくるつもりはなかった。しかしだ、考えてみたら紅あか音ねもセップククロウサギを持ってきていた。偶然にしては作為的なものを感じる。

「あの……」

　紅音が恐る恐る口を開く。

「白のケンプファーたちも持ってきているのかもしれません……」

　十分あり得る。こうなってくると、俺おれたちだけがぬいぐるみ連れの方が不自然だ。

「しかしだなあ」

　セップククロウサギが言い出した。

「俺たち集めてどうしようってんだ」

「集めてっていうか、勝手に集まったんだろ。連れてくる気はなかったぞ」

「うるせえぞナツル。どっちでもいいんだよ。臓物アニマルが同窓会もねえだろ。話すことなんかねえぞ。風ふ呂ろ入ったくらいだ」

　そういやそうだよな。じゃあなんで集まるんだ。やっぱりただの偶然か。

　臓物アニマルがただ集まるんなら俺も目撃したことがある。ただそれはおもちゃ屋の店先でワゴンの中だった。なんにでも「可愛いー」と飛びつく中学女子が、心底気味悪そうにしていたのが印象深い。

「お前ら、なにか指令とか来なかったの」

　とりあえず聞いてみた。

「電波みたいにびびびって受信して、ふらふらここに来たみたいな……」

「あるわけないでしょう」

「ねえよ」

　いきなり否定された。しかも二体。

「わたしたちは携帯電話じゃないんですよ」

「電波受信なんてのは、頭のいかれたやつが口走るもんだぜ。ナツルもついにそうなったか」

　うるせえな、なってねえよ。

　しかし電波受信じゃないとすると、うーむ……分からん。

　俺は頭がいい方じゃないんだ。こんなことに悩むくらいなら、お笑い番組を見て脳を柔らかくする方を選ぶ。水琴に言わせると「柔らかくなりすぎ。とろけるチーズじゃないんだから」になるんだが。

　なんにせよ、このことは今はまだ考えないようにしよう。いずれ嫌でも分かる、気がする。

「ナツルさん……会長や近こん堂どうさんに、直接訊きいてみたら……」

　と紅あか音ね。そういやその手があった。簡単なことだ。

「うん。夕飯のときにでも聞く……あー、沙さ倉くらさんがいるんだった」

　これはハードルが高い。メッセンジャーのことが知られてしまう危険もあるが、なにより食いついてくる可能性があるのだ。

　ご存じの通り、沙倉さんは臓物アニマルの大ファンでコレクターである。夕食のひとときにこんな話題でも出してみろ。たちまち独演会である。絶対誰だれも知らないようなマイナーグッズか、同じぬいぐるみでも縫製の具合でどこの工場で作られたものか見分ける方法を語るに決まっている。

　聞いた話だが、前に二年の女子がそういう目にあったらしい。その女の子は三十分は耐えたらしいんだが、あとは「もう許して楓かえで」と謝って解放してもらったんだそうだ。

　これは避けねば。沙倉さん命の俺おれなら何時間でも（多分）耐えられるが、他ほかの娘こたちが危ない。紅音なんか貧血起こすんじゃないのか。

「あとでこっそり訊こう……」

　紅音も「それがいいですね……」と言っていた。

「ところでおい、トラ野郎」

　ハラキリトラの眉まゆ根ねが、ほんの少し寄せられた。

「なんですか。ちゃんと呼んでくださいよ」

「人のバッグに勝手に入らなくなったら、呼んでやるよ。お前たちって、仲間がいる方角とか分かんねえの？」

「分かりません」

「即答かよ」

「ＧＰＳじゃないんですよ。ここらにいるってことくらいしか」

　せめてこのホテル内なら、白い連中も近くにいるってことで対策が立てられるのだが。テーマパークには三つほどホテルが隣接しているのだ。

「お前、そんなに心配なのか」

　セップククロウサギが言ってくる。

「逆にお前はずいぶん人ごとだな」

「ぬいぐるみだからな」

「じゃあ、私たちがちょっと出かけて見てきますよ。鍵かぎ、開けっ放しにしといてください」

「馬ば鹿か言ってんじゃねえよ」

　喋しやべりながらのそのそ歩くぬいぐるみって、ホテルをパニックに陥れるつもりか。

「なんだよ、ナツルも楽できるだろう」

「単にお前たちが楽しみたいだけだろうが」

　セップククロウサギは「バレたか」なんて笑っている。とんでもねえぬいぐるみだ。

　俺おれは臓物アニマルたちを放置し、またベッドに横になった。肩と背中が熱っぽいが、これは日焼けだ。明日になったら痛いだろうな。

　枕まくら元もとで、ドリフの大爆笑のテーマ曲がはじまった。

　俺の携帯電話だ。バッテリーがいかれているので持ち歩きには向かないのだが、泊まりだから持ってきたのだ。充電器によってコンセントに繫つないである。そのため室外には持ち出せない。個人用の有線電話だ。

　液晶画面を見ると、東ひがし田だだった。

　ぎょっとして通話スイッチを押す。こいつ、もしや俺の正体に感づいたか。

「……はい？」

（よー、ナツルか。俺だ、俺）

　普段なら「俺さんに話すことはありません。用件は弁護士を通してください」とか言って切っちまうんだが、今はやめておいた。

「……なんか用か？」

（おいおい、今日は合宿の日だぞ。忘れたか）

「忘れた。それがどうした」

（今からでも来いよ。こっちに女の子がたくさんいるぞ）

　それは噓うそだろう。一応聞いておく。

「どんな娘こたちだ」

（聞いて驚け。女子部の綺き麗れいどころだ。沙さ倉くらさんもいた）

「いた？」

（いや、いる。もうパラダイスだ。美少女研究会にもついに春が来た。特別顧問も参加するんだ）

　なにを言ってやがる。おおかた男ばかりでうるおいがないから、俺でも呼んで不幸を分かち合おうとするんだろう。

　その手にのるものか。というか、こっちはすぐ近くにいるわい。

「……お前らどこいんの？　海じゃないのか」

（いーや、違う。豪華にテーマパーク隣接のホテルだ。チケットが手に入ってな。一気に豪華合宿だ）

「なにホテルだよ」

（ええと……新しん東とう亜あホテル）

　ほっ。俺おれたちとは違う。こっちはコンチネンタルオーシャンホテルとかいう外資系である。その新東亜って、俺の記憶が正しければ幽霊が出るはずだが。

（ナツルも来いよ。楽しいぞ。女の子ばかり）

「いい」

　俺は断った。電話の向こうからは美少女同好会の騒ぎ声が聞こえてくるが、いくら耳をすませても男だけだ。どこに女がいるんだよ。

　わざわざ誘ってくれるのはありがたいし、そう言う意味では東ひがし田だはいいやつだと思うが、タイミングっていうか時期が悪すぎる。電話を切って十分もしないうちに顔を見せたら、それはそれでびっくりするだろうな。

　俺は「また誘ってくれ。美少女研究会以外で」と告げて携帯電話を切った。

「今の……さっきの人たちですか……」

　と紅あか音ね。

「うん」

「あの人たち……東田さんでしたっけ。このホテルにいるんですか……？」

「いや、別のとこ」

「そうですか……」

　紅音はほっとしたような、がっかりしたような表情をしていた。

「なんかあったの？」

「その……メイド喫茶の出張をやったときなんですけど……」

　委員長さんのお姉さんの家のことか。

「東田さん……あたしのことすごく褒めてくれたんです……。可愛いとか似合うとか……。帰るときもメアドとか聞かれて……」

「え……」

　なんと。あの馬ば鹿か野郎、ナンパの真ま似ね事ごとまでしてたのか。プールサイドじゃ腰が引けていたのに、やけに積極的じゃねえか。いくらああいう雰囲気でもなかなかできねえぞ。

　彼女は上目遣づかいで俺を見ている。

「紅音ちゃんはそれで、メアドを教えたの？」

「いえ……」

　小さく首を振る。それからこっちの反応をうかがっていた。

「ナツルさん……」

「ん？」

「焼やき餅もちとか焼きませんよ……ね」

「なにが？」

　お餅もちは醬しよう油ゆで味を付けるのが好きですが。きなこはどうもぱさぱさ感がいかん。

「いえ……いいんです……」

　理由もなく紅あか音ねは沈んでいく。いかんね、もっと人生は明るく生きねば。俺おれも最近は、我が身の運命を呪のろうことが多いけどさ。

　時計を見る。四時。なんか中途半端な時間だ。今からアトラクションに乗ったり買い物をするのは、微妙に難しい。

「……寝るか」

「えっ!?」

　海賊に穴だらけにされた帆船みたいに沈没していたはずの紅音が、跳び上がった。

「ねっ……寝るって、そんな、昼間から……ナツルさん」

　何な故ぜか紅音は顔を真っ赤にして狼ろう狽ばいしている。なんだなんだ。

「あ、あたしたち、同じ部屋にいますけど……いきなり……。もっと、心の準備とか……そ、それはその……あたしが部屋を予約したんですけど……そうなんですけど……」

　なにを言い出すんだ。

「あ、あの……でも、ナツルさんがそこまで言うなら……えと……もう少ししたらっていうか……。なんか、会長や近こん堂どうさんを出し抜けるのがちょっと嬉うれしいかも……べっ、別にあの人たちに怨うらみがあるわけじゃないんですけど」

「……えーっと、紅音ちゃん、俺、昼寝しようかなって、思っただけなんだけど」

「……昼寝ですか……？」

「うん」

「あ……そう……です……か……」

　彼女はやっぱり顔を赤くしたまま、沈んでいく。忙しいな。

　俺はベッドの上掛けをめくって、服を着たまま潜り込んだ。浴衣ゆかたとガウンが用意されていたけど、このままでいいや。

　リリリリン。電話が鳴る。紅音が取った。

「はい……」

（紅音ちゃん!?）

　水み琴ことだ。ずいぶんでかい声だな。ここまで聞こえるぞ。

（なんか変なことしようとしてなかった!?　予感がしたんだけど）

「いえ……」

　対照的に紅あか音ねは、消え入りそうな返答だった。

「なにもしてません……」

（本当？　あたしのアンテナがぴりぴりきてるわよ）

「本当です……してくれませんでした……」

（……ふーん。ごめん、悪かった。考えてみたら、ナツルが自分からするわけないわよねえ）

「はい……」

　その後、どういうつもりか水み琴ことは（お互い、ああいう馬ば鹿かが相手だと苦労するわよねえ）などとだみ声で喋しやべり、紅音も「ええ……」と答えていた。むむ、俺おれの悪口なのか。

　女の子っていうのは、男の悪口で盛り上がるんだな。聞こえなかったことにしよう。

　俺はそんなこと考えながら目を閉じた。何な故ぜか夢の中では、変身した紅音と水琴が、揃そろって俺を罵ののしっていた。





　　○






　目を開けると、六時半を過ぎていた。外はまだぼんやりと明るいが、これから急速に暗くなるはずだ。

　そんなわけで夕食。なんかもう、ちゃんと食事をするにも神経使うような。

　ホテルで食べても外で食べてもよかったんだが、水琴が「ホテルがいい」と強く主張したのでそうなった。

「あたしね、あんまりホテルの食事ってしたことないから」

　と幼なじみさんは言っていた。

「アフリカのすごくぼろい木き賃ちん宿やどで食事したことはあったよ。反政府ゲリラが街中で撃ち合いしてて大変だったけど」

　こいつの「大変」は、高校生の範はん疇ちゆうを超えている。

　ホテル二階にあるでかいフロアへ。バイキング形式で、自分の好きなものを取って食べられる。要するに食べ放題。

　普通バイキングというと貧弱なものが多いんだが、高いホテルだけあって種類が豊富だった。パンだけでも八種類に及ぶ。スープなんか二十もあるし。もう違いが分からん。

　適当に座る場所を決めた。水琴がさっそく「食うぞー」と叫びながら料理が並んでいるエリアへ走っていた。

　席順も適当……なんだが、俺には重要。沙さ倉くらさんの隣か真正面がいい。いざとなったら水み琴ことの席を奪い取ることも視野に入れねば。

　と、肝心の沙さ倉くらさんがいなかった。

「会長、沙倉さんどうしたんだ」

「楓かえで？　トイレに行っていたみたいだけど……そういえばいないわね」

「探してくる」

　俺おれは座りかけたのを中断した。こういう時でもないと、沙倉さんと距離を縮めることができぬ。

「あ……あたしも行きます……」

　なんか知らんが紅あか音ねも来ることになった。いやそう無理しなくても。水琴の健けん啖たんぶりを見習うべきだろう。見ろ、皿に料理を盛りすぎてコックが仰天している。

「ご飯食べてればいいよ」

「いえ……ナツルさんだけじゃ……」

　俺だけだったらどうなのか分からないが、まあそこまで言うのなら。

　レストランから出て、左右を見渡す。やはりいない。

「女子トイレかな？」

「もう出てきてもいいんですけど……」

　とりあえず部屋に戻ってみることにする。

　エレベーターで上に行かねば。水琴がいると時々「階段で行こう、階段」とか言い出すので油断ができない。あいつは底知れぬ体力だ。

　ボタンを押してエレベーターを呼ぶ。と、紅音が横を向いた。

「あれ……沙倉さん……？」

　廊下の向こうに、確かに沙倉さんらしき姿が。なんだ、上に行く必要はないのか。ゆっくり話でもしながらレストランに戻るつもりだったんだが。

　だが沙倉さんは、こっちへはこない。なにやらきょろきょろして、そのまま廊下を曲がっていく。

「あれ……？」

　紅音も首を傾かしげた。

「呼んでくるか」

　俺は沙倉さんの方へと、小走りに向かっていく。紅音もついてきた。

　角から顔を出すと、沙倉さんは後ろ姿を見せていた。なんか「ＳＴＡＦＦ　ＯＮＬＹ」と書いてある扉をあけてしまった。あの、そこは客が入ってはいけないところでは。

　彼女はそのまま入っていく。俺と紅音は周囲に誰だれもいないことを確認し、「ＳＴＡＦＦ　ＯＮＬＹ」の扉の中を覗のぞき込こんだ。

　そこからも廊下になっている。スタッフ専用なので飾り立てられてはいない。ていうか床がコンクリートむき出しだ。配管も壁にそのまま付けられているけど、これはむしろ点検しやすいようにだろう。

　こつこつと足音がする。沙さ倉くらさんが先に進んでいるのだ。

「どこに行くつもりだ……？」

　俺おれは思わず言葉を漏らした。

「ここの先って、なにがありましたっけ」

「さあ……」

　紅あか音ねの疑問に、首を振るしかない。俺たちはしばし顔を見合わせると、あとをつけることに決めた。

　天井からライトが下がっているので暗くはない。ただ、そのため視界も良好なので、振り返られたらちょっとやっかい。

　こっそりとついていく。

「……なにをするんでしょうか……」

「なんだろ。俺が思うに……」

　頭の中で考えをまとめる。沙倉さんのやりそうなことと言えば。

「練習……というのはどうだろう」

「はい？」

「沙倉さんが意中の相手に告白する練習をするんだ。恥ずかしくて他ほかじゃできないから、人気のないところに行く」

　紅音は苦にが虫むしを百匹くらい嚙かみつぶした顔をしているが、俺は一応真面目まじめである。

「沙倉さんがついに男に興味を持った。きっと鏡の前で告白の練習をするに違いない」

「……一応聞きますけど、意中の相手って誰だれですか」

「俺、だったらいいな」

「……自分でも分かっているんですね。違うと思います」

　はっきり言わないでくれ。俺は沙倉さんへの幻想をいつまでも保持していたいんだ。

　いかん、沙倉さんを見失ってしまう。一本道だが、ときどき分かれ道がある。

「……なんか、迷いがありませんね」

　と紅音。確かにうろうろしている感じがない。目的があるかのようだ。

「別になにかあるわけじゃあないんだろうけどな。警備員の詰め所か、裏口くらいだろ」

「裏口……出ていくのでしょうか……」

「まさか」

　これから食事なのに。唯一考えられるとしたら、俺おれへのびっくりプレゼントを買いに行くくらいだが、あいにく誕生日じゃないし記念日でもない。いや、「沙さ倉くらさんと出会って××××回記念」みたいなのを作ってもいいけどね。

　説明しようとしたが、紅あか音ねは俺の妄想に興味がないらしく、耳を貸そうともしない。

「……あれ？　沙倉さんが」

　俺も前を見る。姿がなくなった。

「曲がったんでしょうか……？」

　確かに廊下が分かれている。俺と紅音は駆け出そうとした。すると突然。

「うおっ!?」

「きゃっ!?」

　頭上からなんか降ってきた。昼間の紅音と同じパターンだが、ハッチなんかないはずだぞ。

　上を向いて気づく。天井にも太い配管が何本も走っている。あそこに潜んでいたのか。

　降り立った人物は、右手に拳けん銃じゆうよりは大きく、ライフルよりは小さい火器を持っていた。サブマシンガンだ。

「ご無ぶ沙さ汰たしてます、瀬せ能のうさん」

　うわ、山やま川かわ涼りよう花かだ。武器を所持してるってことは、ケンプファーになってやがる。

「これでもどうぞ」

　銃口が向けられる。ひい。

　銃声と同時に俺は倒れ込んだ。ちなみにとっさの行動ではなく偶然。紅音も左に跳んでいるが、あれも偶然臭いな。

　右みぎ腕うでに力を込める。青白い光が俺を包み、女の姿に変化する。

「あら」

　銃口がこっちをポイントしようとしたので、俺は遠慮なく魔法ツアウバーを発動させた。火球が飛んでいく。

　だららっという乾いた音と、炎が爆発する音。空中で激突したのだ。涼花には当たってないが、こっちも被害ゼロだ。

「二対一ならおめえが不利だ！」

　紅音の絶叫。変身していた。あいつも銃ゲヴエアーだから、飛び道具同士の激突だ。

　猛犬女が引き金を絞る。弾切れがないものだから、こいつもサブマシンガンを持っているのと変わらない。穴だらけにするつもり満々だ。

「死ね、くそ女！」

「まあひどい」

　涼りよう花かは床を蹴けって後ろに跳ぶ。どっちの攻撃も外れ。

「おいナツル、戦え！　それかあのクソ女を殺せ！」

「どうもお前は極端に傾くよな」

「おめえから殺したっていいんだぞ！」

　それはお断りだった。死にたくないので魔法ツアウバーを発射。避よけられた。

「ちいっ、間抜け！」

「お前だって外したじゃねえか」

「あたしのは油断……わざと外したんだ。おめえはちゃんとしろ！」

「不条理だぞこの野郎」

　考えてみたら、女も野郎呼ばわりしていいんだろうか。いいか。

「てめえ、それ以上あたしに逆らったら、首から上を吹っ飛ばしてやるぞ」

「もっと相棒をいたわろうって気はないのか」

「沙さ倉くらのクソ女と会長の色香に迷っているやつは、墓石がお似合いだ！」

　勝手なこと言うな。俺おれがいつ会長の色香に迷った。沙倉さんには迷いっぱなしだが。

「おめえみたいなやつが相棒だと、あたしまで腐っちまう。おいナツル、あたしの目の前で死ね」

「なんでだよ！」

「気分がすっとする」

「俺はどうなってもいいのかよ」

「死体は文句を言わねえぞ」

　俺が死ぬのは確定なのか。

　ところで俺と紅あか音ねがこんな言い合いできるのには理由がある。

　涼花が離れたまま攻撃してこないのだ。それどろか、じりじり距離を取っているようにも見られる。

「……なにしてんだあの女」

「俺に聞くなよ」

「おい、山やま川かわ！　てめえどこに行く気だ。勝負しろこら！」

「すみませんが、あまり相手をしていられないのです」

　涼花は、離れつつ答える。

「ここであなたたちと戦うことが予定外です。本気の勝負は、別の機会にお願いします」

「今でいいじゃねえか」

「都合がよくありませんので」

　紅あか音ねの乱暴な挑発にのる人間もそうそういないと思うが、白いケンプファーのわりには戦意がない。理り香かだと戦う気で一杯なんだが。

　犬みたいにぐるぐる言ってる紅音は放っておいて、俺おれが訊きいた。

「なあ、お前らここに泊まってるのか？」

「ノーコメントでお願いします」

「泊まってないなら、なんでこんなところに？」

「あなたたちみたいな人がいるからです。護衛みたいなものでしょうか」

「護衛……？」

　俺の思考は銃声で中断された。いきなり紅音が発砲したのだ。うわっ、耳元でぶっ放しやがって。鼓膜が破れたらどうすんだ。

　涼りよう花かは首を曲げてかわす。紅音が「ランバ・ラルか」と文句を言った。

「戦闘はまた別のところでお願いします。どうせ近いうちに、再会しますから」

「ちょっと待て。近いうちっていつだ？」

　俺が言葉を投げかけるが、彼女はもう答えてはくれない。あとずさりしながら、ちらちら背後を確認している。

「涼花」

　声がした。同時に彼女は背を向けて走り出す。

「逃げるんじゃねえ！」

　紅音が発砲するが、涼花は角を曲がって行ってしまった。急いで追う俺たち。

　角を曲がる。だがそこには、スチール製の扉がきいきい動いているだけで、誰だれもいない。

　俺たちはしばらくそれを眺めていた。

「……おいナツル」

　紅音が肘ひじで突く。

「なんだよ」

「さっきの、聞いたか」

「……ああ」

　そう返事するしかない。はっきりと俺はこの耳で聞いたのだ。

「きっと気のせいだ」

「へーえ。そうかい。じゃあ沙さ倉くらのやつの後ろ姿も、幻覚かなんかだな。おめえヤクでもキメてぶっ飛んでんのか」

「高校生がそんなことするか」

　こうやっていいあうことによって、俺おれは気を紛らわせていた。紅あか音ねの減らず口はいつも通りだが、やはり精神を落ち着ける必要はあるんだろう。銃ゲヴエアーだけは向けてこなかった。

　さっきの、涼りよう花かを呼んだ声。

　あれは確かに沙さ倉くらさんだった。





　　○






　俺と紅音は変身を解除して元来た廊下を戻った。

　なんとなく気分が重い。およそ沙倉さんのことならどんなことでもポジティブにとらえる俺の神経も、ちょっと摩耗気味だ。

　会話もなくレストランへ。せめて腹でもいっぱいにしないと。

「おそーい」

　山盛りにした料理と、水み琴ことの苦情が出迎えてくれた。

「もうはじめちゃったよ」

「すみません、いただいています」

　同じようなことを言ったのは沙倉さん。あれっ!?

　俺と紅音はぽかんとした。椅い子すについているのは、紛れもなく沙倉さんだ。あれあれ、さっき廊下で見失ったのは誰だれなんだ。

　彼女は小首を傾かしげた。

「あの……どうなさったんですか？」

「ええっと……沙倉さん、どこにいたんですか。俺たち迎えに行ったんですけど」

「お手洗いに……。すぐに来たつもりなんですけど。ごめんなさい、お手数かけちゃいました」

　そりゃいいんだが、あそこから先回りして俺たちより早くレストランに来られるのか。

　紅音も実に不思議そうにしている。まったくだよな。なにがなんだか分かんねえもん。

「座ったら」

　これまたいつも冷静な会長様が言う。

「気になることでも？」

「いや……まあ」

　曖あい昧まいな返答をする俺。

「あとで聞くから、今は食事をしなさい」

　へい。分かりやした。

　俺おれと紅あか音ねは料理がずらりと並んでいるスペースに行って、色々取ってきた。廊下のことがあったので、めぼしいものはやられたかと思ったが、まだたくさん残っている。ついでに確認したが、白のケンプファーのやつらはいない。とすると、ありゃなんだったんだろうな。

　食事は滞りなく、というか、若干ぎくしゃくしたまま進む。俺と紅音はあんなことがあったからで、水み琴ことはしょっちゅう料理を取りに立っていたからだ。雫しずくはなんか考えている風。肝心の沙さ倉くらさんは瀬せ能のうナツルにご執心だ。もちろん男の俺ではない。

「ナツルさんは来ないんですか？　ご飯食べましょうって約束してたのに」

　そうでしたっけ。

　雫がチキンの照り焼きをほおばりながら、

「帰ったみたい。あまり食欲がないって言ってたから」

「えー、ナツルさん帰っちゃったんですかあ」

　ああ、沙倉さんが露骨にがっかりしている。へこむ俺。

「夜になったら、来るかもしれないって言ってたわ」

　雫が微妙なフォローを入れた。












「泊まってくれるのかしら」

「そこまでは。料金もかかるでしょうし」

「宿泊費なら、わたしが払ってもいいのに」

　沙さ倉くらさん優しい。ぜひその優しさの一万分の一でも、男の俺おれにわけてください。

　そして食事は終わり、俺たちは自室に戻ることにした。

　しかしまだ夜まで時間はある。もう夜なんだが、寝る時間という意味で。

　テーマパークなんだから、お楽しみイベントくらいあるはずだ。花火とか。

「もっと遅くなってから花火が上がるみたいです」

　俺が訊きいたら、紅あか音ねが答えてくれた。

「部屋からでも見えるみたいですけど、やっぱり外で見物したいですよね」

「そうだね」

「じゃあそれまで、みんなで遊びましょうか」

　これは雫しずくだ。珍しいな、自分から言い出すなんて。

「外で？」

「いいえ、私たちの部屋でいいわよ。そっちよりは広いはずだから」

　他ほかに案もなかったので、雫の言葉に従うことにした。

　このホテルは一階にコンビニが併設されている。至れり尽くせりだが、夜の十一時までしかやっていない。終夜営業ではないところが、なんか微妙。

　閉まる前に買い込むしかない、ということで、水み琴ことが紅音と買い出しに出かけた。

　水琴は俺から金を受け取ると（何な故ぜか一括して俺が払うことになっていた）、ふと訊いた。

「えーっと、ナツルはなにが食べたいんだっけ」

「なんでもいいよ。菓子とジュース」

「なにか指定してよ」

「なんでもいいって」

「じゃあポリバケツと亀かめの子こだわしね」

　食い物じゃねえだろそれ。いしいひさいちのマンガに、そんなギャグあったぞ。

　なんかまだ文句言いそうだったので、「ポテトチップとジンジャーエール」と言っておいた。なかったら水琴の判断に任せるしかないが、まさか本当にバケツとたわしを買ってくるんじゃあるまいな。

　雫は部屋に戻ったが、俺は廊下で待っていた。

　しばらくして帰ってきた二人は、ちゃんと食べ物と飲み物、紙皿に紙コップを買ってきていた。バケツはなかった。

　ビニール袋を両手に提げて、水み琴ことたちの部屋へ。

　この部屋にはベッドが二つあって、奥に畳敷きのエリアがあった。いいなこの造り。お年寄りとかはまだまだベッドに慣れない人が多いからだろうな。

　買ってきたペットボトルやらお菓子やらを広げる。前に沙さ倉くらさんの家に泊まったのと同じ雰囲気だ。ジュースを紙コップに注そそいで乾杯。無論酒はない。

　ここの窓も大きい。外はすっかり暗かった。花火が上がれば部屋からでもよく見えるだろうな。

　しばし歓談。たいして話すこともないんだけどさ。

　こういうときはやっぱり学校の話題になる。ループがちなのもまあ仕方がない。

　面子メンツ的に女子部の話が中心だ。どっかの誰だれかが彼氏を作っただの、あの娘こは別れただのあの教師は面構えがよろしくないだの。

　話題を振るのはもっぱら沙倉さん。相対的だが、この中では一番この手の話題を好む。彼女はときどき謝っていた。

「ナツルさん、ごめんなさい。女子部のこと分からないですよね」

「いいよ、その話でも」

　俺おれは話題に加わっていなかった。知らないわけじゃなく、知りすぎているためだ。あんまり食いついたり女子しか知らないネタを口にしたりすると、女の俺のことがバレる。

　それでも沙倉さんは気を遣つかってくれて、じきに話を変えてくれた。

　しかしそうなると、紅あか音ねは本と図書委員の話がもっぱらだし、雫しずくは生徒会のことか日本経済のことに話がずれる。水琴は爬は虫ちゆう類るいか南米の麻薬カルテルのことなので論外。

　しかたないと言ってはあれだが、自然と今日の出来事のことになった。

　ポテトチップを摘つまみながら、沙倉さんが言う。

「ねえ雫ちゃん。泳いでいるときに、ケンカかなんかあったの？」

「あら、どうして？」

「なんか壊れるような音がしたから」

　ぎく。

　ちょっと背中が冷たくなる。横目で見ると水琴はぼりぼり柿かきの種を食っていたが、紅音は青い顔をしていた。

「なにもなかったわよ」

　鉄てつ面めん皮ぴの生徒会長が答える。

「そうなの？」

「だって叫び声とかした？　普通はもっとおおごとになるでしょう」

「そういえばそうね」

「だから、たいしたことないのよ。施設がちょっと傷んできたんじゃないの」

　相変らず真顔で噓うそのつける女だ。「言われてみればそうかも」と納得できちゃうのが凄すごいよな。

　沙さ倉くらさんもそれ以上言わなかった。その代わり「あー、女のナツルさんに会いたい」と呟つぶやいて、俺おれを微妙な気分にさせた。

　俺を含めて、みんなどんどんジュースを飲む。こういう席だとどうしても飲み物からなくなっていくもので、菓子に塩気があるものが多かったのも拍車をかけていた。

「ちょっと瀬せ能のう君、それとって」

「あいよ」

「それも」

「はいはい」

　俺の隣は雫しずくで、なんかいちいち命令されていた。まったく、こういうことは「三さん郷ごう雫様に罵ののしられる会」のマゾ男子にしてもらいたい。

「ありがと」

　彼女はコーラを二人分注そそぐと、一つを俺に渡そうとする。

「はい、お礼」

　雫はコップの口に軽くキス。そして俺の手の中へ。わあ。

　紅あか音ねが「ひゃっ」と言う。水み琴ことは息を吸い込んだまま止まる。

「雫ちゃん……なんか格好いい」

　と沙倉さん。

「そうかしら」

「雫ちゃんって小さいときから、映画みたいなことをさせると上手だったよね」

「うちの親が、映画やミュージカルをたくさん見せたから。俳優にでもするもりだったのかしらね」

　軽く返事をしているが、自分で「だった」って言ってるんだからその気はないんだろうな。当人はまだ噺はなし家かになりたいんだろうか。

「でも雫ちゃんスタイルいいから、モデルでも女優でもいけると思うよ」

「褒めてくれるのは嬉うれしいけど、興味がないからねえ」

「もったいないなあ。ねえナツルさん、雫ちゃんは芸能界でもやっていけますよね」

「それは……できるんじゃないかな」

　別に沙さ倉くらさんの言葉だから同意したわけではなく、俺おれもそう思った。こいつなら見てくれはいいし頭もいいから、のし上がるのは容易だろう。権けん謀ぼう術じゆつ数すうが必要な場面でも、ほいほいできそうだ。なんか他ほかの事務所の罠わなでも、軽く切り抜けられそうだよな。

　雫しずくはどこになにを感じたのか知らないが、俺の方を向いた。

「あら瀬せ能のう君も勧めてくれるの」

「勧めるっていうか、あんたにぴったりだって思っただけだよ」

「瀬能君が言うなら、やってみようかしら」

　失敗したら俺のせいにするつもりだろうか。

　でも雫なら失敗はないだろうな。女優だけじゃなくて、警察官でも官僚でも政治家でもなんでもできる気がするんだから。こんな高校生他にいないぞ。

　隣の雫はコーラを飲みながら、俺の方に傾いてきた。酔っぱらってんのか。酒もないのに。

「それ、とってくれる？」

「またか。このよっちゃんイカか？」

「それ本当にコンビニに売っていたの？　……そこのチョコレートよ」

「この四角いやつか」

「違うこっち。いいわ、自分で取る」

　俺の横から強引に手を伸ばすもんだから、べったりくっつく感じになった。どうでもいいが重いな。

「おい会長、寄っかかるなよ」

「いいじゃない」

「よくねえよ」

　無理矢理どかそうとしたが、余計にくっついてきた。くそ。俺まで傾くだろうが。

　沙倉さんが俺たちを眺める。

「……プールでも思ったんですけど、雫ちゃんとナツルさん仲いいですね」

「そんなことは……」

「そうよ」

　俺の言葉を遮るように雫が喋しやべる。こら。誤解されたらどうする。

　面白そうな表情をする沙倉さん。

「あ、やっぱり」

「そう見えるでしょう。隠せるものでもないから」

　いや隠せよ。というか、でっち上げだろそれ。

　案の定、水み琴ことと紅あか音ねの雰囲気が悪くなってくる。酔ってもいないのに目が据わる水琴。紅音は水が切れた花みたいにしぼんでいった。

「ちょっと会長」

　水琴が絡んだ。

「変なこと言わないでよ。ナツルとそんなに仲よかった？」

　また異な事を。最初に雫しずくと仲がどうのと言い出したのお前だろ。

　雫は平気な顔をしている。

「もちろんいいわよ。近こん堂どうさんも知ってるでしょう」

「そりゃ知ってるけど……じゃなくて、認めることないでしょうが」

「隠す方が変よ」

「いくらナツルとデートしたからって……」

「えっ、雫ちゃんナツルさんとデートしたの？」

　驚く沙さ倉くらさん。そういえば知らないんだった。俺おれは急いで、

「あのね、あれはデートじゃなくて……」

「そうよ。デートしたの。水族館に行って、お弁当食べて」

　雫のやつが先に言いやがった。おい、邪魔すんな。

　身を乗り出す沙倉さん。

「あ、もしかして雫ちゃんの手作り？　雫ちゃん料理上手だもんね」

「手作りよ」

　当然だと言わんばかり。聞いていた水琴は目を丸くして、紅音は今にも倒れそうだ。

「会長、あんたそんなことまで……！」

「近堂さん、瀬せ能のう君から聞いていなかったの」

「聞くわけないわよ。この馬ば鹿かが自分から喋しやべるわけないじゃん」

　馬鹿とはなんだと反論しようとしたが、水琴は聞いてやしない。雫だけを睨にらんでいた。

「えー、雫ちゃんデートどうだった。楽しかった？」

　沙倉さんは脳天気……純粋だ。

「楽しかったわよ」

「珍しいねー、雫ちゃんがデートなんて。どっちが誘ったの」

「私」

　きゃーと沙倉さん。俺もきゃーとか叫びたかった。

「会長！」

　これは俺ではなく水琴。俺は言葉が出なかった。紅音はと言えば、目を回す寸前だ。楽しそうなのは沙さ倉くらさんだけという有様。

「落ち着きなさいよ、近こん堂どうさん」

「あたしは落ち着いてるわよ！」

「そうは見えないわね。瀬せ能のう君とのデートの話をしてあげるから」

「それでどうやって落ちつけって言うの!?」

「きゃー、聞きたい！」

　もう沙倉さんの耳は完全にダンボだ。今に絶対空を飛ぶ。聞かずにはいられないとの態度である。

「どんなことしたの!?」

「普通のデートよ」

「普通ってどんな!?」

「公園で食事をしたり二人で歩いたり」

「えー、雫しずくちゃん、普通の女の子みたい。どこかのシンポジウムとか見学するのかと思った」

　それは確かに雫らしい。けど今の俺おれには同意している精神的な余裕がない。ただおろおろしっぱなしだった。

「いくら私でも、そんなデートしないわよ」

「ねえねえ、それで……」

　沙倉さんはいたずらっ子みたいな目をしている。まさか……。

「キスとか、した？」

　雫はあっさり答えた。

「した」

「きゃー!!」

　手と足をばたばたさせる沙倉さん。俺は心臓がばたばたしていた。この野郎、なんてこと言いやがるんだ。

「ちょっと……ナツル!!」

　水み琴ことの怒りがこっちに向いた。

「あんた、今の本当!?」

「い……いや、噓うそだ……！」

　俺はなんとか返事をすることができた。

「してない……つーか、居眠りしてたからよく分からねえんだ」

「私の膝ひざの上で寝てたわよね」

「膝ひざ枕まくらなの!?」

　また激げつ昂こうする水み琴こと。噓うそ……じゃないんだよな。

　俺おれの沈黙を肯定と受け取ったらしい。なんか腕うでが首に伸びてくる。

「あん時息の根を止めとけばよかった！」

「やめろ、わあ！」

　こいつは殺人に対する禁忌がないのか。一応俺たちは幼なじみだぞ。

「まて水琴。話を聞け」

「地獄で閻えん魔ま相手に言いなさい！」

「殺すな！　キスしたかどうかは知らないんだって、本当！」

「近こん堂どうさん、今のは噓じゃないわ」

　意外なことに雫しずくが助け船。喉のど元もとにかかろうとした指がぴたりと止まる。

「……そうなの？」

「そうよ」

　さらりと雫が言う。沙さ倉くらさんが少しがっかりしたような顔。

「……でもキスしたって……」

「もっと前にもキスしてるから」

「……え？」

「最初は文化祭の時だったわね」

「きゃー!!」

「ナツル!!」

　最初は沙倉さんで次が水琴。俺？　止まりかかった心臓を動かすのに忙しい。

　水琴は、水面の金魚みたいに口をぱくぱくさせ、喉の奥から言葉を絞り出した。

「い……今の本当なの!?」

「……えーと……」

「本当なのね!!」

　あーもう、ここで噓だと言い切る度胸が俺に欲しい。駄目だ、追いつめられすぎて台詞せりふが出てこない。

「あんたなんでキスなんか……！」

「仕方なかったんだ！」

　あ、声が出た。

「俺の意思じゃない！　一種のレイプだよ。訴えれば勝てるレベルだ！」

「キスはキスなのよ！」

　いかん、これに反論できる説が思いつかん。

　俺おれは必死に頭を回転させたがなにも出てこない。沙さ倉くらさんは興味津々といった目つきでこっちを見ている。すみません、裏切ったわけじゃないんです。ただ雫しずくが無理矢理。

「おい、会長！」

　俺は諸悪の根源に迫った。

「なんてことを言うんだ！」

「事実じゃない」

「事実とかじゃなくて……」

「文化祭の控え室で、キスしたわよね」

　当然のような顔して言うな。なんでそんなに落ち着いているんだよ。もっと恥じらえよ。

　この女は悪魔なんだろうか。ひょっとしたら俺を地獄にたたき落とすためにどこからか遣つかわされてきた、堕天使なのかもしれん。俺なんかを堕落させたところで、いいことなんかありゃしないはずだが。

「やっぱしたんじゃん!!」

　悪魔のことを考えていたら鬼が騒ぎ出した。

「なによあんたたち、付き合ってるわけ!?」

「付き合ってない……」

「付き合ってないわね」

　俺の台詞せりふに雫が言い添える。助かった、と思ったらやっぱり違った。

「これから付き合うことになるから」

「きゃー！」

　沙倉さんは嬉うれしそうだ。恋愛大好き少女だったのか。

「すごーい。雫ちゃんにこんなことまで言わせるなんて、ナツルさんがはじめてですよ」

　そうですか。ちっとも嬉しくありません。

「相思相愛なんですか」

「いや、そんな……」

「二人のこと応援しますね」

　俺の心には沙倉さん席しかないんです。しかも「雫お断り」の札が貼はってあるくらいです。

　だが極道生徒会長は、そんなことをまったく気にせず、俺の心に入り込んではどかりと座席に腰を下ろしていた。なんという図々しさだ。それでも女子高校生か。もっと控えめに生きろよ。

「つ……付き合うことになるって……！」

　変な話だが、もはや頼みの綱はこいつだけになっていた。怒りまくっている水み琴ことの方がまだましだ。敵の敵は味方理論に近い。

「いつ決まったのよ!?」

「ずっと前から」

　雫しずくの言葉はどこまでが本当でどこまでが噓うそか、さっぱり分からん。

「前って言ったら、あたしの方が前よ。幼なじみなんだから！」

「関係ないわね」

「ちょっとは関係あるでしょう！」

　いいぞ水琴。頑張れ負けるな。雫を倒せ。なんか俺おれってすごく格好悪いな。

　水琴が赤くなったり青くなったり忙しいのに、生徒会長様はまったく顔色を変えていない。こいつの顔面はチタン合金でできているのか。

「近こん堂どうさんって意外と純なのね。そんなに動揺するなんて」

「しっ……してないわよ！　幼なじみとして、ナツルの倫理の乱れが許せないのよ」

「じゃあキスだけじゃなくて付き合ったら、もっと許せなくなるの？」

「今だって許せないわよ！　キスなんて、ナツルはしちゃいけないのよ！」

　そりゃいくらなんでも無茶じゃないか。

　雫も似たようなことを思ったようで。

「キスはいいでしょう。瀬せ能のう君の唇、意外と柔らかいわよ。知らないの？」

「なっ……あたしにそんなこと分かるわけないわよ！　だいたい隠れてするなんて許せないわ！」

「じゃあ堂々としましょうか」

　言うなり、雫は俺の首の後ろに手を回した。え？

　いきなり引っ張られる。抗議をする暇もない。気がついたら俺の唇は、雫によって塞ふさがれていた。

「んんー!!」

　言えたのこれだけ。雫の唇は俺を完全にシャットアウトしており、身動きすら取れなかった。やい強ごう姦かん魔ま会長、いい加減に……って、おいおいおいおい、舌が入ってきたぞ!?

「んー！　んー！」

　暴れる俺だが、雫にがっちり摑つかまれていて離れられない。こっ、呼吸が。

　沙さ倉くらさんの声がする。

「雫ちゃん……大胆……」

「会長、ナツル！　離れなさいよ！」

　水み琴ことが飛びかかってきて、無理矢理俺おれと雫しずくを引ひき剝はがす。助かった。

　俺の幼なじみは、目を吊つり上あげて仁王立ちしていた。

「会長！　なんで人の目の前で……！」

「隠れてしたらいけないんでしょう」

　雫にはまるで変化がない。俺はショックで口も利けなくなっているというのに。

「堂々とやればいいってもんじゃないわよ！　なに今の!?」

「近こん堂どうさんは気が短いのね」

「怒る方が普通よ！　あたしだけじゃなくて紅あか音ねちゃんだって……」

　うわ、そうだ紅音がいたんだ。水琴だけでも大変なのに、猛犬モードになっていたら手がつけられん。全員血の海で泳ぐことになる。

　しかし、紅音からはなにもない。反応そのものがなかった。

　水琴が怪け訝げんな表情をする。

「紅音ちゃん？　……紅音ちゃん！」

　水琴が慌てて駆け寄る。

　返事がないのは当然だった。紅音はとっくの昔に気を失っていた。




　とりあえず、紅音はこの部屋のベッドに寝かせた。泡を吹くとか頭を打ったわけじゃないから、しばらくすれば気がつくだろう。これで死なれては、雫だけではなく俺まで罪に問われそうな気がする。

　一方水琴はまだ腹を立てていた。

「あー、変なもの見た。目を洗いたい」

　悪うござんした。でも俺のせいじゃないぞ。

「ナツルもちょっとは自制しなさいよ」

「なんで俺なんだ。会長に言え」

「会長は言って聞くような人じゃないでしょう」

　そういうわけではないと思うが、絶対自分で判断して納得しないと行動しないからなあ。

　しかし今のキスはなによ。俺だって気絶したいわ。

「……なんで会長は平気な顔してんの」

「慌てた方がいいの？」

　と言い返す雫。根性が太すぎる。

「人前でキスなんてさあ」

「私はなんともないけど」

「ギャラリーにさせられた方の身にもなってよ。気絶しちゃったのもいるんだから」

「近こん堂どうさんもすれば？」

「ばっ……馬ば鹿か言わないで！」

　水み琴ことが真っ赤になって怒鳴る。俺おれも同感だ。

「でも気をつけなさいね。瀬せ能のう君、舌入れてくるから」

「ええっ!?」

「おい、そりゃ会長だろ！　……あ」

　水琴が俺を睨にらんだ。

「フレンチキスまでしたのかー!!」

　水琴は今にも火を吹きそうだったが、さすがにガメラにはならなかった。つばはだいぶ飛んだが。

「うわー、最悪！　もう先越されっぱなし。どうなってんだろ。花火まだかな」

　水琴が時計を眺める。まだ早い。夏場はあえて遅くすることによって、泊まり客だけが存分に見物できるようにしているんだそうだ。確かに、普通の客は終電とか気にするもんな。

　俺は話題を変えようと、水琴の言こと葉ば尻じりに乗る。

「お前、花火くらい見たことあるだろ」

「中東じゃあまり上がらないんだよねえ。湾岸の金持ち産油国に行けば別だけど。あたしは砂漠の真ん中いること多かったからさあ。撃ち合いとかやってたし」

　相変わらず豪快な経験をしている。

「だから日本の花火を、ちゃんと見たいんだよね」

「へーえ」

　俺はペットボトルから、麦茶を水琴のコップに注そそいだ。今の話のささやかな礼のつもりである。

「あ、なくなった」

　ちょうど空になったところだ。紙コップには半分しか注がれていない。

「わたし買ってきます」

　沙さ倉くらさんが立ち上がる。

「俺も行くよ」

　と言ったのだが、彼女に制された。

「いいんです。座っていてください。今度の買い物はわたしの番です」

　こういうことをさらっと言えるところが沙さ倉くらさんの素晴らしさだ。ひいき目？　それがどうした。

　沙倉さんは財布を手に、部屋を出た。ふと、水み琴ことが、

「あ、キー持っていったのかな」

「そこにあるぞ」

　俺おれはベッド脇わきの小テーブルを指さす。

「あたしたちがいるから平気か」

　すると紅あか音ねが「ん……」とうめきはじめた。

「目が覚めたか」

「私が起こすわ」

　俺が近寄ろうとしたら、雫しずくに先を越された。ポカリスエットのボトルを手にしている。

「お目覚め？　美み嶋しまさん」

「会長……」

　紅音はぼんやりと目を開けている。

「ふわ……」

「起きあがれるかしら。これ飲んだ方がいいと思うけど」

　ペットボトルを見せる。紅音はあいまいにうなずいた。

「飲みます……」

「身体からだ起こせる？」

　今度は首を振った。

「そう」

　雫はペットボトルの蓋ふたを開け、直接中身を口に含んだ。

　そしてびっくり。なんと自分の唇を、紅音の唇に近づけようとしている。

「……ひゃあああっ!!」

　紅音が跳ね起きた。背中にスプリングでもついているのかと言いたくなるくらいの速さだ。

「なっなっなっ、なにをするんですか会長!?」

　雫はポカリスエットを飲み込む。

「なにって、口移し」

「変なことしないでください……！」

「しなかったでしょう」

「しそうになってました……！」

「そこまで目が覚めているなら、もう大丈夫ね」

　雫しずくはこっちに戻ってきた。俺おれと水み琴ことは目がまん丸。今のは計算ずくの行動なのか。紅あか音ねが起きなかったら、絶対口移ししてたよなあ。

　一応彼女に声をかけてみる。

「紅音ちゃん、平気？」

「平気ですけど……寿命が縮まった気がします……」

　見てた方も縮んだかもしれない。

　そろそろ花火の時刻だ。外に行かないと。どこからでも見られるらしいが、やはりちゃんと座れる場所を探したい。

　俺たちは簡単に片付けをした。お菓子のいくつかは下へ持っていく。見ながら食うぞ。

　紅音は部屋を見渡していた。

「……沙さ倉くらさんは？」

「買い物」

　と水琴。

「下で合流すればいいんじゃない」

　雫の意見はごもっとも。

「でも連絡はどうすんだ」

「あの娘こ、携帯電話を持っていったから」

　こいつは番号知ってるんだろうな。親友だし。俺は知らないのが空むなしい。

　女の俺の番号は、沙倉さんはメアド込みで知りたがった。いっそ男の俺の番号を教えればよかったかもしれない。

　俺と紅音はいったん自室へ戻る。冬じゃないから厚着をする必要はないが、俺は靴下を履き替えた。これはなんとなく。

　紅音はバッグの中を漁あさっている。なにか探しているようだ。

「どうしたの？」

「デジカメを……探しているんです。持ってきたんですけど……」

　聞くと、かなり高性能なんだそうだ。父親がカメラマニアで、借りてきたとのこと。

「俺、先に出てるよ」

「すみません……下に降りていてください」

　その言葉に従った。どうでもいいが、臓物アニマルたちがいないな。また風ふ呂ろにでも入っているのか。

　廊下に出たが、雫と水琴もまだ出てきていない。支度をするスピードは、男の方が圧倒的に速いのだ。

　俺おれは所在なげに立っていた。すると。

「ナツルさん……」

　廊下の向こうから、誰だれかが呼んでいた。おや、沙さ倉くらさんだ。買い物終わったのか。

　彼女は手招きしている。はいはい、今行きますよ。しかし珍しいな。他人を自分のところまで呼び寄せることは滅多にない人なんだけど。

「買い物終わったの」

　と俺は訊きいた。

　何な故ぜか沙倉さんは、にっこりしたまま答えない。なんか顔に張りついたような笑い方だなあ。こんな笑顔だったっけ。

　手にはなにも持ってないんだが、買い物しなかったのかな。それとも、俺とコンビニに行きたいというサインか。

「ナツルさん……？」

「なに」

「一緒に行きませんか……？」

「コンビニ？」

「いえ、花火です……」

　もちろん行きますよ。みんなもそのつもりだし、俺は雫しずくや水み琴ことや紅あか音ねを無視してでも、沙倉さんの隣に座ることを狙ねらっているのだ。

　振り返る。まだ他ほかの娘こたちは出てきていない。

「もうすぐみんな来るから、そしたら……」

「うふふ。違いますよ」

　え？　なにか変なこと言ったかな。

「ナツルさんと二人きりで、です……」

「……え!?」

　びっくり仰天。沙倉さんが俺と二人きりだなんて。しかも女の俺ではなくて男の俺と。なにがあった、雪でも降るのか。意外すぎてパニックになりそうだ。東ひがし田だを呼べ、このシーンを写真にとってもらおう。

　彼女は薄く笑っていた。

「噓うそじゃありません……嫌ですか？」

「いやいやいや。嫌じゃない。大歓迎だけど……沙倉さんはいいの？」

　ここで聞き返すのがもてない男たるゆえんだが、沙倉さんはやっぱり拒絶とかはしなかった。

「ナツルさんがいいんです……」

　うわあ。なんて夢のようなお言葉。

　俺おれは一も二もなく賛成した。盆と正月がいっぺんに来た気分だ。実際お盆はもうすぐだし。

「二人だけで行きましょう……」

「あいつらどうしよう」

「放っておいていいです。邪魔されたくありませんから……」

　うむ、確かに。このような至福の時間を雫しずくなんかに妨害されたら、一生悔やむことになるな。さすが沙さ倉くらさん、そこまで考えていたとは。

　彼女は手を伸ばした。

「握って、離さないでくださいね……」

　いえい、こんなことまでさせてくれるんだ。

　俺は内心、欣きん喜き雀じやく躍やくしながら、それでも平静を装って沙倉さんの手を握った。

　その手は、妙に冷たかった。


（続く）














あとがき







　築つき地じです。「けんぷファー」の新刊をお届けします。前回は箸はし休め的なストーリーだったのですが、今回はががっと話が進みました。ががっと。

　おかげさまで「けんぷファー」も順調に巻と版を重ねることができました。ストーリーも佳境に入ってきましたので、今しばらくおつきあいください。




　さて、前にも書いたかもしれませんが、我が家では猫を飼っています。アメリカンショートヘアーの可愛いやつ。で、こいつが紙が好きです。

　小説というのは、書き上げたらそれで終わりというわけではなく、校こう閲えつさんの手を経て作者の手元にもう一度戻ってきます。ここで気に入らない表現を直したり、指摘された間違いを修正したりするのです。

　この時はゲラといって、本のレイアウトと同じ写しや植しよくで打ち出された紙がやってきます。うちの猫がこのゲラを好むのです。

　ゲラが届くと、猫がまず確認します。我が家で一番偉いので、宅配便だろうと郵便だろうと最初に匂いをかいで、いい悪いを判断します。ここで猫が飽きたら問題ないのですが、ゲラはお気に入りなので、端はしを嚙かんだり舐なめたりして味見します（このあたりで私がいったん取り上げる）。

　このゲラに、猫がいつも乗ろうとします。文字通り上に。こっちがさあやるかと机の上に広げると、必ずどさっと座ります。どかそうとすると威い嚇かく。無理してどかすと嚙みつく。鳴く。引ひっ搔かく。そしてまた乗ると、やりたい放題。まるでテロです。かといって放置すればどくかというと、今度は寝始めるのでやはり駄目。つまりテロには強硬手段しかないわけで、いつも争うものだから腕うでがひっかき傷だらけです。こっちは普通に仕事がしたいだけなんですが。

　この猫はモニターの前やキーボードの上にも座ろうとします。ただゲラが一番好きなので、ゲラを放置して他ほかの仕事をはじめるという手もあります。ただしこうすると嚙み痕あとや舐め痕がついて大変なことに。もはや遊び道具。こっちの都合をまるで考えない動物のフリーダムさにはつくづく感心します。人語を解するだけ臓物アニマルの方がましだという気がしないでもなく。でもまあ、猫は可愛いもんですと、とってつけたように書いておきます。




　話変わって今回の内容ですが、ご覧になったとおりプールの話です。実は季節は夏。ほらほら、五巻で東ひがし田だが、夏の予定をナツルに訊きいているでしょう。前から予定されていたことで、急きゆう遽きよでっち上げた内容ではないのです。ほんとですよー。

　これは次の巻の発売が夏になり、季節感を合わせることを狙ねらった深しん謀ぼう遠えん慮りよなのです。えへん。……ごめんなさい、言いすぎました。わりと偶然の産物。

　で、夏なんだから水着というのは自然な流れで、せんむさんのイラストももちろん水着です。ナツルももちろん水着。なかなか可愛いんですが、みんな落ち着けこいつは男だ。胸がでかくたって男だぞ。こんなことを書きつつも、今回の水着姿でさらに主人公人気が上がってくれればいいと思っているわけですが。

　ただ女のナツルのスタイルとかスリーサイズとかは、まだ決めていません。大ざっぱに見て、女の子たちの中で一番スタイルがいいのは雫しずく、というのはまあ当たり前。次が沙さ倉くらさんかナツルといきたいのですが、実は大穴で水み琴ことではないかと考えています（未決定）。多分その次がナツル、僅きん差さで沙倉さんではないでしょうか。そこから若干というかかなり引き離されて紅あか音ね。ただ変身すれば相当上にいくでしょうね。

　話の内容として、プールネタは一回使ってしまうとあとは難しいので、ここでやりきってしまうつもりです。ぽろりとかもやるべきかなー。ただのぽろりはつまらないので、もっと捻ひねったぽろりがいいですね。地震が起こって水着がずれるとか、火事で水着が焼けるとか。どっちも非現実的ですが、どのみち「けんぷファー」自体が非現実の話なので、そういう噓うそもありかなと。局所的な火事が起こってもプールに飛び込めばオーケーだぜ。




　まあこんな感じで。次の巻は七月発売予定です。内容は今回の続きで、沙倉さんの伸ばした腕うでがナツルの心臓を貫きます（噓）。

　お楽しみに。





二〇〇八年二月
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